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通知

CS Imaging は Carestream Dental, LLC の商標です。

その他の商標および登録商標はすべてそれぞれの商標権の所有者の財産です。 
Current Dental Terminology (CDT) © American Dental Association (ADA). 無断複製禁止 ：

アメ リカ合衆国連邦法では、 この装置の販売は歯科医師本人や医師本人による場合または指示による場合
に制限されています。

CS Imaging はデジタル画像ソ フ ト ウェ ア で、 医療専門家がデジタル画像または Carestream Dental のデジタル
画像を表示、 調整、 測定、 印刷、 エクスポー ト 、 保管に使用するこ とで、 医療、 主に歯科分野での画像診断に
役立ちます。

このガイ ドにある人名およびデータは架空のものであり、 実際の個人、 イベン トまたは状態を表す意図は
ありません。 このガイ ドにある人名またはデータの実存する人の名前またはイベン トまたは状態への類似
は、 偶然のものであり、 意図されたものではありません。

本ガイドのいかなる部分も  Carestream Dental, LLC の明示的な承諾なしに複製できません。

放射線画像がシステム仕様に適合していないディスプレイまたはモニターに表示される場合、 診断用途に
意図されたものではありません。

マニュアル名 ： CS Imaging 8 ユーザーガイ ドパー 

ト 番号 ： SMA23_ja

Edition ： 05

印刷日付 ： 2019-06

この文書の原文は英語です。

CS Imaging バージ ョ ン 8 は医用機器に関する指令 93/42/EEC に準拠しています。
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1 このガイドで使用する表記規則

このガイドで使用する表記規則

以下の特別なメ ッセージは情報を強調するかまたは人体または装置に対する人または措置に対す

るリスクを示します ：

警告： 安全に関する指示に従う ことにより、 ご自身や他の方が怪我をし
ないよう警告します。

重要 ： 問題を引き起こす可能性のある状態に対し注意を喚起します。

注記 ： 重大な情報を強調します。

ヒン ト ： その他の情報およびヒン ト を提供します。
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重要なユーザー情報

警告 ： 

• CS Imaging は、 口腔衛生のゼネラ リス ト とスペシャ リス ト 、 歯科治

療助手などの医療専門家が使用するためのものです。

• ソフ トウェアが作成した描画および測定は、 ご自分の責任のもとで

行って く ださい。 X 線画像は 3D オブジェ ク トの 2D 画像であるた

め、測定値が間違っている場合があります。測定は情報のみであり、

患者の正確な配置を要する操作はあなた自身の責任です。

• キャリブレーシ ョ ン済みの画像上にのみ事前に決定された長さの値

で測定および描画を行う ことを推奨します。 キャリブレーシ ョ ン情

報がない画像上でこのことを行うには、 既知の長さの参照用セグメ

ン トの使用が必須となります。

• パノ ラマまたは OPG 画像は本来の性質のため、 垂直および水平方

向が拡大し、ひずみが生じます。これらの画像タイプにキャリブレー

シ ョ ンを実行した場合、 キャリブレーシ ョ ンの近傍にのみ適用され

る、 おおまかなガイ ド と してのみ扱う必要があります。 インプラン

トシ ミ ュレータなど、 事前に決定された長さのオブジェク ト を挿入

することで、 おおまかな情報を提供します。

• 患者方向情報は口腔内画像、 コンピューテッ ド ラジオグラフ ィ  (CR)

画像、 頭部計測斜位画像またはカラー画像には提供されません。

これらの画像の方向は、 ユーザーの操作および患者の位置決めによ

ります。

• このソフ トウェアは診断のみを目的にしています。 一連の治療を決

定する前に専門的な訓練および判断を適用する必要があります。
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2 概要

CS Imaging は Microsoft Windows オペレーテ ィ ングシステム用に書かれたデジ タル イ メージング 

ソフ  ト  ウェアアプリケーシ  ョ  ンです。以下を含む、Carestream の歯科用デジタル イメージ

ング装置と使用するこ  と  を意図しており、  以下が含まれます  :

• 口腔内システム ： デジタルセンサーおよびコンピューテッ ド  ラジオグラフ ィ  (CR)

• 口腔外システム ： パノ ラマ、 頭部計測、 3D

• 口腔内デジタルビデオキャプチャデバイス

• 口腔内スキャナ

このソフ トウェアによって、 ヘルスケア専門家が以下のことを行えます ：

• 患者のデータベースを作成します。

• 2D 画像、3D ボリューム、 メ ッシュ ・オブジェク ト、および Microsoft Office ドキュ メン ト

まで患者ファイルに保管します。

• 連絡のみを目的として、 3D ボリュームやメ ッシュ ・ オブジェク トの基本的なプレビュー

を表示します。

• 2D 画像を表示、 印刷します。

• 2D 画像で、 コン ト ラス ト と明るさを調整し、 指示測定 （距離、 長さ、 角度） を行います。

｢画像を強調して診断を補助する｣を参照して ください。

CS Imaging は、 以下の CS Imaging で取得した画像にアクセスできます。

• KDIS 6.x

• DIS 6.x

• TW 5.x

• CS Imaging バージ ョ ン 7.x および  8.x

過去に取得し た画像のすべてが、 同じ画像フ ァ イル形式、 処理調整、 コ メ ン ト 、 歯式番号付け、

描画、 注釈を保持し ます。

CS Imaging をスタ  ン  ド  アロンのソ  フ  ト  ウェアと  して、  または  DPMS と ともに使用できま

す。
CSImaging をお使いになる前に

• ソフ トウェアの基本的な機能に精通して ください。

• ｢患者ブラウザとダッシュボードの概要｣

• ｢画像表示ワークスペースの概要｣

• ｢暗室モードの概要｣

• ｢患者ブラウザとダッシュボードのワークフロー｣

• ｢画像取得ツールバーを使用して画像を取得する｣
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• ｢画像表示ワークスペースまたは暗室モードでツールバーを使用する｣

• ｢画像で作業する｣

• ｢画像をインポートおよびエクスポートする｣

• ソフ トウェアの構成 ：

• ｢ CS Imaging の基本設定を設定する｣

• ｢データをバックアップする｣

3D ボリ  ュームを表示する

CS Imaging で、 CS 3D Imaging が作成するボリ ュームを表示できます。 内容の一例 ：

• 全体をスクロールできる軸状スライスビューにおける、 1 つまたは複数の 3D ボリューム。

• 回転できる 1 つまたは複数の 3D レンダリングビュー、 および以下の定義済の方向 :

• 抽出したスライス全体をナビゲートできます。

• スナップシ ョ ッ ト

• 偽パノラマ画像

• 偽頭部計測画像

CS Imaging で、3D ボリ  ュームを表示するには  CS Imaging の患者記録を開き ます。 3D 

ボ リ ュームが、 患者の患者履歴および画像ギャ ラ リーの画像と し て表示されます。

3D ボリ ュームの作成に関する情報は、 CS 3D Imaging ユーザーガイ ド を参照して く ださい。

3D メ ッシュ ・ オブジェク ト を表示する

メ ッシュを表示できます。 内容の一例 ：

• 3D 口腔内スキャナ画像 （CS 3DI、 3DI Pro Family）

• 3D オブジェク トの画像取得モードからのメ ッシュデザイン

• CS Model、 CS Model+ または  CS Restore のメ  ッシュデザイン

マウスを使用して、 メ ッシュ ・ オブジェク ト を回転、 ズームできます。

矢状

冠状

軸状

透視図

注記 ： 描画と注釈または画像ツールバーは使用できません。 また共有ツール
バーでは、ボリュームをインポートおよびエクスポートできます。｢共有ツール
バーを使用する｣を参照して ください。
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患者ブラウザとダッシュボードの概要

スタン  ド  アロンモードでCS Imaging を立ち上げる と患者ブラウザが表示されます。これによりす

べての患者管理の機能が使用できます。

CS Imaging を DPMS から開 く 場合は、ダッシュボードが表示されます。それは患者ブラウザのよ 

う なものですが、 以下の機能はあり ません ： I、 J、 K。

A タイ トルバー 選択した患者の名前を表示します。

B システムアイコン

これらのアイ  コンによってバージ ョ ン情報 CS Imaging、 基本設定および 

CS Imaging ユーザーガイ ドにアクセスできます。

注記 ： ｢全般設定｣で、 ユーザーガイ ドの言語を選択できます。

C 画像表示ワークス
ペースアイコン

ク リ ッ クすると画像表示ワークスペースが開きます。 ｢画像表示ワークス
ペースを使用する｣を参照して ください。

D 患者カード

選択した患者の情報を表示します。

注記： 通常 CS Imaging を DPMSから開いている場合は、CS Imagingをスタ
ン  ドアロンモードで空けると、  この情報を編集できます。 ｢ス タ ン
ド アロンモー ド で患者データ を操作する｣を参照して く ださい。

E 画像管理ツール インポート /エクスポートおよび印刷ボタンが含まれています。

F 患者履歴
選択した患者に関する取得画像および他のオブジェク トのサムネイルを表
示します。 ｢患者履歴の画像や他のオブジェク ト を表示する｣を参照して
ください。

G 画像取得ツールバー

含まれているボタンをクリ ックすると、画像取得装置にアクセスできます。
これらのツールは患者ブラウザ、 ダッシュボード、 画像表示ワークスペー
ス および暗室モードで表示されます。 ｢画像取得ツールバーを使用して画
像を取得する｣を参照して ください。

H 患者履歴ツール
患者履歴画像の表示と並べ替えオプショ ン、そして歯列弓フ ィルタを表示/非
表示にするためのフ ィルタボタンが含まれます。 ｢歯列弓フ ィルタを使用
する｣を参照して ください。
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I 患者リス ト

使用可能な患者のリスト を表示します。 ｢患者履歴の画像や他のオブジェク
ト を表示する｣を参照して ください。

注記 ： ダッシュボードではご使用いただけません。

J 患者検索

患者リス ト を検索できます。 ｢患者リス トで患者を選択します｣を参照して
ください。

注記 ： ダッシュボードではご使用いただけません。

K 患者管理ツール
患者の作成と変更の機能が含まれます。

注記 ： ダッシュボードではご使用いただけません。
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画像表示ワークスペースの概要

画像表示ワークスペースは、 画像を取得、 表示、 分析するためのツールを提供します。

A タイ トルバー 選択した患者の名前を表示します。

B システムアイコン

これらのアイ  コンで、CS Imaging バージ ョ ン、 基本設定、 CS 

Imaging ユーザーガイ ドにアクセスできます。

注記 ： ｢全般設定｣で、 ユーザーガイ ドの言語を選択できます。

C ナビゲーシ ョ ンアイコン
アイコンで、画像表示ワークスペース画面オプシ ョ ン、患者ブラウ
ザ、 ダッシュボードおよび暗室モードにアクセスできます。

D コン ト ロールパネル
画像処理、 ヒストグラムおよび歯列弓ツールが含まれています。
｢コン ト ロールパネルを使用する｣を参照して ください。

E 画像ウィンドウ

画像が個別のウィンドウに表示されます。マウスポインタをウィ ン
ドウの境界部に移動して、選択した画像ウィンドウのサイズを変更
することができます。

マウスポインタがダブル矢印に変化したとき、ウィ ンドウの境界部
をクリ ッ クアンド ド ラ ッグしてサイズを変更します。 ｢画像を整列
する｣を参照して ください。

F 画像取得ツールバー
含まれているボタンをクリ ックすると、取得機器にアクセスできま
す。｢画像取得ツールバーを使用して画像を取得する｣を参照して く
ださい。

G 画像ギャラリーアイコン
クリ ックすると、選択した患者に関する取得画像およびオブジェク
トのサムネイルを表示します。｢画像ギャラリーを使用する｣を参照
して ください。

H ドロップダウンツールバー

ツールバーセレクターで選択したボタンに応じて、ツールバーが表
示されます。

注記： い くつかのアイコンの右下隅にある白色の三角形は、使用可
能なアイコングループがあることを意味します。 ｢アイコングルー
プを使用する｣を参照して ください。

I ツールバー セレクター
ボタン間を トグルすると、描画と注釈、画像と共有ツールバーを表
示します。 ｢画像表示ワークスペースまたは暗室モードでツール
バーを使用する｣を参照して ください。
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暗室モードの概要

このモードの詳細は、 ｢暗室モードを使用する｣を参照して ください。

A 画像取得ツールバー
ボタンを含みます。 クリ ッ クすると、 取得装置にアクセスできます。
｢画像取得ツールバーを使用して画像を取得する｣を参照して ください。

B ナビゲーシ ョ ンアイコン
アイコンで、 暗室モードの画面オプシ ョ ン、 および画像表示ワークス
ペースにアクセスできます。

C コン ト ロールパネル
画像処理、 ヒス トグラムおよび歯列弓ツールが含まれています。 ｢コン
ト ロールパネルを使用する｣を参照して ください。

D 画像のタイ トルバー
画像取得日時、画像を行き来する トグルボタン、および画像情報ウィン
ドウにアクセスしたり、画像の変更を保存したりするアイコンが含まれ
ています。 ｢画像のタイ トルバーの概要｣を参照して ください。

E 画像ギャラリーアイコン
クリ ックすると、選択した患者に関する取得画像およびオブジェク トの
サムネイルを表示します。｢画像ギャラリーを使用する｣を参照して くだ
さい。

F ド ロ ッ プダウン ツール
バー

ツールバーセレクター (G) で選択したボタンに応じて、 ツールバーが表
示されます。

注記： い くつかのアイコンの右下隅にある白色の三角形は、使用可能な
アイコングループがあることを意味します。 ｢アイコングループを使用
する｣を参照して ください。

G ツールバー セレクター
ボタン間を トグルすると、描画と注釈、画像と共有ツールバーを表示し
ます。 ｢画像表示ワークスペースまたは暗室モードでツールバーを使用
する｣を参照して ください。
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画像取得ツールバーを使用して画像を取得する

画像取得ツールバーには、 コンピュータにインス トールされた画像取得ソフ トウェアを開く ため

のアイコンが含まれています。

場合によっては、 関連するアイコンがアイコングループに分類されていることがあります。 アイ

コンが同じキーボードのシ ョート カ ッ ト を共有している場合、 アイコングループの最後に選択し

たアイコンが、 共有のキーボードシ ョート カッ トでアクテ ィブになります。 たとえば、 F2 はどの

アイコンがアイコングループで最後に使用されたかによって、 RVG を取得または取得 RVG FMS

のいずれかをアクテ ィブにします。 ｢アイコングループのキーボードシ ョート カ ッ ト ｣を参照して

ください。

* これらのキーボードシ ョート カッ トは、現在アイコングループで選択されているアイコンに適用

されます。

RVG 画像の取得 (F2)* TWAIN ソースから画像の取得 (F7)*

RVG FMS の取得 (F2)* TWAIN ソースを選択 (F7)*

パノラマ画像の取得 (F3) 3D 画像の取得 (F8)

新しい頭部計測画像の取得 (F4) 3D オブジェク トスキャンの取得

口腔内カメラ画像の取得 (F5) 3D VL 画像の取得

CR 画像の取得 (F6)* CR FMS の取得 (F6)*

Face Scan 画像の取得

警告 ： 画像を取得する前に、 正しい患者を選択していることを確認します。

重要 ： CS Imaging からは、 装置の画像取得設定を管理できません。 この装置の使
用については、 ユーザーガイ ド を参照して く ださい。

ヒン ト ： マウスポインターをアイコンの上に持って く ると、 ツールヒン トが表
示されます。
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アイコングループを使用する

アイコングループは、 関連した機能を持ったアイコンのグループです。 通常、 前回使用されたア

イコンが 1 つだけ、 アイコングループを意味する白い三角形をクリ ックしてグループを展開する

まで、 ツールバーに表示されます。

アイコングループを展開してその機能のうちの 1 つを選択するには、以下のステップに従います、

以下のステップに従います ：

1 ツールバーで、 アイコンの右下隅にある白い三角形をクリ ックします。

ツールバーの横にアイコングループが展開され、 グループのすべてのツールが表示されます。

2 使用したいアイコン上でクリ ックします。

選択し たアイ コ ンは、 現在の CS Imaging のアイ コ ングループのアイ コ ンの代表にな ります。

アイコングループのキーボードシ ョート カッ ト

キーボードシ ョート カッ トが使用できる場合は、1 つのキーボードシ ョート カッ トが同じアイコン

グループのアイコンすべてに適用されます。

たとえば、 画像取得ツールバーで 、 と   の両方がキーボードシ ョート カッ ト を使用し

ます F2。

キー 操作の説明

+ フル画面の暗室モードで、 クリ ッ クして画像にズームインします。

- フル画面の暗室モードで、 クリ ッ クすると画像がズームアウト します。

F1 クリ ッ クするとオンラインヘルプが起動します。

F2 患者ブラウザで、 クリ ッ クすると  RVG 画像取得が起動します。

F3 患者ブラウザで、 クリ ッ クするとパノラマ画像取得が起動します。

F4 患者ブラウザで、 クリ ッ クすると頭部計測の取得が起動します。

ALT+F4
ク リ ッ クする と現在のウ ィ ン ド ウを閉じ ます。

患者ブ ラウザまたはイ メ ージ ングウ ィ ン ド ウを開いている場合は、 この操作で

CS Imaging を閉じます。
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F5 クリ ッ クすると口腔内の画像取得が起動します。

F6 クリ ッ クすると  CR の画像取得が起動します。

F7 クリ ッ クすると  TWAIN の画像取得が起動します。

F8 クリ ッ クすると  ３ D の画像取得が起動します。

ESC クリ ッ クすると メニューを閉じます。

CTRL クリ ックすると、リストで選択した 1 つのアイテムに追加するアイテムを選択します。

CTRL+A クリ ッ クすると、 画像表示ワークスペースの画像をすべて選択します。

CTRL+D
クリ ッ クすると、 自動整列を画像表示ワークスペースの画像に適用します。

注記 ： この操作は、 暗室モードで使用できません。

CTRL+C クリ ッ クすると、選択した画像または FMS テンプレート を Windows ダッシュボード
にコピーします。

CTRL+O
クリ ッ クすると、 画像ギャラリーが開きます。

注記 ： この操作は、 暗室モードで使用できません。

CTRL + S クリ ッ クすると、 選択した画像または FMS テンプレート を保存します。

CTRL+V クリ ッ クすると、コピーした画像または FMS テンプレート を、画像表示ワークスペー
ス以外の別のアプリケーシ ョ ンに貼り付けます。

CTRL+Z クリ ッ クすると、 最後の操作を元に戻します。

キー 操作の説明
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3 患者ブラウザとダッシュボードを使用

する
患者ブラウザとダッシュボードのワークフロー

1

コンピュータのデスク ト ッ プで、 ソ フ ト ウェアのシ ョ ー ト
カッ トアイコンをダブルクリ ックします。

患者ブ ラウザが表示されます。 ス タ ン ド アロ ンモー ド で
CS Imaging を使用している状態です。

また、 Windows のスタート メニューからソフ トウェアを開く
こともできます。

｢ DPMS を使用できない場合に CS Imaging を使用する｣を参照
し て く ださい。

2 クリ  ッ  クして 、  CS Imaging の基本設定を行います。
｢ CS Imaging の基本設定を設定する｣を参照して く ださい。

3
患者検索ボックスを使用して、 患者リス トで患者を見つけま
す。 このオプシ ョ ンは、 スタン ドアロンモードでソフ トウェ
アを使用する場合にのみ適用されます。 ｢患者リストで患者を
選択します｣を参照して ください。

4

クリ ッ クして患者カードを作成または編集します。

参照 ：

• ｢患者カードを作成する｣
• ｢患者カードを修正する｣
これらのオプシ ョ ンは、 スタン ドアロンモードでソフ トウェ
アを使用する場合にのみ適用できます。

5
ク リ ッ クすると、 新しいオブジェ ク ト （接続されている画像
取得装置に従って、 画像、 3D ボリュームなど） を画像取得し
ます。 ｢画像取得ツールバーを使用して画像を取得する｣を参
照して ください。

6

患者履歴の画像のサムネイルをレビューします。 ｢患者履歴の
画像や他のオブジェク ト を表示する｣を参照して ください。

サムネイルをダブルク リ ッ クすると画像表示ワークスペース
に画像を開く ことができます。

7
ク リ ッ クするとオブジェ ク トがインポート またはエクスポー
ト されます。 ｢画像をインポートおよびエクスポートする｣を
参照して ください。

8
クリ ッ クすると、 画像表示ワークスペースが開きます。

また、画像サムネイルまたは患者名をダブルクリ ックして、画
像表示ワークスペースを開く こともできます。
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アイコンは、 患者ブラウザとダッシュボードにあります

場合によっては、関連するアイコンがアイコングループに分類されています。 ｢アイコングループ

を使用する｣を参照して ください。

患者ブラウザとダッシュボードに、 以下のアイコンがあります ：

システムアイコン

ク リ  ッ  ク す る と 、 CS Imaging に関する情報が表示されま
す。

クリ  ッ  クして 、 CS Imaging の基本設定を行います。
｢ CS Imaging の基本設定を設定する｣を参照して く ださい。

クリ  ックすると、 CS Imaging ユーザーガイ ドが開きます。注

記 ： ｢全般設定｣で、 ユーザーガイ ドの言語を選択できます。

画像取得アイコン

クリ ックすると画像を取得します。表示されるアイコンは、使用中の
画像取得装置によって決まります。

｢画像取得ツールバーを使用して画像を取得する｣を参照して く
ださい。

開く画像表示ワークスペース
アイコンを

ク リ ッ クすると、 画像表示ワークスペースが開き、 患者履歴
で選択した画像を表示します。

｢画像表示ワークスペースの概要｣を参照して ください。

患者カードアイコン

注記 ： これらのアイコンはダッ
シュボードでは使用できません。

クリ ックすると、 患者カードを作成します。 ｢患者カードを作
成する｣を参照して ください。

クリ ッ クすると、 患者カードを修正します。 ｢患者カードを修
正する｣を参照して ください。

エクスポートアイコングループ

小さい白い三角形をクリ ックす
ると、 アイコングループが展開
します。

クリ ッ クすると、 選択した画像を別の場所に保存します。
｢フォルダまたは E メールへ画像をエクスポートする｣を参照
して ください。

クリ ッ クすると、 画像を 1 つまたは複数の E メールアドレス
に送信します。｢フォルダまたは E メールへ画像をエクスポー
トする｣を参照して ください。

クリ  ッ  クすると選択した画像を CS Connect に送信します。

注記 ： このアイ  コンは、  CS Connect がインス ト ールされて

いる場合にのみ使用できます。

クリ ッ クすると選択した画像を印刷します。 ｢画像をプリン ト
する｣を参照して ください。

クリ ッ クすると選択した画像をDICOMDIR フォルダにエクス
ポート します。｢ DICOMDIR にエクスポート｣を参照して くだ
さい。

インポートアイコングループ

小さい白い三角形をクリ ックす
ると、 アイコングループが展開
します。

クリ ッ クすると画像をフォルダからインポート します。 ｢画像
をインポートする｣を参照して ください。

クリ ッ クすると画像をDICOMDIR フォルダからインポート し
ます。 ｢ DICOM 画像をインポートする｣を参照して ください。
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患者ブラウザとダッシュボードでオーバレイが使用できます

以下の画像を表示できます :

DPMS を使用できない場合に CS Imaging を使用する

歯科患者管理システム (DPMS) が利用できない場合、 ス タ ン ド モード で CS Imaging 8 を起動する

こ と もできます。

CS Imaging を DPMS から開 く 場合は、ダッシュボードが表示されます。 ス タ ン ド アロンモードで 

CS Imaging を開 く と、患者ブラウザが表示されます。患者ブラウザはダッシュボード同じですが、 

患者リス ト にアクセスが可能で、 使用できる患者、 患者リス ト フ ィ ルタ、 別の患者管理機能を表

示できます。

患者リス トで、 患者をクリ ッ クすると、 患者のデータベース内にある患者の画像にアクセスして

画像を取得できます。

通常の CS Imaging の機能をすべて終わらせる こ とができ、新たに取得した画像は患者フ ァ イルデ ィ 

レ ク ト リに保存されます。

DPMS を使用できない場合あるいは DPMS がインス ト ールされていないコ ンピュータの場合に 

CS Imaging を開 く には、 以下のいずれかを実行し ます ：

• コンピュータ画面で  をクリ ッ クします。

• スタート メニューから選択します ：

はセファロ ト レースを持つセファロ画像を示し
ます。

画像の左側隅に が見える場合は、3D オブジェク
トです。

上部左側隅の は歯式番号です。 ( 注記 : 複数の歯
がある場合はデフォルト で最初の歯のみが表示され
ます）。

上部左側隅の 記号は 3D MAR 再構成を意味し

ます。

重要： 患者リス トはスタン ド アロンモード で CS Imaging 8 で作成した患者のみ
を表示します。
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1 すべてのプログラムで、 Carestream Dental フォルダまでスクロールします。

2 クリ  ッ  クして  Carestream Dental フォルダを開き、  次 CS Imaging ソフ  トウェアフォルダ内の

 CS Imaging ソフ  トウェアをク  リ  ッ  ク  します。

 CS Imaging がスタン  ドアロンモードで開き、  患者ブラウザが表示されます。
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スタンドアロンモードで患者データを操作する

CS Imaging は Carestream Dental および他の  DPMS と と も動作します 。  CS Imaging をス タ 

ン ド アロンで使用し て患者を CS Imaging 患者リス ト で追跡する こ と もできます。

スタン  ド  アロンモードでCS Imaging を開始する場合は、 患者ブラウザが表示されます。 含まれる

もの ：

• データベースの患者リス ト。

• 患者記録を作成し作業するツール。

• 患者の画像をインポートするツール。

• 患者履歴で、 選択した画像を画像表示ワークスペースで見ることができます。

患者カード を作成する

スタ  ン  ド  アロンモード   CS Imaging を使用し ている場合は、 すでに患者記録を含んでいる

DPMS の代わりに、 患者の画像を取得する前に、 患者カード を作成する必要があり ます。

患者カードを作成するには、 以下のステップに従います ：

1 スタン  ド  アロンモードで  CS Imaging を開きます。

｢ DPMS を使用できない場合に CS Imaging を使用する｣を参照して く ださい。患

者ブラウザが表示されます。

2 患者ブラウザで、 をクリ ッ クします。

患者カードウィ ンドウが表示されます。

3 患者カードウィ ンドウに患者情報を入力します。

4 データの入力が完了したら、 OK をクリ ッ クします。

患者カードウィ ンドウが閉じ、 患者リス トに新規患者が表示されます。

ピクチャを患者カードに追加する

画像を患者カードに追加するには、 以下のステップに従います ：

1 スタン  ド  アロンモードでCS Imaging を開きます。

｢ DPMS を使用できない場合に CS Imaging を使用する｣を参照して く ださい。患

者ブラウザが表示されます。

2 患者リストで患者を選択し、 をクリ ッ クします。

重要： 安全対策として、画像表示ワークスペースでは一度に 1 人の患者の画
像を表示および修正のみできます。

注記 ： 名および姓のフ ィ ールドは必須です。 他のすべてのフ ィ ールドは任意で
す。 陰影付きのフ ィ ールドは、 CS Imaging が完了したものであり、 編集する こ 
とはできません。
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3 患者カードウィ ンドウで、 フルバージ ョ ンに切り替えをクリ ックします。

患者カードウィ ンドウが展開し、 追加フ ィールドが表示されます。

4 展開された患者カードウィンドウの最上部にスクロールし、ピクチャの変更をクリ ックします。

患者の写真の選択ウィンドウが表示されます。

5 患者の写真の選択ウィ ン ドウを使用して、 使いたいピクチャフ ァイルの場所をブラウズし、

ク リ ッ クしてそれを選択します。

選択したファイル名がファイル名フ ィールドに追加されます。

6 開く をクリ ッ クします。

選択したピクチャファイルが患者カードに追加されます。

7 変更を保存をクリ ックして、 患者カードウィ ンドウを閉じます。

患者リスト を並べ替える

患者リスト より上の患者ブラウザで、 以下を行う ことができます ：

• 家族名

• ファース トネーム

• 識別子

• 社会保障番号

選択したフ ィルタは、 フ ィルタがクリアになるまで、 あるいはソフ トウェアを閉じるまで適用し

ます。 さらに、 リス トの特定患者の検索もできます。 ｢患者リス トで患者を選択します｣を参照し

て ください。

患者リス トの並べ替え方法を変更するには、 以下のステップに従います ：

1 スタン  ド  アロンモードで  CS Imaging を開きます。

｢ DPMS を使用できない場合に CS Imaging を使用する｣を参照して く ださい。患

者ブラウザが表示されます。

2 次のいずれかを実行します ：

• 並び順を昇順から降順に変更するには、 ソート フ ィルタ横の小さい三角形をク リ ッ ク し

ます。

• 異なる並べ替えフ ィルタを選択する場合は、現在のフ ィルタを右クリ ックし、別のフ ィル

タをクリ ッ クして選択します。

注記 ： デフォルトのファイルのタイプは BMP ですが、 他のファイル形式も
使用できます。 ファイル名フ ィールドの横にあるファイルタイプのドロップ
ダウンリス ト をクリ ッ クして、 別のファイルタイプを選択します。
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患者リストで患者を選択します

患者を検索するには、 以下のステップに従います ：

1 スタン  ド  アロンモードでCS Imaging を開きます。

｢ DPMS を使用できない場合に CS Imaging を使用する｣を参照して く ださい。

患者ブラウザが表示されます。

2 患者検索ボックスをクリ ッ クします。

3 テキスト入力を使用して、 名フ ィールド、 姓フ ィールド、 SSN （社会保障番号） フ ィールド、

および患者識別子フ ィールドで検索します。

患者リス トは、 入力すると更新されます。

一致が見つかると、 患者が患者リス トに表示されます。

患者カードを削除する

患者カードを削除するには、 以下のステップに従います ：

1 スタン  ド  アロンモードでCS Imaging を開きます。

｢ DPMS を使用できない場合に CS Imaging を使用する｣を参照して く ださい。患

者ブラウザが表示されます。

2 患者ブラウザで、 患者リス トで削除したい患者を選択して、 をクリ ッ クします。

患者カードウィ ンドウが表示されます。

3 患者カードウィ ンドウで、 ウィ ンドウ上部のフルバージ ョ ンに切り替えをクリ ッ クします。

患者カードウィ ンドウが展開し、 追加フ ィールドが表示されます。

4 展開された患者カードウィ ンドウの最上部で、 この患者の削除をクリ ックします。

警告のウィンドウが開きます。

5 選択した患者カードを削除したいことを確認するには、 削除をクリ ックします。

選択した患者および関連するすべての画像が削除されます。

重要： 患者カードがいったん削除されてしまう と、このデータは取得できな
く なります。

注記 ： オプシ ョ ンのが表示されない場合は、 患者カードおよび画像を削除可
能の設定が｢ DICOM 設定｣で非アクテ ィブになっています。
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患者カードを表示する

患者カードを表示するには、 以下のステップに従います ：

1 スタン  ド  アロンモードでCS Imaging を開きます。

｢ DPMS を使用できない場合に CS Imaging を使用する｣を参照して く ださい。

患者ブラウザが表示されます。

2 患者ブラウザで、 患者リス トの患者を選択します。

3 患者カードで拡張をクリ ックします。

患者の情報に関する完全なリス トが表示されます。

4 患者カードを見終わったら、折りたたむをクリ ックすると、患者カード情報が最小になります。

患者カードを修正する

患者カードを変更するには、 以下のステップに従います ：

1 スタン  ド  アロンモードでCS Imaging を開きます。

｢ DPMS を使用できない場合に CS Imaging を使用する｣を参照して く ださい。

患者ブラウザが表示されます。

2 患者ブラウザで、 患者リス トの患者を選択します。

3  をクリ ッ クします。

患者カードウィ ンドウが開きます。

4 患者カードに必要な変更を行います。

5 変更を終了した場合、 以下のうちの 1 つを実行します。

• キャンセルをクリ ックして、 変更を保存せずに患者カードを閉じます。

• OK をクリ ッ クして変更を保存し、 患者カードを閉じます。

歯列弓フ ィルタを使用する

歯列弓フ ィルタを使用して、 以下の基準に応じて患者履歴に表示される画像をフ ィルタ します。

• 歯式番号

• 画像取得モダリテ ィ （口腔内、 パノ ラマ、 カ メ ラ等）
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歯列弓フ ィルタには以下の機能が含まれます ：

前提条件 ：

• 患者ブラウザスタンドアロンモードで、 患者リス トの患者を選択します。 選択した患者の

画像サムネイルがすべて患者履歴に表示されます。

歯列弓フ ィルタを使用するには、 以下のステップに従います ：

1 患者履歴ツールで、 フ ィルタをクリ ッ クします。

歯列弓フ ィルタが患者履歴の上に表示されます。

2 歯列弓フ ィルタで、 歯列アイコン (B) をクリ ックし、 永久歯 （大人） または乳歯 （子供） を選

択します。

歯列弓フ ィルタ (A)は永久歯/乳歯の歯式番号配列に変化します。

3 以下のいずれかを実行します ：

• 歯列弓フ ィルタ (A) で、 1 つまたは複数の淡い灰色の歯をクリ ックし、 歯式番号を選択し

ます。 患者履歴には、 選択した歯式番号のサムネイルが表示されます。

関連する歯式番号は｢イ メージングの設定｣で選択された歯式番号システムにより決定さ

れます。

画像付きの歯式番号を希望の数だけ選択することができます。

• モダリテ ィ フ ィルタ (C) で、 １つまたは複数のモダリテ ィ タイプをクリ ッ クします （たと

えば、 パノ ラマ）。 患者履歴は自動的に表示をリフレッシュして、 選択したモダリテ ィの

みを表示します。

• フ ィルタをリセッ トするには、 モダリテ ィ フ ィルタ (C) ですべてをクリ ックします。

• 選択した歯をクリ ックし して、関連する画像を非選択状態にします。選択した歯は選択し

ない歯 よりも明る く見えます。

A 歯列弓フ ィルタ

一つまたは複数の歯番号によるフ ィルタは、 以下を使用します ：

• 淡い灰色の歯 ： 画像が使用可能
• 濃い灰色の歯 ： 画像が使用不可能
• 青い項目 ： 現時点でアクテ ィブなフ ィルタ要素

B 歯列アイコン 成人の歯と脱落歯の切り替え。

C モダリテ ィ フ ィルタ
現在の患者に関して使用可能な画像取得モダリテ ィごとのフ ィルタ。

例えば、 頭部計測画像のみが使用可能な場合、 この領域には頭部計測のみ
が表示されます。

注記 ： 歯列弓フ ィルタを閉じても、 フ ィルタ選択はアクテ ィブのままです。

重要 ： 歯列弓フ ィルタ と日付けフ ィルタを同時に使用するこ とはできま
せん。
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• 歯列弓フ ィルタを非表示にするには、 フ ィルタをクリ ックします。

画像を選択する

患者ブラウザまたはダッシュボードで ：

• 1 つの画像を選択するには、 患者履歴で画像をクリ ックします。

• 複数の画像を選択するには、患者履歴で、画像エン ト リを複数クリ ックします。選択する

画像はすべて、 画像表示ワークスペースで開きます。

• 1 つの画像を選択するには、 患者履歴で強調表示した画像エン ト リをクリ ッ クします。

画像は画像表示ワークスペースから外されて患者履歴で非選択状態になります。

画像表示ワークスペースで画像を表示する

画像を表示するには、 以下のステップに従います ：

1 次のいずれかを実行します ：

• 患者ブラウザでスタンドアロンモードで作業する場合は、患者をクリ ックすると、患者履

歴に関連する画像を表示します。

• DPMS から、  患者カード を CS Imaging で開けます。

2 患者履歴で、 画像エン ト リをダブルクリ ックします。

画像が画像表示ワークスペースに表示されます。

患者履歴の画像や他のオブジェク ト を表示する

患者履歴は、 選択した患者の画像や他のファイルのサムネイルを表示します。

警告 ： 画像のレビューでは、 次の取得された画像では患者の方向が表示され
ていないことを考慮します。

• 口腔内画像 （RVG、 カ メ ラ、 CR）
• 頭部計測斜め画像
• CR 頭部計測およびパノ ラマ画像

ヒン ト ： 患者履歴で複数の画像を、見たい画像をそれぞれクリ ックして選択

し、 次に  をクリ ッ クします。
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患者履歴では、 以下の方法で画像を表示することができます ：

ビュー 例

A  サムネイル

B  ディテール

注記： リス トの表示では、 コ メン ト をクリ ッ クすると、 サムネイル画像に短
いメモを追加できます。 ｢コ メン ト を画像に追加する｣を参照して ください。

C プレビュー

ヒント ： プレビューパネルでは、 3Dボリュームと メ ッシュオブジェク トを回
転させることもできます。

D  カローセル

.

E 日付
患者履歴を日付順に並び替えます。

患者履歴にい くつかの画像がある場合、画像サムネイルは日付け順に表示さ
れます。
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F タイプ 患者履歴をモダリテ ィ順に並び替えます。

G フ ィルタ

歯列弓フ ィルタを表示させて、 歯式番号/歯列/モダリテ ィによって患者履歴
フ ィルタ します。

｢歯列弓フ ィルタを使用する｣を参照して ください。

注記 ： 

• 選択したビューのアイコンは青色で表示されます。 たとえば です。
• サムネイル、 ディテール、 プレビューのビューで、 画像が以下の条件に適合

する場合、 アイコンがサムネイルの下隅に表示されます ：
• インプラン ト （3D、 2D 画像）
• ト レース （頭部計測 2D 画像）
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コ メン ト を画像に追加する

画像のコメン ト を追加するには、 以下のステップに従います ：

1 患者履歴ツールバーで 、 をクリ ッ クしてディテールビューを選択します。

既存のコ メン トが画像サムネイルの横に表示されます。

2 画像サムネイルをクリ ックして選択します。

サムネイルの周りに青い枠が表示されます。

3 選択したサムネイルで、 コ メン ト をクリ ックします (A)。

小さいテキストエディ タのフ ィールドが表示されます。

4 必要に応じて、 テキスト フ ィールドにコ メン ト を入力、 編集します。

5 テキスト フ ィールドをクリ ックして、 コ メン ト を保存します。

注記： 患者履歴で、 コ メン トの最初の 3 行のみを表示できます。テキストの
全てを見るには、 コ メン トの項をクリ ックするか、画像の上にマウスポイン
ターをかざしてツールヒン トでテキストの全てを表示させます。
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画像や他のオブジェク ト を別の患者に再び割り当てる

画像を取得し、 それが間違った患者に割り当てられたとわかっても、 容易に画像や他のオブジェ

ク ト を別の患者記録に再び割り当てることができます。

右クリ ック メニューを使用してオブジェク ト を、 患者 A から患者 B に移動するには、 以下のス

テップに従います ：

1 患者Aの患者履歴で、クリ ッ クして患者B に再割り当てしたい 1 つまたは複数のオブジェク ト
を選択します。

2 画像を右クリ ックして、 シ ョート カッ ト メニューから別の患者に割り当てを選択します。

割り当て先ウィンドウが表示され、 使用可能な患者のリス トが表示されます。

3 あて先の患者の下のテキス トボッ クスでリス ト をフ ィルタするには、 患者名の最初の文字を

タイプすると、 リス トは自動的に更新されます。

4 患者 B を選択して割り当てをクリ ッ クします。

選択したオブジェク トが患者 B に移動します。

オブジェク ト を患者 A から患者 B にドラ ッグアンド ドロップで移動するには、以下のステップに

従います ：

1 スタン  ド  アロンモードでCS Imaging を開きます。

｢ DPMS を使用できない場合に CS Imaging を使用する｣を参照して く ださい。患

者ブラウザが表示されます。

2 患者Aの患者履歴で、クリ ッ クして患者B に再割り当てしたい 1 つまたは複数のオブジェク ト

を選択し、 選択したオブジェク ト を患者リス トの患者 B までド ラ ッグします。

オブジェク ト を ド ラ ッグすると、 マウスポインターが  に変わりオブジェク ト を移動して

いることを示します。

割り当て先ウィ ンドウが表示され、 使用可能な患者のリス トに選択したあて先を強調表示し
ます。

3 割り当てをクリ ックして、 移動を確定します。

選択したオブジェク トが患者 B に移動します。

重要： CS Imaging を DPMS と共に使用している場合は、これまでにDPMSを使用
して CS Imagingバージ ョ ン 8 で開けたこ とがある患者にのみ画像を再割り当
てできます。バージ ョ ン 8 で DPMS を使用して患者を開いたこ とがない場合
は、 患者はリス ト に表示されません。
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画像を削除する

患者ブラウザまたはダッシュボードの患者データベースから画像を削除するには、 以下のステッ

プに従います ：

1 患者履歴で、 削除したい画像をクリ ックします。

2 画像を右クリ ックして、 削除を選択します。

削除ウインドウが表示され、 選択した画像を削除するかどうか確認を促します。 削除しよう
と している画像はすべて、 赤で強調表示されます。

3 このまま続ける場合は、 削除をクリ ックします。

注記： 右クリ ック メニューに削除が表示されない場合は、患者カードおよび
画像を削除可能のオプシ ョ ンが｢ DICOM 設定｣で非アクテ ィ ブになってい
ます。

重要 ： 選択した画像は画像データベースから永久に除去されます。
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4 画像表示ワークスペースを使用する

画像のタイ トルバーの概要

画像表示ワークスペースで、 画像のタイ トルバーには、 以下の情報とコン ト ロールが含まれてい

ます。

画像を編集するために画像表示ワークスペースで選択すると、 タイ トルバーが青色で表示されま

す。 画像が選択されていないと、 タイ トルバーは黒で表示されます。

画面のオプシ ョ ンを使用する

画像表示ワークスペースで、 をクリ ックすると、以下の画面オプシ ョ ンにアクセスできます。

A クリ ッ クすると、 画像情報のウィンドウが表示されます。 ｢画像情報ウィンドウを表示します｣。

B クリ ッ クすると、画像の変更を保存します。 ｢画像表示ワークスペースまたは暗室モードで画像を
保存する｣。

C 歯式番号 [ 必要に応じて ] および画像取得日。

D

クリ ッ クすると、 以下の画像設定を元の画像取得状態にリセッ ト します ：

• コン ト ロールパネルの明るさ、 コン ト ラス ト、 ガンマの調整。 ｢ 2D 画像の明るさ、 コン ト ラス
ト、 ガンマを調整する｣。

• 以下の画像ツールバーの機能 ：
• 負
• カラー #1

• カラー #2

｢画像をリセッ トする｣。

E クリ ッ クして画像を閉じます。

オプシ ョ ン 説明

ワークスペースをクリア クリ ックすると、 画像のワークスペースをクリアします。

自動整列
クリ ックすると自動整列がアクテ ィブになります。

｢自動整列を使用する｣。

図を表示 クリ ックすると  、描画と注釈ツールバーを使用して、追加した画像の
描画を表示/非表示にします。 ｢描画と注釈ツールバーを使用する｣。

情報を表示
クリ ッ クすると、 患者および画像取得情報を、 画像のオーバーレイと して
表示/非表示します。 ｢システムが作り出す画像のオーバーレイ｣。

測定の表示
クリ ックして画像の測定を表示/非表示にします。

｢測定を使用して、 距離と角度を計算する｣。
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画像を整列する 

画像表示ワークスペースで、 以下のようにして画像を整理できます ：

• 手動で画像のサイズを変更してコンピュータ画面のどの場所にも ド ラ ッグできます。

• CS Imaging で、 コンピュータ画面上に画像を整理できます。

自動整列を使用する 

自動整列を使用するメ リ ッ ト ：

• 利用可能な画像表示ワークスペースの使用を最大限に高める。

• 画像サイズをオーバーラップなしで、 可能な限り最大表示に調整する。

• 最も役立つ方法で表示を整列する。

たとえば、 1 つのパノラマ画像および 4 つの RVG 画像がある場合、 パノ ラマ画像はその

上に表示される 4 つの RVG 画像がある画像表示ワークスペースの下部全体に使用可能

な水平方向スペースを全て使用します。

画像表示ワークスペースの自動整列をアクテ ィブにするには、 次のいずれかを行います ：

• 画面オプシ ョ ンアイコン ( )をクリ ッ クして 自動整列を選択します。｢画面のオプシ ョ

ンを使用する｣。

• 画像表示ワークスペースを右クリ ックして、 自動整列を選択します。

矢印のアイコンが赤  から青  に代わります。

自動整列をオフにするには、 以下のいずれかを実行します ：

• 画像表示ワークスペースで、 手動で画像を移動またはサイズ変更します。

• 画面オプシ ョ ンアイコン ( ) をクリ ックして 自動整列を非選択にします。オプシ ョ ン

の隣にある矢印アイコンは、 青  から赤  に変わります。

分析のロード
クリ ックして既存の分析をロード します。

｢分析を開く ｣。

分析の保存
クリ ッ クして、 ワークスペースのレイアウト を新しい分析と して保存する
か、 現在使用中の分析の変更を保存します。

｢分析を使用する｣。

新規画像テンプレート
クリ ッ クして画像テンプレート を作成します。

｢事前定義された FMS テンプレート を使用する｣。

オプシ ョ ン 説明

注記 ：  
• 自動整列を選択すると、 すべての画像は、 画像の移動の有無にかかわらず、

画像表示ワークスペースで自動的に再編成され、 サイズが変更されます。
• たった1つの画像を少しだけ動かしても、自動整列 は非アクティブになります。
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手動で画像を整列する

画像を手動でワークスペースの任意の場所に移動、 またはその他の画像の上部、 アプリケーシ ョ

ンのその他の部分、 またはアプリケーシ ョ ンの外に浮動します （アプリケーシ ョ ンが最小化され

ている、 または１つより多くのコンピュータモニタがある場合）。

一旦画像表示ワークスペースで 1 つまたは複数の画像を開く と、 手動でワークスペースを整理お

よび整列できます。

分析を使用する

画像表示ワークスペースで、 分析は、 以下を含むワークスペースの構成を保管できます ：

• ワークスペースに表示される画像 （FMS テンプレート を含みます）。

• 画像のサイズと位置 （自動整列をアクテ ィブにしていない限り）。

• 1 つまたは複数の個々の画像に適用した任意のフ ィルタ。

このアクシ ョ ンを
行うには ...

以下のことを行います ：

画像表示ワークスペースの
画像を移動させるには ...

画像のタイ トルバーをクリ ッ クアンド ド ラ ッグして、 画像全体をワーク
スペースの新しい位置に動かします。

ヒン ト ： 次の場合にアプリケーシ ョ ン外に画像をド ラッグできます ：

• コンピュータが全画面表示になっていない。
• 複数のモニターを使用している。
ワークスペースの外側で画像を操作している場合、 ド ラ ッグアン ド ド
ロップしてワークスペースへ戻らせることができます。 あるいは、 マウ
スでアプリケーシ ョ ン画面をただ動かすことでワークスペースに画像を
「取り戻す」 ことができます。

ヒン ト ： ワークスペースに画像すべてを戻す最速の方法は、 自動整列を
アクテ ィブにすることです。

画像表示ワークスペースの
画像を選択または非選択
するには ...

次のいずれかを実行します ：

• 画像をクリ ックします。 タイ トルバーおよび画像周辺のフレームが青
色で強調表示されていると、 選択されています。

• 複数の画像を選択するには、 Ctrl キーを押したまま選択したい画像を
クリ ックします。 すべての選択した画像が青色のタイ トルバーおよび
フレームで表示されます。

• すべての画像を選択するには、 Ctrl + A を押します。 すべての画像が
選択され、 青色のタイ トルバーおよびフレームで表示されます。

• すべての画像を非選択にするには、 画像の外側の画像表示ワークス
ペースのどこかをクリ ックします。すべての画像が非選択になります。

画像表示ワークスペースの
画像のサイズを変更する
には ...

画像の境界上をクリ ックアンド ド ラ ッグします。画像のサイズが変更
されると、 画像の高さおよび幅の比率は一定のままに保たれます。

画像表示ワークスペースの
画像を閉じるには ...

次のいずれかを実行します ：

• 画面オプシ ョ ンアイコン ( ) をクリ ックしてワークスペースをク
リアを選択します。 すべての画像は画像表示ワークスペースからクリ
アになります。 ｢画面のオプシ ョ ンを使用する｣。

• 画像表示ワークスペースを右クリ ックしてワークスペースをクリアを
選択します。



32

• 画像に添付された任意の測定、 描画または注釈。

CS Imaging に複数の分析を保管できますが、 一度に 1 つの分析のみを使用できます。

デフォルトのワークスペース分析を使用する

毎回患者の画像表示ワークスペースを終了するたびに、 デフォルトの分析は、 ワークスペースの

レイアウト を反映するように自動的に更新されます。 ソフ トウェアを終了したり再開したり した

後でも、 患者のワークスペースに戻る場合は、 デフォルトの分析が、 前回ワークスペースを終了

した時の状態に、 ワークスペースのレイアウト を表示します。

デフォルトの分析を使用するには、 ｢基本設定の保存｣のデフォルトの分析を自動的に開 く オプ

シ ョ ンをアクテ ィブにする必要があります。

分析を作成する 

分析を作成すると、 画像表示ワークスペースの現在の状態が保存されます。

分析を作成するには、、 以下のステップに従います ：

1 画像表示ワークスペースで、 をクリ ッ クします。

2 画面オプシ ョ ンドロップダウンリストから分析を保存を選択します。

分析ウィンドウが表示されます。

3 作成をクリ ックします。

4 タイ トルフ ィールドに分析の名前を入力して、 必要があればコ メン ト フ ィールドにコ メン ト

を追加します。

5 保存をクリ ックしてから閉じるをクリ ッ クすると、 分析ウィンドウが閉じます。

分析を編集する 

分析を編集するには、、 以下のステップに従います ：

1 画像表示ワークスペースで、 をクリ ッ クします。

2 画面オプシ ョ ンドロップダウンリストから分析をロードを選択します。

分析ウィンドウが表示されます。

3 編集したい分析を選択して編集をクリ ックします。

4 必要に応じて、 タイ トルとコ メン ト を編集します。

5 保存をクリ ックしてから閉じるをクリ ッ クすると、 分析ウィンドウが閉じます。

注記 ： 自動整列がアクテ ィブになっていると、 画像のサイズと位置は、
分析を開けた時に自動整列によってコン ト ロールされます。 ｢自動整列を使
用する｣。

注記 ： デフォルトの分析を編集することはできません。 編集をクリ ッ クして
も何も起こらない場合、 デフォルトの分析ではな く作成した分析を選択して
いることを確認して ください。
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分析を開く  

分析を開く と、 画像表示ワークスペースを前回保存した状態にリセッ ト しています。

分析を開くには、 以下のステップに従います ：

1 画像表示ワークスペースで、 をクリ ッ クします。

2 画面オプシ ョ ンドロップダウンリストから分析をロードを選択します。

分析ウィンドウが表示されます。

3 分析を選択し、 開く をクリ ックします。

画像表示ワークスペースが選択した分析を表示します。

分析を削除する

分析を削除するには、、 以下のステップに従います ：

1 画像表示ワークスペースで、 をクリ ッ クします。

2 画面オプシ ョ ンドロップダウンリストから分析をロードを選択します。

分析ウィンドウが表示されます。

3 削除したい分析を選択します。

選択した分析が青色で強調表示されます。

4 削除をクリ ックします 

メ ッセージに削除を確認するプロンプ トが表示されます。

5 OK をクリ ッ クして確認します。

6 閉じるをクリ ッ クして分析ウィンドウを閉じます。

ヒン ト ： 保存しておきたい変更を画像表示ワークスペースに保存してから、
分析を開く ようにして く ださい。 現在のセッ トアップを新しい分析と して保
存することもできます。
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5 暗室モードを使用する

暗室モードで画像は、 コンピュータの全画面表示に拡大され、 診断目的または患者に説明を提供

する場合のどちらでも、 1 枚の画像の拡大表示に焦点を当てたい時に役に立ちます。

画像を暗室モードで表示するには画像表示ワークスペースで 1 つまたは複数の画像を選択して、

以下のうちの 1 つを行います ：

• 選択した画像をダブルクリ ックします。

• 選択した画像を右クリ ックして、 暗室を選択します。

•  をクリ ックします。

複数の画像を選択すると、 暗室モードで、 以下のうちの１つの方法で、 全体を トグルできます ：

• 暗室タイ トルバーの上の矢印を使用します。 ｢画像のタイ トルバーの概要｣を参照して く

ださい。

• コンピュータのキーボードにある右矢印と左矢印を使用します。

暗室モードで使用するツール

暗室モードで以下のツールを使用できます ：

• ｢コン ト ロールパネルを使用する｣

• ｢事前定義された解剖学的モードのフ ィルタを使用する画像｣

• ｢ CS Adapt Library お気に入り を使用する画像｣

• ｢ローカライゼーシ ョ ンツールを使ってズームイン / アウトする｣

• ｢ Alt キーを用いて画像の特性を調整する｣

• ｢画像のタイ トルバーの概要｣

• ｢画像表示ワークスペースまたは暗室モードでツールバーを使用する｣

• ｢画面のオプシ ョ ンを使用する｣

• ｢画像ギャラリーを使用する｣

• ｢画像取得ツールバーを使用して画像を取得する｣
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画像のタイ トルバーの概要 

暗室モードで、 画像の下側にタイ トルバーが表示され、 以下の情報と機能を提供します。

ローカライゼーシ ョ ンツールを使ってズームイン/アウトする

コン ト ロールパネルの ローカライゼーシ ョ ンツールは表示されている画像のズームレベルを変

更してズームされている画像の周囲をパンできます。

コン ト ロールパネルに関する詳細は、 ｢コン ト ロールパネルを使用する｣を参照して ください。

暗室モードで画像をズームイン/ズームアウトするには、 以下のステップに従います ：

1 画像表示ワークスペースまたは画像ギャラリーから、 暗室モードで画像を開きます。

2  をクリ ックすると、 コン ト ロールパネルが開きます。

A

キャリブレーシ ョ ン/ト リ ミ ングステータス ：

: 画像はキャリブレーシ ョ ンされています。

: 画像はキャリブレーシ ョ ンされていません。

: 画像はト リムされています。 ｢画像を ト リ ミングする｣を参照して ください。

B  をクリ ックすると、 現在の画像より前の画像を トグルします。 前の画像がない場合は、 機能
しません。

C 歯式番号 （口腔内画像に適用できる場合）。

D 画像取得日時。

E  をクリ ッ クすると画像情報のウィンドウを表示します。 ｢画像情報ウィ ンドウを表示します｣
を参照して ください。

F  をク リ ッ クして、 画像の変更を保存します。 ｢画像表示ワークスペースまたは暗室モードで
画像を保存する｣を参照して ください。

G  をクリ ックすると、 現在の画像より後の画像を トグルします。 後の画像がない場合は、 機能
しません。

H 画像の取得に使用される装置。

ヒン ト ： 画像のどこでもクリ ッ クして、マウスホイールでズームイン/ズーム
アウトできます。
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3  (A) をクリ ッ クすると、 ローカライゼーシ ョ ンツールを表示します。

ローカライゼーシ ョ ンツールの機能は次の通りです。

画面のオプシ ョ ンを使用する 

暗室モードで、 をクリ ックすると以下の画像のオプシ ョ ンにアクセスできます。

暗室モードを終了する

暗室モードを終了して画像表示ワークスペースに戻るには、 以下のうちの 1 つを行います ：

• Escape を押します。

• 表示された画像を右クリ ックして、 終了暗室を選択します。

•  をクリ ックします。

A をクリ ックすると、 ローカライゼーシ ョ ンツールを表示します。

B ズームの選択で表示される画像を示す部分をプレビューします。

C プレビュー部分の拡大率の変更にスライダーを使用します。 スライダーを動かすと、選択す
る拡大率に応じてプレビューは縮小または拡大します。

D  をクリ ックすると、 画像がプレビュー部分で全画面表示にリセッ ト されます (B)。

E 暗室画面の画像の表示は、 プレビューで示される部分を反映します。 マウスボタンをプレ
ビュー部分にド ラッグすると、ワークスペースに表示されるので、画像の周囲をパンします。

オプシ ョ ン 説明

図を表示
描画と注釈ツールバーを用いて、 画像に追加したオブジェク トの表示を

トグルオン/オフできるように選択します。 ｢描画と注釈ツールバーを使用す
る｣を参照して ください。

情報を表示
画像の患者および画像取得情報を トグルオン/オフできるように選択します。
｢システムが作り出す画像のオーバーレイ｣を参照して ください。

測定の表示
測定リス ト を トグルオン/オフできるよ うに選択します。 ｢画像表示ワークス
ペースまたは暗室モードで測定リスト を使用する｣を参照して ください。
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6 画像で作業する

デジタル X 線画像の分析は CS Imaging の中核的な機能です。

画像表示ワークスペースまたは暗室モードでツールバーを使用する

画像表示ワークスペースおよび暗室モードでは、 画像、 描画と注釈、 共有ツールバーの間を トグ

ルできます。

描画と注釈ツールバーを使用する

描画と注釈ツールバー ( ) には選択した画像に適用できる機能のアイコンがあります。 キー

ボードのシ ョート カッ トは、 丸かっこ｢ ( ) ｣で表示されています。

A ツールバーセレク
ター

ボタン間を トグルすると、 描画と注釈、 画像と共有ツールバーを表示します。

これらのツールバーについては、 以下を参照して ください ：

• ｢描画と注釈ツールバーを使用する｣
• ｢画像ツールバーを使用する｣
• ｢共有ツールバーを使用する｣

B ドロップダウン
ツールバー

画像ツールバーセレク ター (A)で選択したボタンに応じて、 ド ロ ップダウン
ツールバーが表示されます。

注記： い くつかのアイコンの右下隅にある白色の三角形は、使用可能なアイコ
ングループがあることを意味します。 ｢アイコングループを使用する｣を参照
して く ださい。

警告 ： 画像を見る際に、 以下について考慮して ください ：
• 患者方向が頭部計測斜位画像または口腔内外のカラー画像に表示されてい

ない。
• 画像を取得する場合、 正しい患者を選択していることを確認します。

警告 ： 

• 画像の測定はすべて参考のためのものです。測定と配置タスクを行うのはお客
様ご自身の責任です。

• 正確な測定を行うには、既知の長さの参照用オブジェク ト を使用して、画像を
キャリブレーシ ョ ンする必要があります。

• パノラマ画像に関しては、キャリブレーシ ョ ンと測定が信頼できるのは、既知
の長さの参照オブジェク トの付近でのみです。
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場合によっては、関連するアイコンがアイコングループに分類されています。 ｢アイコングループ

を使用する｣を参照して ください。

アイコンの選択
このツールを用いて、変更したい描画あるいは測定を選択します。
マウスを 1 回クリ ックして変更したいオブジェク ト を選択し、 さ
らにも う 1 回クリ ックしてコン ト ロールポイン ト を表示します。

描画アイコン
グループ

注記 ： 白い三角形は
アイコングループを
示します。

直線アイコン

｢直線を描く ｣を参照して ください。

マルチセグメン ト ラインアイコン

｢マルチポイン ト ライン （ポリライン） を描きます｣を参照して くだ
さい。

フリーハンド ラインアイコン

｢フ リーハンドで描く ｣を参照して ください。

スプライン描画アイコン

｢スプラインカーブを描く ｣を参照して ください。

円アイコン

｢円を描く ｣を参照して ください。

楕円アイコン

｢楕円を描く ｣を参照して ください。

塗りつぶした楕円アイコン

｢楕円を描く ｣を参照して ください。

矩形アイコン

｢矩形を描く ｣を参照して ください。

塗りつぶした矩形アイコン

｢矩形を描く ｣を参照して ください。

ランドマークポイン トアイコン

｢ランドマークポイン ト を追加する｣を参照して ください。

矢印ラインアイコン

｢矢印を描画する｣を参照して ください。

測定アイコン
グループ

注記 ： 白い三角形は
アイコングループを
示します。

｢測定を行う｣を参照
して ください。

直線測定アイコン

マルチセグメン ト ライン測定アイコン

角度の測定アイコン

直交測定アイコン

テキストアイコン ｢テキス トの注釈を画像に追加する｣を参照して ください。

ヒン ト ： マウスポインターをアイコンの上に持って く ると、ツールヒン トが
表示されます。
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インプラン トアイコ
ングループ

注記 ： 白い三角形は
アイコングループを
示します。

下顎管アイコン

｢下顎管を描画する｣を参照して ください。

インプラン トアイコン

｢インプラン ト を追加する｣を参照して ください。

キャリブレーシ ョ ン
アイコン ｢測定を使用して、 距離と角度を計算する｣を参照して ください。

元に戻すアイコン ｢元に戻す/やり直し機能を使用する｣を参照して ください。 (Ctrl+Z)

やり直しアイコン
｢元に戻す/やり直し機能を使用する｣を参照して ください。
(Ctrl+Shift+Z)

削除アイコン 選択した画像、 注釈または測定を削除します。

色や厚さアイコン ｢オブジェク トのカラーと線の太さを変える｣を参照して ください。
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画像ツールバーを使用する

画像ツールバー ( ) は、画像の表示を変更するのに使用できる機能を提供します。キーボード

のシ ョート カッ トは、 丸かっこ｢ ( ) ｣で表示されています。

場合によっては、関連するアイコンがアイコングループに分類されています。 ｢アイコングループ

を使用する｣を参照して ください。

ズームアイコン ｢ズームツールを使用する｣を参照して ください。 (Ctrl+Alt+8)

強調表示アイコン ｢強調表示ツールを使用する｣を参照して ください。

回転アイコングループ

注記 ： 白い三角形はア
イコングループを示し
ます。

90° 回転アイコン

クリ ックすると時計回りに 90° 回転します。

フリ ップアイコン

クリ ックすると 180° 回転 （フリ ップ） します。

ミ ラーアイコン

ミ ラーアイコン

ク リ ッ クすると、 垂直軸に沿って画像の左右を反転します。 これは
裏返しの表示に相当します。 画像は口の内側から見ているように見
えます。

カラーアイコング
ループ

注記 ： 白い三角形はア
イコングループを示し
ます。

｢カラーツールを使用
する｣を参照して くだ
さい。

カラー #1 アイコン

クリ ックすると、 グレーが別の色に変わります。

カラー #2 アイコン

クリ ックすると、 グレーがセピア色に変わります。

グレースケールアイコン

クリ ックすると、 色がグレーに変わります。

密度アイコングループ

注記 ： 白い三角形はア
イコングループを示し
ます。

画像を ト リ ミ ングアイコン

ク リ ッ ク して、 ト リ ミ ングパネルにアクセスします。 ト リ ミ ング操
作は永久ではな く、 いつでも元に戻すことができます。 ｢画像を ト リ
ミ ングする｣を参照して ください。

等濃度ド ッ トアイコン

クリ ックすると同じ骨密度のピクセルにカラーを適用します。 ｢等密
度ツールを使用する｣を参照して ください。

密度分析アイコン

ク リ ッ クすると骨密度を分析します。 ｢密度分析ツールを使用する｣
を参照して ください。

ヒン ト ： マウスポインターをアイコンの上に持って く ると、ツールヒン トが
表示されます。
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フ ィルタアイコング
ループ

注記 ： 白い三角形はア
イコングループを示し
ます。

レリーフフ ィルタアイコン

選択すると画像の形状の輪郭を強化します。

疑似 3D アイコン

ク リ ッ クするとグレーのレベルを高さの値に変換します。 ｢疑似 3D
を使用する｣を参照して ください。

Logicon アイコン

RVG 画像で、クリ ックすると、隣接歯間カリエスを検出する Logicon
カリエスディテクタにアクセスできます。

注記： このツールは、Logicon カリエスディテクタソフ トウエアがイ
ンス トールされている場合のみ使用できます。

ネガテ ィブアイコン
クリ ックすると、 逆ビデオ効果を画像に適用します。 ｢ネガテ ィブ画
像を使用する｣を参照して ください。

コスメテ ィ ッ クモ
ジュールアイコン

クリ ックするとコスメテ ィ ック処置をカラー画像に加えます。

注記 ： このツールは、 コスメテ ィ ッ クイ メージングモジュールソフ
トウエアがインストールされている場合のみ使用できます。

頭部計測ト レースアイ
コン

クリ ックすると、 自動頭部計測ト レースツールにアクセスします。
｢頭部計測自動ト レースを使用する｣を参照して ください。

注記： このツールは、ト レースモジュールソフ トウエアがインストー
ルされている場合のみ使用できます。
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共有ツールバーを使用する

共有ツールバー ( ) は、 画像に適用可能な機能を提供します。 キーボードのシ ョート カ ッ ト

は、 丸かっこ｢ ( ) ｣で表示されています。

場合によっては、関連するアイコンがアイコングループに分類されています。 ｢アイコングループ

を使用する｣を参照して ください。

スライ ドシ ョーアイコン
ク リ ッ クすると、 フルスク リーンのスライ ドシ ョーで画像を表示
します。 ｢スライ ドシ ョーでモード画像を表示する｣を参照して く
ださい。

印刷アイコングループ

注記 ： 白い三角形はアイ
コングループを示します。

｢画像をプリン トする｣を
参照して ください。

印刷アイコン (Ctrl+P)

クリ ッ クすると画像を印刷します。

スナップシ ョ ッ ト を印刷アイコン

ク リ ッ クすると、 画像表示ワークスペースのすべての画像のス
ナップシ ョ ッ ト を印刷します。

E メールで送信アイコン
クリ ックすると、画像を 1つ以上の E メールアドレスに送信します。

｢ド ラ ッグアンド ドロップを使用して画像をエクスポートする｣を
参照して ください。

エクスポートアイコング
ループ

注記 ： 白い三角形はアイ
コングループを示します。

名前を付けて保存アイコン

ク リ ッ クすると、 画像をコンピューター上の別の場所に保存し
ます。｢画像表示ワークスペースまたは暗室モードで画像を保存す
る｣を参照して く ださい。

CS Connect アイコンに送信

クリ  ッ  クすると画像を  CS Connect に送信し ます。

DICOMDIR にエクスポートアイコン

クリ ックすると画像をDICOMDIRフォルダにエクスポート します。

インポートアイコング
ループ

注記 ： 白い三角形はアイ
コングループを示します。

フォルダーからインポートアイコン

クリ ックすると画像をフォルダからインポート します。

DICOMDIR からインポートアイコン

クリ ックすると画像をDICOMDIRフォルダからインポート します。

ヒン ト ： マウスポインターをアイコンの上に持って く ると、 ツールヒン トが
表示されます。
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スライ ドシ ョーでモード画像を表示する

画像表示ワークスペースまたは暗室モードの画像を選択すると、 スライ ドシ ョーモードで見るこ

とができます。

スライ ドシ ョーモードを使用するには、 以下のステップに従います ：

1 画像表示ワークスペースで、 スライ ドシ ョーで見たい画像を選択します。

暗室モードの場合は、 すでにスライ ドシ ョーモードで、 見たい画像のコレクシ ョ ンがあるた
め、 引き続き次のステップに進みます。

2 ツールバーで、 を選択します。

スライ ドシ ョーモードが開き、 コンピュータ画面に広がります。 ギャラリーで、 選択した 2D

像、 3D ボリューム、 メ ッシュオブジェク ト を見ることができます。

3 必要な場合は、 スライ ド間隔を設定します。

4 クリ ッ クすると  スライ ドシ ョーを開始します。

A 患者名 画像が属する患者の名前を表示します。

B ギャラリ
スライ ドシ ョーモードで表示されるよう選択した画像のサムネイルを表
示します。

C スライ ド間隔
スライ ドシ ョーの時間間隔を秒単位で設定できます。

このオプシ ョ ンはデフォルトでアクテ ィブに設定されています。スライ ド
間隔を無効にするには、 ボックスを選択解除します。

D 再生ボタン

クリ ックすると  スライ ドシ ョーを開始します。

注記： ボタンをクリ ックしてスライ ドシ ョーが開始したら、一時停止ボタ
ンに変わります。

E スライ ドシ ョーのナビ
ゲーシ ョ ンボタン

これらのボタンで、 スライ ドシ ョーのスライ ド間を行き来します。

F 終了ボタン
をクリ ックすると、 スライ ドシ ョーモードを終了して、 画像表示ワー

クスペースまたは暗室モードで画像を選択した場所まで戻ります。
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5 スライ ドシ ョーのナビゲーシ ョ ンボタンで、 スライ ドシ ョーを前後に動かします。

6 スライ ドシ ョーモードを閉じて画像を選択した場所まで戻るには、 画像表示ワークスペースま

たは暗室モードで をクリ ッ クします。

画像ギャラリーを使用する

画像ギャラリーは、 画像表示ワークスペースまたは暗室モードからアクセスされます。

画像ギャラリーでできること ：

• 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

• ファイル、 E メール、 または DICOMDIR にエクスポート します。 ｢画像をエクスポートす

る｣を参照して ください。

• CS Connect に送り ます。

• 画像を印刷します。 ｢画像をプリン トする｣を参照して ください。

• 画像を削除します。 ｢画像を削除する｣を参照して ください。

• 画像を別の患者に再び割り当てます。 ｢画像や他のオブジェク ト を別の患者に再び割り当

てる｣を参照して ください。

• CTRL+V を使用して画像をコンピュータのクリ ップボードにコピーすると、 別のアプリ

ケーシ ョ ンにある文書に貼り付けることができます。

デフォルトでは、 画像ギャラリーは画像表示ワークスペースの下部または暗室モードで表示され

ません。 表示するには  をクリ ッ クします。

A 一時停止ボタン

クリ ックするとスライ ドシ ョーを一時停止します。

注記 ： 停止 (F) ボタンをクリ ックすると、 このボタンは再生

アイコン ( ) に変わります。

B 最初のスライ ドボタン クリ ックすると最初の画像に戻ります。

C 前へボタン クリ ックすると前の画像に戻ります。

D 次へのボタン クリ ックすると次の画像に戻ります。

E 最後のボタン クリ ックすると最後の画像へ進みます。

F 停止ボタン クリ ックするとスライ ドシ ョーを停止します。

注記： サムネイル、ディテール、 プレビュー のビューで、画像が以下の条件
に適合する場合、 アイコンがサムネイルの下隅に表示されます ：
• インプラン ト （3D、 2D 画像）
• ト レース （頭部計測 2D 画像）
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3D インプラン ト ビュー

インプラン ト と上顎の 3D ビューを使用して患者とより効率的に通信します

インプラン ト コン ト ロールを移動しながら  3D でインプラン ト描画と神経管をレビューします。

画像表示ワークスペースまたは暗室モードで画像を保存する

画像を保存するには、 以下のステップに従います ：

1 保存したい画像を選択して、 以下の処理の１つを実行します ：

• 画像タイ トルバーの （画像表示ワークスペース） または （暗室モード） をク リ ッ ク

します。

• 画像を右クリ ックして、 保存を選択します。

• CTRL+S を押します。

画像を保存ウインドウが、 保存された画像のプレビューとともに表示されます。

重要 ： 
• ネッ トワーク上で画像を保存する場合、データベースサーバー上に使用可能な

空きが十分あることを確実にする必要があります。
• ネッ トワークを使用できない場合は、 画像を保存できません。

注記： 複数の画像を一度に保存するには、CTRL + をクリ ッ クしてそれぞれの
画像を選択し、 次に CTRL+S を押します。
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2 画像を保存ウインドウで、 画像の構成に関する詳細を入力します。

3 保存をクリ ックします。

コ メン ト

このフ ィールドにコ メン ト を入力します。 （オプシ ョ ン）

注記 ： 後でこれらのコ メン ト を編集するには、 以下のいずれかを実行し
ます ：

• 画像の場合は、 をクリ ッ クすると画像を保存ウインドウが再び表示
されます。

• 患者履歴のコ メン ト を編集します。 ｢コ メン ト を画像に追加する｣を参照
して ください。

歯 

（口腔内画像のみ）

歯列弓で、画像で表示される 1 本またはそれ以上の歯を選択します。画像の
歯式番号は、 この歯槽弓で青色の歯で表示されています。

実際の歯式番号は歯槽弓の下に表示されます。

 をクリ ックすると、 表示を乳歯 （子供） に変更します。

 をクリ ックすると、 表示を永久歯 （成人） に変更します。

咬翼の選択

（口腔内画像のみ）

選択すると、 咬翼として画像を定義します。

このオプシ ョ ンを選択すると、以下の咬翼位置のオプシ ョ ンがアクテ ィブに
なります。

咬翼ではない場合 クリ ックすると、 画像は咬翼でないことを指定します。

LM 咬翼位置 ： 左側の臼歯

RM 咬翼位置 ： 右側の臼歯

RMP 咬翼位置 ： 右側の臼歯と小臼歯

LMP 咬翼位置 ： 左側の臼歯と小臼歯

LP 咬翼位置 ： 左側の小臼歯

RP 咬翼位置 ： 右側の小臼歯

照射データ （放射線
ログのアクテ ィブ化
が必要です。 ｢放射
線ログ設定｣を参照
して ください。）

必要に応じて、放射線ログの照射データを入力して ください。口腔外の画像
（CBCT から） の値は通常、 ソフ トウェアによって自動的に入力され、 ユー
ザーがそれを変更することはできません。口腔内の画像（RVG または CR か
ら） の値は、 手動で入力する必要があります。

ジェネレーター
ドロップダウン ・ リス トから、 画像取得に用いるシステ
ムを選択します。

Kv 取得画像の KV 設定。

mA 取得画像の mA 設定。

mS 取得画像の照射時間 （ミ リ秒）。

mGy.cm2 取得画像の計算線量。

注記 ： 
• 元の未修正の画像は常に回復することができます。 ｢画像をリセッ トする｣を参

照して く ださい。

• 画像表示ワークスペースの画像の整列を、注釈とともに分析として保存するこ
とができます。 ｢分析を使用する｣を参照して ください。
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画像を削除する

患者データベースから画像を削除するには、 以下のステップに従います ：

1 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、 画像を右クリ ックします。

2 シ ョート カッ ト メニューで、 削除を選択します。

削除ウインドウが表示され、 選択した画像を削除するかどうか確認を促します。 選択した画
像が赤色に強調表示されます。

3 削除ウィ ンドウで、 削除をク リ ッ クします。 選択した画像が画像データベースから永久に除

去されます。

システムが作り出す画像のオーバーレイ

画面のオプシ ョ ン メニューで、  オーバーレイを表示 /非表示にできます。 イメージングの設定

がどのよ う にCS Imaging用に構成されているかど うかによ って、 以下のシステムが作り出す画像の

オーバーレイ画像を表示するこ とができます。

ヒン ト ： 画像表示ワークスペースでは、 Ctrl + ク リ ッ クを用いて複数の画像
を選択し、 次に選択した画像を右クリ ックします。

注記 ： シ ョート カ ッ ト メニューに削除が表示されない場合は、 患者カードお
よび画像を削除可能の設定が｢ DICOM 設定｣で非アクテ ィブになっています。

ヒン ト ： 画像ギャラリーで、 １つまたは複数の画像を選択できます。 選択し
た画像を右クリ ックして、 削除をクリ ックします。
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画像オプシ ョ ンメニューの詳細については、 以下を参照して ください ：

• ｢画面のオプシ ョ ンを使用する｣

線量インジケータについて理解する

線量インジケータが関連する X 線画像下部に表示されます。

A

フ ィルタインジケータ

一定の条件下では、 変更された画像には、 左上隅にシンボルが表示されます。

表示されるシンボルは、 画像に適用されていた画像処理のタイプによって異なります。

Fi （すべての画像）：グループ/ファ ミ リで配置された定義済み明るさ /コン ト ラス ト フ ィルタのセッ
トが適用されています。 詳細については以下をご覧ください ：

• ｢ヒス トグラムを使用する｣
• ｢ CS Adapt Library お気に入り を使用する画像｣
• ｢事前定義された解剖学的モードのフ ィルタを使用する画像｣

頭部計測画像のみ :

Fi1: 頭部計測最適化フ ィルタが適用されています。

Fi2: 頭部計測骨密度フ ィルタが適用されています。

Fi3: 頭部計測エッジフ ィルタが適用されています。

｢画像処理ツールを使用する｣を参照して ください。

B

キャリブレーシ ョ ンまたはト リ ミングステータス ：

: 画像はキャリブレーシ ョ ンされています。

: 画像はキャリブレーシ ョ ンされていません。 ｢測定を使用して、 距離と角度を計算する｣を参
照して ください。

: 画像はト リムされています。 ｢画像を ト リ ミ ングする｣を参照して ください。

C

線量インジケータ

線量計の情報が使用可能な場合、 このインジケータは、 得られたばかりでまだ保存されていない
X 線画像の取得のみで表示されます。

新しい画像が保存されると、 線量インジケータは画像オーバレイに表示されな くなります。 X 線画
像では、 画像情報ウィンドウに線量の情報が表示されます。 ｢画像情報ウィンドウを表示します｣を
参照して ください。

注記 ： ｢イ メージングの設定｣でこの機能をアクテ ィブまたは非アクテ ィブにします。

D
機器ブランドのロゴ （該当する場合）

このオーバーレイを表示/非表示にするには、 ｢イ メージングの設定｣を参照して ください。

インジケータ   説明

赤および低
帯の左側に赤を示す線量インジケータは、 画像照射量が不足していることを
示します。

そのような画像を改善するには、 照射時間または mA 値を増加して X 線量を
増加します。

赤および高 帯の右側に赤を示す線量インジケータは、 画像照射量が過剰であることを示
します。

画像を補正するには、照射時間または mA 値を減少して X 線量を減少します。

緑および中間
緑色を示す線量インジケータは、 画像が正し く照射されたことを示します。



CS Imaging ユーザーガイド (SMA23_ja) - Ed05 51

オーバーレイに画像情報を表示する

画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、 画像のオーバーレイを表示/非表示できます。

基本情報のオーバーレイを表示するには、 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、 を

クリ ッ クすると、 画面のオプシ ョ ンメニューが表示されるので、 情報を表示を選択します。

以下のオーバーレイは、 すべての画像に表示されます。

画像を強調して診断を補助する

CS Imaging は数多 く の機能で診断を補助し ます。

例えば、 画像のコン ト ラス ト を調整し、 組織の種類や診断したい領域を強調表示できます。 ある

いは、 通常のグレースケール画像では見ることが困難な問題を検索する場合にカラーを使用する

ことができます。

A 患者情報

B 画像取得情報 （画像タイプにより変わります）

重要： 本項では、画像レンダリングを選択およびカスタマイズできるツール
について説明します。 変更が診療に適切であることを確認して ください。
このソフ トウェアは診断の補助に過ぎません。治療コースを決める前に正し
い判断をすることは、 最終的にお客様に委ねられています。

警告： 画像をレビューする場合は、「患者の方向」 について次のことに注意し
ます。
• 頭部計測斜め画像とカラー画像には表示されません。
• 口腔内画像の歯式番号で示されます （RVG、 カ メ ラ、 CR）。
• CR パノラマ画像と頭部計測画像の場合はチェ ックし、 必要に応じて修正する

必要があります。
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強調画像について、 以下のワークフローをお薦めします。

Alt キーを用いて画像の特性を調整する

Alt キーを押し下げながら、画像表示ワークスペースまたは暗室モードで画像をクリ ックアンド ド

ラ ッグすると、 以下のように明るさ とコン ト ラス ト を調整できます。

コン ト ロールパネルを使用する

画像表示ワークスペースの下右隅で、 または暗室モードで 、 アイコンを用いてコン ト ロー

ルパネルにアクセスできます。

1

画像表示ワークスペースで、 作業したい１つまたは複数の画像を表示します。

• ｢画像表示ワークスペースで画像を表示する｣
• ｢画像取得ツールバーを使用して画像を取得する｣
• ｢画像を整列する｣
• ｢ FMS を使用する｣

2

すぐに調整をするか、 基本的なフ ィルタを使用します。 使用可能なフ ィルタは、 画像モダリテ ィ
によって決まります。

• ｢画像処理ツールを使用する｣
• ｢ 2D 画像の明るさ、 コン ト ラス ト、 ガンマを調整する｣
• ｢画像表示ワークスペースまたは暗室モードでツールバーを使用する｣

3

測定および注釈を追加します。

• ｢描画、 測定および注釈｣
• ｢頭部計測自動ト レースを使用する｣

画像ウィンドウでクリ ックアンド ド ラグすると、マウスポインターは 

に変わります。

A Alt キーを押しながら、 水平にクリ ッ クアンド ド ラ ッグして、 明るさを
調整します （左は増大、 右は減少）。

B Alt キーを押しながら、 垂直にクリ ッ クアンド ド ラ ッグして、 コン ト ラ
ス ト を調整します （上は増大、 下は減少）。
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パネルには次のタブが含まれています。

画像処理ツールを使用する

コン ト ロールパネルで使用可能な、 画像処理ツールは、 X 線またはカラー、 そして画像生成に使

用される画像取得機器などの、選択した画像のタイプによって異なるコン ト ロールを表示します。

本項では、 X 線画像について、 次の画像処理のばらつきについて説明します ：

• 事前定義された解剖学的モードのフ ィルタを使用する画像

• CS Adapt Library お気に入り を使用する画像

カラー画像については、

画像処理ツールを表示するには、 以下のステップに従います ：

1 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで画像をクリ ックします。

2 下部で、 ワークスペースの下右隅または暗室をクリ ックすると、 コン ト ロールパネルが

開きます。

3 をクリ ッ クすると、 画像処理タブを表示します。

4 表示されるフ ィルタは、 画像のタイプによって異なります。

フ ィルタツールバーは、 選択した画像に対応する一連のフ ィルタアイコンを表示します ：

• ｢事前定義された解剖学的モードのフ ィルタを使用する画像｣

• ｢ CS Adapt Library お気に入り を使用する画像｣

5 一部の口腔内および頭部計測口腔外の画像では、 シャープネスフ ィルタを応用できます。

A
画像処理

｢画像処理ツールを使用する｣を参照して ください。

B
ヒス トグラム

｢ヒス トグラムを使用する｣を参照して ください。

C

このタブで使用できるツールは、 以下の条件によります ：

• 画像表示ワークスペースで、 アイコンを使用すると、 歯列弓インジケータにアクセスできま
す。 ｢画像表示ワークスペースの歯列弓インジケータを使用する｣を参照して ください。

• 暗室モードで、 アイコンを使用すると、 ローカライゼーシ ョ ンツールにアクセスできます。
｢ローカライゼーシ ョ ンツールを使ってズームイン / アウトする｣を参照して ください。

注記 ： 
• マウスポインターをフ ィルタアイコンの上に持って く ると、ツールヒン トにそ

の名称が表示されます。
• カ ラー （カ メ ラ） 画像、TWAIN 取得、あるいは CS 以外のインポー ト された

画像については使用できるフ ィルタはありません。
• 系統的に画像を調整する必要がある場合は、 ｢画像処理の設定｣でデフォルト

設定の変更を考慮して ください。
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2D 画像の明るさ、 コン ト ラス ト、 ガンマを調整する

以下の方法で、 2D 画像の明るさ、 コン ト ラス ト、 ガンマを調整できます ：

• 画像処理タブで、 次のスライダーコン ト ロールを使用できます。

• ヒス トグラムタブの伝達関数を使用します。 ｢ヒス トグラムで伝達関数を使用する｣を参

照して ください。

• Alt キーを使用します。 ｢ Alt キーを用いて画像の特性を調整する｣を参照して ください。

3D ビュー画面で不透明度設定を変更する

モデルをマッチさせた患者ボリ ュームの透明度を変更するために、 モデルアライ メン トの調整

ウィンドウの右側下部ペインで、 スライスアジャスターをクリ ッ クアンド ド ラ ッグします。

患者ボリュームの不透明度設定が 3D ビュー画面に動的に表示されます。

ブライ トネス
明るさは画像の白いピクセルの数を調整し、伝達関数をヒストグラム
の右上のエッジに沿ってまっすぐに伸ばします。

明るさを変えるには、明るさのスライダーをクリ ックして右にドラ ッ
グすると明るさが増し、 左にドラッグすると明るさが減ります。

コン ト ラス ト

コン ト ラス ト白いピクセルの数を調整し、伝達関数を、 ヒス トグラム
の右上のエッジと左下のエッジに沿ってまっすぐに伸ばします。

コン ト ラス ト を変えるには、コン ト ラス トのスライダーをクリ ックし
て右にド ラッグするとコン ト ラス トが増し、左にドラ ッグするとコン
ト ラス トが減ります。

ガンマ
ガンマは伝達関数曲線の形を調整します。ガンマを上げると、画像が
暗く なり、 ガンマを下げると画像が明る く なります。

ガンマを変えるには、ガンマのスライダーをクリ ックして右にドラ ッ
グするとガンマが増し、 左にドラッグするとガンマが減ります。

ヒン ト ： モデルアライメン トの調整ウィンドウで、3D ビュー画面はデフォルトで 50% に設

定されます。 この設定はモデルと患者ボリュームの相対位置をよりよ くハイライ ト表示する

ように変更できます。
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カラー画像を調整する

カラー画像を調整するには、コン ト ロールパネルの画像処理タブ ( ) にあるスライダーを使用で

きます。 画像処理タブには以下のスライダーが入っています。

シャープネスフ ィルタを使用する

関連する X 線画像を選択すると、 コン ト ロールパネルのフ ィルタツールバーがシャープネスフ ィ

ルタを表示します。 このフ ィルタで、 口腔内およびパノ ラマ画像、 頭部計測の口腔外の画像の画

像コン ト ラス ト を増やすことができます。 このフ ィルタは外側管または小さなひびなど、 視覚化

しに くい詳細を強調します。

シャープネスフ ィルタを使用するには、 画像処理ツール ( ) の をクリ ックします。

分析をチェ ッ クするには、 シャープネスフ ィルタをオフにして、 たとえば、 強調表示ツールのよ

うな別のコン ト ラス ト ツールを試して、 結果を確認して く ださい。 ｢強調表示ツールを使用する｣

を参照して ください。

事前定義された解剖学的モードのフ ィルタを使用する画像

関連する X 線画像を選択する場合、 コン ト ロールパネルのフ ィルタツールバーは、 特定領域を強

化できるフ ィルタモードを提供します。

以下のフ ィルタモードを使用して全体の画像コン ト ラス ト を管理します。

ブライ トネス

明るさは画像の白いピクセルの数を調整し、 伝達関数をヒス トグラムの右上の
エッジに沿ってまっすぐに伸ばします。 ｢ヒス トグラムを使用する｣を参照して
ください。

スライダーコン ト ロールを右にドラッグして明るさを増減します。

コン ト ラス ト
コン ト ラス ト黒と白のピクセルの数を同時に調整し、 伝達関数を、 ヒス トグラ
ムの右上のエッジと左下のエッジに沿ってまっすぐに伸ばします。

スライダーコン ト ロールをド ラ ッグしてコン ト ラス ト を増減します。

色相
色相は画像の色相を調整します。

スライダーコン ト ロールをド ラ ッグして色相を増減します。

飽和度
彩度はカラー画像に加えられた白色の量を調整します。 加える白色が多いほど
カラーの彩度が低く なります。

スライダーコン ト ロールをド ラ ッグして彩度を増減します。

シャープネス
シャープネスは、 画像に表示されるディテールの量を調整します。

スライダーコン ト ロールをド ラ ッグしてシャープネスを変えます。

エンボス
エンボスは、 隣接したピクセル間のコン ト ラス トに基づいて画像レリーフを調
整します。

スライダーコン ト ロールをド ラ ッグしてエンボス効果を調整します。

RVG

ペリオモード
このフ ィルタを使用すると、 歯周組織の表示を最適化し、 放射線透過性の
組織に含まれる情報を検索します。歯周領域のみが効果的に表示されると、
デジタル画像は一般により白く なります。

エンドモード
このフ ィルタを使用すると、 グレースケール全域のコン ト ラス ト値を最適
化して根管および歯根部のコン ト ラス ト を増強します。 同時に画像全体の
コン ト ラス トが良く なります。
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CS Adapt Library お気に入り を使用する画像

CS Adapt Library フ  ィルタをサポー  ト  する機器で取得する画像を表示させる  と、コン  ト  ロー

ルパネルの画像処理タブが以下を表示します ：

• 関連する CS Adapt Library フ ィ ル タ の ボ タ ン 。

• CS Adapt Library ソフ  ト  ウェアにアクセスするためのボタンです。

CS Adapt Library ソフ  ト  ウェアでは次のこ  とができます  ：

• カスタムフ ィルタの作成。

• コン ト ロールパネルで使用可能なフ ィルタを選択する。

• 既定の画像取得フ ィルタを定義する。

カス タ マイズに使用可能な CS Adapt Library フ ィ ルタが数多 く あり ます。 詳細は、

CS Adapt Library ソフ  ト  ウェの  CS Adapt Library オンラ  インヘルプを参照して  く  ださい。

ヒス トグラムを使用する

コン ト ロールパネルのヒストグラムタブを使用すると、 次の X 線デジタル画像を加えることがで

きます （カラー画像ではありません） ：

DEJ モード

このフ ィルタは放射線不透過性組織内のコン ト ラス ト を著し く強調し、 そ
れによってクラウン、 エナメル象牙質境、 および歯根部のグレースケール
値を最適化します。 このフ ィルタを使用すると、 カリエスや患部の表示が
鮮明になります。

パノ ラマ

リニアコン ト ラ
ス トモード

これを使用すると、 画像処理フ ィルタをアクテ ィブにせずに画像を表示し
ます。

最適化コン ト ラ
ス トモード

このフ ィルタはコン ト ラス ト を最適化して画像のディテールを鮮明にする
ために使用します。

このモードを使用すると、 Fi の記号が画像の隅に表示されます。 ｢システ
ムが作り出す画像のオーバーレイ｣を参照して ください。

強力なコン ト ラ
ス トモード

このフ ィルタを使用すると、 画像のエッジのシャープネスを増やします。

このモードを使用すると、 Fi の記号が画像の隅に表示されます。

セファロ

リニアコン ト ラ
ス トモード

これを使用すると、 画像処理フ ィルタをアクテ ィブにせずに画像を表示し
ます。

最適化コン ト ラ
ス トモード

このフ ィルタはコン ト ラス ト を最適化して画像のディテールを鮮明にする
ために使用します。

このモードを使用すると、 Fi1 の記号が画像の隅に表示されます。 ｢システ
ムが作り出す画像のオーバーレイ｣を参照して ください。

骨密度コン ト ラ
ス トモード

このフ ィルタを使用すると、 骨密度の分析で最適化されたコン ト ラス ト を
表示します。

このモードを使用すると、 Fi2 の記号が画像の隅に表示されます。

エッジコン ト ラ
ス トモード

このフ ィルタを使用すると、 エッジを識別するために最適なコン ト ラス ト
を表示します。

このモードを使用すると、 Fi3 の記号が画像の隅に表示されます。



CS Imaging ユーザーガイド (SMA23_ja) - Ed05 57

• 画像にピクセルグレイスケールのグラフ ィ カルプロッ ト を示します。

• 画像の明るさ、 コン ト ラス ト とガンマを調整します。

• 伝達関数 （輝度に対するグレイスケールのプロッ ト ラインであるオレンジ曲線）。

画像への調整と、 伝達関数への影響が、 リアルタイムで表示されます。

ヒス トグラムタブを表示するには、 以下のステップに従います ：

1 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで画像をクリ ックします。

2 下部のワークスペースの下右隅または暗室で、 をクリ ックします。

3 コン ト ロールパネルで、 をクリ ックするとヒス トグラムタブを表示します。

ヒス トグラムで伝達関数を使用する

ヒス トグラムで、 伝達関数をクリ ックアンド ド ラ ッグすると、 次のことが行えます。

明るさ、 コン ト ラス ト、 ガンマコン ト ロールを調整すると、 伝達関数曲線が変化します。

A 水平にクリ ックしてド ラ ッグすることで明るさを調整します（増加するには左、減少するには右）。

B 垂直にクリ ッ クしてド ラ ッグすることでコン ト ラス ト を調整します （増加するには上、 減少する
には下）。

ヒス トグラム (C)
x- 軸 （水平） グレースケール範囲 （黒から白まで）

y- 軸 （垂直） ピクセル数

伝達関数 (D)
x- 軸 （水平） グレースケールレベル （黒 = 低、 白 = 高）

y- 軸 （垂直） ピクセル輝度 （明るさ）

注記 ： 
• 修正した画像を閉じると、画像の修正を自動的に保存オプシ ョ ンが｢基本設定の

保存｣でアクテ ィブになっていると、 修正は自動的に保存されます。
• 画像リセッ ト機能を使用して、 必要に応じて画像の取得状態に戻ることができ

ます。 ｢画像をリセッ トする｣を参照して ください。
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ヒス トグラムで Optiview を使用する

コン ト ロールパネルのヒストグラムタブで使用可能な場合、 Optiview は画像のディテールを失う

ことな く調整できるようにします。

Optiview を使用するには、 以下のステップに従います ：

1 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで画像をクリ ックします。

2 下部のワークスペースの下右隅または暗室で、 をクリ ックします。

3 コン ト ロールパネルで、 をクリ ッ クすると ヒス トグラムタブを表示します。

4 ヒス トグラムグラフの下で、 Optiview をクリ ッ クします。

5 画像の明るさとコン ト ラス ト を調整します。

Optiview がアクテ ィブな間 ：

• 黒いピクセルが青で表示され、 白いピクセルが緑で表示されます

• それらが完全に黒または白になるにつれて、グレイスケールのピクセルは青または緑に変

わります。 この場合、診断ディテールは消失するため、それに応じてレベルを再調整する
必要があります。

明るさおよびコン ト ラス トの調整を中止すると、 Optiview は自動的に非アクテ ィブになります。

画像表示ワークスペースの歯列弓インジケータを使用する

コン ト ロールパネルで使用可能な場合、 歯列弓インジケータは、 患者履歴または画像ギャラリー

で取得された画像で示される歯をすべて表示します。 このツールを使用して、 画像を 1 本または

複数の歯に割り当てることができます。

1 本または複数の歯を歯列弓インジケータの画像に割り当てるには、以下のステップに従います：

1 画像表示ワークスペースの画像をクリ ックします。

2 ワークスペースの下右隅で、 をクリ ッ クします。

3 コン ト ロールパネルで、 をクリ ッ クすると歯列弓タブを表示します。

使用可能な歯はライターシェイ ドで示されます 。

4 １つまたは複数の画像をインジケータの歯にドラ ッグします。 選択された画像が該当可能な

歯に割り当てられるように、 必要に応じてこれを繰り返します。

注記 ： デフォルトの歯式方式は｢イ メージングの設定｣で選択されます。
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描画、 測定および注釈

直線を描く

直線を画像に描画するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーのラインのアイコングループで、 をクリ ッ クします。

3 マウスポインターを画像の上に移動します。

ポインターが に変わります。

4 画像をクリ ックしてラインの始点を設定します。

5 クリ ッ ク長押ししたら、 画像の上にポインターをド ラ ッグしてラインを描画します。

6 リ リースしてラインの終点を設定します。

ボタンがアクテ ィブになっていると、 画像にラインをさらに追加できます。

7 ツールをオフにするには、 ポインターを画像の枠外に移動させます。

マルチポイン ト ライン （ポリライン） を描きます

マルチセグメン ト ラインを画像に描画するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーのラインのアイコングループで、 をクリ ッ クします。

3 マウスポインターを画像の上に移動します。

ポインターが に変わります。

4 画像をクリ ックしてポリラインの始点を設定します。

「+」 ポイン トが画像に描画されます。

注記 ： 白い三角形がアイコンの下隅に現れると、 アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。 ｢アイコングループを使用する｣を参照して く だ
さい。

ヒン ト ： ラインのカラーを変更するには、 ｢オブジェク トのカラーと線の太さ
を変える｣を参照して ください。

注記 ： 白い三角形がアイコンの下隅に現れると、 アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。 ｢アイコングループを使用する｣を参照して く だ
さい。

ヒン ト ： ラインのカラーを変更するには、 ｢オブジェク トのカラーと線の太さ
を変える｣を参照して ください。
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5 も う一度クリ ックしてポリラインの第二ポイン ト を設定します。

ラインは始点から第二ポイン トに描かれます。

6 必要に応じて、 ク リ ッ クするとさらにポイン ト を追加します。

7 画像をダブルクリ ックしてポリラインの終点を配置します。

8 ツールをオフにするには、 ポインターを画像の枠外に移動させます。

フ リーハンドで描く

画像にフリーハンド ラインを画像に描画するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーのラインのアイコングループで、 をクリ ッ クします。

3 マウスポインターを画像の上に移動します。

ポインターが に変わります。

4 画像をクリ ックアンド ド ラ ッグして、 フ リーハンドでラインを描きます。

5 ポインターをリ リースしてフリーハンド ラインを設定します。

フリーハンド ラインが画像に描画されます。

6 ツールをオフにするには、 ポインターを画像の枠外に移動させます。

スプラインカーブを描く

スプラインカーブは、 基本的にフリーハンド ラインで、 編集可能なポイン トがあります。

画像にスプライン曲線を描画するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーのラインのアイコングループで、 をクリ ッ クします。

3 マウスポインターを画像の上に移動します。

ポインターが に変わります。

注記 ： 白い三角形がアイコンの下隅に現れると、 アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。 ｢アイコングループを使用する｣を参照して く だ
さい。

ヒン ト ： ラインのカラーを変更するには、 ｢オブジェク トのカラーと線の太さ
を変える｣を参照して ください。

注記 ： 白い三角形がアイコンの下隅に現れると、 アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。 ｢アイコングループを使用する｣を参照して く だ
さい。



CS Imaging ユーザーガイド (SMA23_ja) - Ed05 61

4 画像をクリ ックしてスプラインカーブのスタートポイン ト を設定します。

「+」 ポイン トが画像に描画されます。

5 も う一度クリ ックしすると、 スプラインカーブの第二ポイン ト を設定します。

曲線は始点から第二ポイン ト間に描かれます。

6 クリ ッ クすると さらにポイン ト をスプラインカーブに追加します。

7 画像をダブルクリ ックするとスプラインカーブの終点を配置します。

8 ツールをオフにするには、 ポインターを画像の枠外に移動させます。

円を描く

画像に円を描画するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーのラインのアイコングループで、 をクリ ッ クします。

3 マウスポインターを画像の上に移動します。

ポインターが に変わります。

4 画像をクリ ックアンド ド ラ ッグして、 円を描きます。

5 マウスボタンをリ リースして画像上に円を定めます。

6 ツールをオフにするには、 ポインターを画像の枠外に移動させます。

楕円を描く

画像に楕円を描画するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーのラインのアイコングループで、次のいずれかをクリ ックします。

• をクリ ッ クして楕円のアウト ラインを作成します。

ヒン ト ： ラインのカラーを変更するには、 ｢オブジェク トのカラーと線の太さ
を変える｣を参照して ください。

注記 ： 白い三角形がアイコンの下隅に現れると、 アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。 ｢アイコングループを使用する｣を参照して く だ
さい。

ヒン ト ： 円のラインのカラーを変更するには、 ｢オブジェク トのカラーと線の
太さを変える｣を参照して ください。
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• をクリ ックして塗りつぶした楕円を作成します。

3 マウスポインターを画像の上に乗せます。

ポインターが に変わります。

4 画像をクリ ックアンド ド ラ ッグして、 楕円を描きます。

5 マウスポインターをリ リースして画像上に楕円を定めます。

6 ツールをオフにするには、 ポインターを画像の枠外に移動させます。

矩形を描く

画像に矩形を描画するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーのラインのアイコングループで、次のいずれかをクリ ックします。

• をクリ ッ クして矩形のアウト ラインを作成します。

• をクリ ッ クして塗りつぶした楕円を作成します。

3 マウスポインターを画像の上に乗せます。

ポインターが に変わります。

4 画像をクリ ックアンド ド ラ ッグして、 矩形を描きます。

5 マウスポインターをリ リースして画像上に矩形を定めます。

6 ツールをオフにするには、 ポインターを画像の枠外に移動させます。

注記 ： 白い三角形がアイコンの下隅に現れると、 アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。 ｢アイコングループを使用する｣を参照して く だ
さい。

ヒン ト ： 楕円のカラーを変更するには、 ｢オブジェク トのカラーと線の太さを
変える｣を参照して ください。

注記 ： 白い三角形がアイコンの下隅に現れると、 アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。 ｢アイコングループを使用する｣を参照して く だ
さい。

ヒン ト ： 矩形のカラーを変更するには、 ｢オブジェ ク トのカラーと線の太さ
を変える｣を参照して ください。
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ランドマークポイン ト を追加する

画像にポイン ト を追加するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーのラインのアイコングループで、 をクリ ックします。

3 マウスポインターを画像の上に移動します。

ポインターが に変わります。

4 画像をクリ ックしてポイン ト を追加します。

5 マウスポインターをリ リースして画像上に 「+」 ポイン ト を定めます。

6 クリ ッ クすると画像にさらにポイン ト を追加します。

7 ツールをオフにするには、 ポインターを画像の枠外に移動させます。

矢印を描画する

画像に矢印を描画するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーのラインのアイコングループで、 をクリ ッ クします。

3 マウスポインターを画像の上に移動します。

ポインターが に変わります。

4 画像をクリ ックして矢印の始点を設定します。

5 クリ ッ ク長押ししたら、 画像の上にポインターをド ラ ッグして矢印を描画します。

6 リ リースして矢印の終点を設定します。

7 ツールをオフにするには、 ポインターを画像の枠外に移動させます。

注記 ： 白い三角形がアイコンの下隅に現れると、 アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。 ｢アイコングループを使用する｣を参照して く だ
さい。

ヒン ト ： ポイン ト カラーを変更するには、 ｢オブジェク トのカラーと線の太さ
を変える｣を参照して ください。

注記 ： 白い三角形がアイコンの下隅に現れると、 アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。 ｢アイコングループを使用する｣を参照して く だ
さい。

ヒン ト ： 矢印のカラーを変更するには、 ｢オブジェク トのカラーと線の太さを
変える｣を参照して ください。
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テキストの注釈を画像に追加する

画像にテキストオブジェク ト を追加するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーで、  をクリ ッ クします。

3 画像で、 テキストオブジェク ト を入れたい場所をクリ ックします。

テキストウィ ンドウが表示されます。

4 画像の中をクリ ックします。

カーソルが現れます。

5 画像に入れたいテキスト をタイプします。

6 テキストオブジェク トの外側をクリ ックして、 テキストの注釈を検証します。

テキストの注釈を編集する

既存のテキストアノテーシ ョ ンを編集するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーで、  をクリ ッ クします。

3 編集したいテキストオブジェク トにマウスポインターを移動します。

ポインターが に変わります。

4 クリ ッ クして、 テキストオブジェク ト を選択します。

テキストオブジェク ト を選択すると、 テキストウィ ンドウが表示されます。

5 以下のいずれかを実行します ：

6 テキストオブジェク トの外側をクリ ックして、 変更を保存します。

下顎管を描画する

下顎管の描画ツールで、 神経管を画像にト レースできます。

画像にマルチバーを描画するには、 以下のステップに従います ：

テキスト注釈を再配置する
には ... テキスト項目をクリ ックして新しい位置にド ラッグします。

テキスト注釈のサイズを変
更するには ...

テキストウィ ンドウの中で、 フォン トサイズスライダーの使用、
あるいはフォン トサイズのドロップダウンリス トから選択、 のいず
れかの方法でフォン トサイズを変更します。

テキストを変更するには ... テキストオブジェク ト をも う一度クリ ックします。 必要に応じてテ
キスト を編集します。
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1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2 描画と注釈ツールバーのインプラン トのアイコングループで、 をクリ ックします。

3 マウスポインターを画像の上に乗せます。

4 画像をクリ ックして管の描画の始点を設定します。

コン ト ロールポイン トが、 画像に追加されます。

5 神経管に沿ってクリ ックすると、 管の描画にさらにポイン ト を追加できます。

コン ト ロールポイン トは自動的にリンクされます。 神経管に沿って追加されたコン ト ロール
ポイン トは、 手動でト レースを修正する際に使用できます。

6 神経管のト レースが終点に届いたら、 ダブルクリ ックして終点を設定します。

神経管のト レースは、 現行のカラー選択で描画されます。

インプラン ト を追加する

インプラン トシミ ュレータツールで、 画像に仮想インプラン ト を追加できます。

画像にインプラン ト を追加するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで表示させます。

2 描画と注釈ツールバーのインプラン トのアイコングループで、 をクリ ックします。

3 インプラン ト を設定したいポイン トで、 画像をクリ ックします。

インプラン トが現在のカラーの選択で画像に追加され、 インプラン トウィ ン ドウが表示され
ます。

注記 ： 白い三角形がアイコンの下隅に現れると、 アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。 ｢アイコングループを使用する｣を参照して く だ
さい。

ヒン ト ： 下顎管のカラーを変更するには、 ｢オブジェク トのカラーと線の太さ
を変える｣を参照して ください。

注記 ： 白い三角形がアイコンの下隅に現れると、 アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。 ｢アイコングループを使用する｣を参照して く だ
さい。

ヒン ト ： インプラン トのカラーを変更するには、 ｢オブジェク トのカラーと線
の太さを変える｣を参照して ください。
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4 インプラン トウィ ンドウで、 次のうちのいずれかを行います ：

元に戻す/やり直し機能を使用する

元に戻すとやり直し機能は描画と注釈のツールバーにあります。｢描画と注釈ツールバーを使用す

る｣を参照して ください。

やり直し機能には次のような特徴があります ：

• 画像表示ワークスペースでは、やり直しは選択した画像のみに適用されます。暗室モード

では、 やり直しは、 現在表示されてている画像のみに適用されます。

• 元に戻すは描画と注釈ツールバーで操作する場合にのみ適用されます。他のツールバーで

行う操作には適用されません。

• 最大 50 回まで元に戻すことができます。

やり直し機能で、 元に戻す機能を反対に作用させることができます。

インプラン ト をのサイズ
を変更するには ：

以下の寸法を構成します ：

• カタログ長 ： 先端から根尖までのインプラン トプラッ ト フォームの
長さ。

• 先端長 ： インプラン ト先端の長さ。
• 先端の直径 ： インプラン ト先端の直径。
• 直径 ： インプラン トプラッ ト フォームの直径。
• 根尖の直径 ： 根尖の直径。

インプラン ト を移動させ
るには ...

インプラン ト をクリ ッ クします。 ポインターが に変わります。

インプラン ト を新しい位置にドラッグします。

インプラン ト を回転させ
るには ：

マウスポインターをインプラン トの回転グラブハンドルの1つまで移動

します。 ポインターが に変わります。

回転グラブハンドル (A) をクリ ックして、 インプラン トオブジェク トの
中央にド ラッグします。 インプラン トオブジェク トが回転します。

オブジェク トが回転すると、 回転の中心に 「+」 (B) が表示されます。



CS Imaging ユーザーガイド (SMA23_ja) - Ed05 67

描画オブジェク ト を削除する

画像の描画オブジェク ト を削除するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは 暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーで、  をクリ ッ クします。

3 画像で、 次のうちのいずれかを行います。

4. 削除したいオブジェク ト をすべて選択したら、 以下のいずれかの操作を行います ：

•  描画と注釈ツールバーで、 をクリ ッ クします。

• コンピュータの削除キーを押します。

オブジェク トのカラーと線の太さを変える

オブジェク トのカラーと線の太さを変えには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーで、  をクリ ッ クします。

3 画像で、 編集したいオブジェク トの上にマウスポインタ ― を乗せます。

ポインターが に変わります。

4 クリ ッ クして、 オブジェク ト を選択します。

選択したオブジェク トが正方形のグラブハンドルで表示されます。

１つの画像から １つのオブ
ジェク トのみを削除する
場合 ...

削除したいオブジェク トの上にマウスポインターを乗せます。

ポインターが に変わったら、 クリ ッ クしてオブジェク ト を選択
します。

選択したオブジェク トが正方形のグラブハンドルで表示されます。

１つの画像で複数のオブ
ジェク ト を選択するには ... 

オブジェク ト をクリ ッ クアンド ド ラ ッグします。

領域選択ボックス (A) が表示されます。

複数の画像で複数のオブ
ジェク ト を選択するには ... 

Ctrl + クリ ックで、 削除したいオブジェク ト を選択します。
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5  描画と注釈ツールバーで、  をクリ ッ クします。

カラーと線の太さウィンドウが表示されます。

6 カラーと線の太さウィンドウで、 次のうちのいずれかを行います ：

• カラーピッカー正方形をクリ ックして、 別の色を選択します。

• ドロップダウン リス トから線の太さを選択します。

7 適用をクリ ックします。

オブジェク トの移動とサイズ変更

オブジェク ト を移動してサイズ変更するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーで、  をクリ ッ クします。

3 画像で、 移動またはサイズ変更したいオブジェク トの上にマウスポインタ ― を乗せます。

ポインターが に変わります。

4 クリ ッ クして、 オブジェク ト を選択します。

選択したオブジェク トが正方形のグラブハンドルで表示されます。

5 オブジェク ト をクリ ッ クして移動させるか、 あるいは正方形グラブハンドルをクリ ッ クして

サイズを変更します。

オブジェク ト を回転する

オブジェク ト を回転するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーで、  をクリ ッ クします。

3 画像で、 回転させたいオブジェク トの上にマウスポインタ ― を乗せます。

ポインターが に変わります。

4 オブジェク ト をクリ ッ クすると、 正方形のグラブハンドルが表示されます。
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5 オブジェク ト をも う一度クリ ックすると、 緑色の回転グラブハンドルが表示されます。

6 ポインターを緑色の回転グラブハンドルの上に移動させます。

マウスポインターが  に変化します。

7 回転グラブハンドルをクリ ックして、 オブジェク ト を新しい位置までド ラ ッグします。

選択したオブジェク トが回転します。 オブジェク トが回転すると、 回転の中心に 「+」 が表示

されます。

スタ ックオーダーを変える

画像にオブジェク ト を描く と、 それらはスタ ックオーダーで並べられます。 そのため、 オブジェ

ク トが別のオブジェク トの上または下に表示されることがあります。

スタ ック順序を変えるには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーで、  をクリ ッ クします。

3 画像で、 オーダーを変えたいオブジェク トの上にマウスポインタ ― を乗せます。

ポインターが に変わります。

4 オブジェク ト をクリ ックすると、 正方形のグラブハンドルが表示されます。

A 緑色の円は、 他の２つのオブジェク トの後ろ側です。

B 緑色の円は、 他の２つのオブジェク トの間です。

C 緑色の円は、 他の２つのオブジェク トの上です。
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5 選択したオブジェク ト を右クリ ックして、 コンテキスト メニューから、 以下のうちのいずれ

かを選択します。

測定を使用して、 距離と角度を計算する 

測定を使用して、 画像上のポイン ト間距離または角度を計算できます。

典型的なタスクの順番は以下のとおりです ：

1 ｢画像をキャリブレーシ ョ ンする｣

2 ｢測定を行う｣

画像をキャ リ ブレーシ ョ ンする

CS Imaging が測定値を正確に計算するためには、 画像をキャ リ ブレーシ ョ ンする必要があります。 

画像のキャ リ ブレーシ ョ ン状態は、 画像の左下隅にある以下のアイ コ ンで表示されます。

最前面に配置 オブジェク トはスタ ックの最前面に移動します。

背面に移動 オブジェク トはスタ ックの背面に移動します。

一つ前面に配置 オブジェク トはスタ ックでひとつ前面に移動します。

一つ背面に移動 オブジェク トはスタ ックで 1 つ背面に移動します。

画像はキャリブレーシ ョ ンされています。 すべての測定は画像のキャリブレーシ ョ ンに応じて
計算されます。

画像はキャリブレーシ ョ ンされていません。 測定を行なう前に画像をキャリブレーシ ョ ンする
必要があります。

警告 ： 

• 画像の測定はすべて参考のためのものです。測定と配置タスクを行うのはお客
様ご自身の責任です。

• 正確な測定を行うには、既知の長さの参照用オブジェク ト を使用して、画像を
キャリブレーシ ョ ンする必要があります。

• パノラマ画像に関しては、キャリブレーシ ョ ンと測定が信頼できるのは、既知
の長さの参照オブジェク トの付近でのみです。

重要 ： X 線画像は三次元オブジェク トの二次元画像なので、 測定はエラーと
なることがあります。 キャリブレーシ ョ ン済みの画像上にのみ事前に決定さ
れた長さの値で測定および描画を行う ことを推奨します。 キャリブレーシ ョ
ン情報がない画像上でこのことを行うには、 既知の長さの参照用セグメン ト
の使用が必須となります。

注記 ： 
• 測定をキャリブレーシ ョ ンするには、 画像に既知の長さの参照用セグメン トが

含まれている必要があります。
• キャ リ ブ レーシ ョ ンは前回行われていない場合にのみ必要と な り ます。

TrophyPan C、 TrophyPan +C、 Trophypan Smart SC、 Trophypan Smart SC 3D
または Trophypan ProC などのハードウェアを使って生成された頭部計測用画
像を使用する場合、 ほとんどの画像が自動的にキャ リブレーシ ョ ンされ、 マ
ニュアルキャリブレーシ ョ ンは必要ありません。 自動的にキャリブレーシ ョ ン
されないい くつかの画像に対し、 それをリクエス トする警告メ ッセージが表示
されます。
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画像をキャリブレーシ ョ ンするには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーで、  をクリ ックします。

キャリブレーシ ョ ンパネルが表示されます。

3 画像上で、 既知の長さの参照用セグメン トの一方の端をクリ ックします。

4 カーソルを参照用セグメン トの 2 番目のエンドポイン トまで移動し、ダブルクリ ックします。

ラインセグメン トが長さで表示されます。 長さはキャリブレーシ ョ ン電卓ウィ ン ドウにも表
示されます。

5 次のいずれかを実行します ：

• 表示された値が、 オブジ ェ ク トの既知の長さ （ミ リ メー トル） に対応している場合、

をクリ ックします。

• そうでない場合、 をクリ ッ クして正しい値を入力します。 コンピュータの数字キーを

使用するか、 または電卓の数字キーをクリ ックして値を入力します。

値が変更したら、 をクリ ッ クします。変更を確認するメ ッセージが表示されます。

はいをクリ ックします。

測定を行う

たとえば、 測定は画像内の 2 つのポイン ト間の距離を示します。

ヒン ト ： 

• 測定の単位を確認するには、 マウスを注釈の上にもってきます。 ツールヒン ト
が現れ、 注釈についてディテールを表示します （上の画像を参照）

• 注釈 （表示/非表示、 カラーの変更、 削除、 値/単位の表示） を管理するために、
測定のリスト を表示できます。 ｢画面のオプシ ョ ンを使用する｣を参照して くだ
さい。

注記 ： 測定単位は国際標準 (SI) 単位で、 長さについてはミ リ メートル (mm)、
角度については度 (°) です。
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以下のタイプの測定は、 測定アイコングループの描画と注釈ツールバーにあります。

• 直線測定

• マルチセグメン ト ライン （ポリライン） 測定

• 角度

• ライン、 軸または平面に直交 （垂直） な測定 

画像にマーカーを追加するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2  描画と注釈ツールバーの測定のアイコングループで、 次のいずれかをクリ ックします。

直線測定を描くには ... 1. をクリ ックします。

2. 画像でクリ ックして、 ラインの始点と終点を設定します。

ラインが測定値 （ミ リ メートル） で表示されます。

マルチセグメン ト ライ
ン （ポリライン） 測定
を描くには ...

1. をクリ ックします。

2. 画像で、 クリ ックして始点を設定します。

3. マウスポインターを最初のラインの中間点に移動させ、 も う一度クリ ック
します。
ラインセグメン トが測定値 （ミ リ メートル） で表示されます。

4. ステップ 3 を繰り返し、 希望の数のセグメン ト を作成します。

5. ダブルクリ ックして最終エンドポイン ト を作成します。

測定値は、ポリラインの各セグメン トに表示されます。合計の長さがツールヒ
ン トおよび測定リス トに表示されます。

注記 ： 白い三角形がアイコンの下隅に現れると、 アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。 ｢アイコングループを使用する｣を参照して く だ
さい。

ヒン ト ： 画像オプシ ョ ンメニューの測定を表示オプシ ョ ンを使用して測定を
表示/非表示できます。
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測定を修正および削除する 

選択ツールを使用して測定値を編集または削除するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

角度の測定を描画する
には ...

1. をクリ ックします。

2. 画像で、 クリ ックして角度の始点を作成します (A)。

3. クリ ッ クして中点を設定します (B)。
ラインが表示されます。

4. クリ ッ クして終点を設定します (C)。
2 番目のラインが 2 つのラインが角度を成すように現れ、 「°」 で表示され
ます。 角度は自動的に計算され、 画像と測定リストに表示されます。

角度を描画するクリ ックの順番は以下の通りです。

直交 （垂直） ラインを
描くには ...

注記 ： この機能は既存のライン測定値で作業するだけです。

1. をクリ ックします。

2. 画像上で、 マウスポインターを既存のライン測定値まで動かします。
ポインターは 「+」 と して表示されます。 これは直交測定ツールがアク
テ ィブなことを示します。

3. 既存の測定ラインをクリ ックして、 直交ラインの始点を設定します。
ポインターは、 A または B に沿って交差したラインに垂直な面でのみ移
動します。

4. ポインターを開始ライン測定値から移動させ、 も う一度クリ ックして直
交測定値のエンドポイン ト を設定します。
垂直 （直交） ラインが表示され、 長さ （ミ リ メートル） で示されます。

新しいラインの測定を開始ラインの測定値の範囲を超えて描画することは
できますが、 まだ同じ垂直面に沿って移動できます。

A: ポインターをこの方向に移動させ、 新しい垂直ラ
イン （赤） の長さを設定します。

B: この方向で、 開始ラインの測定値の平面 （緑色）
に沿って移動するようにポインターが拘束されます。
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2  描画と注釈ツールバーで、  をクリ ッ クします。

3 次のうちの 1 つまたは複数を行います ：

• 測定を移すには、 クリ ッ クアンド ド ラ ッグします。

• ラインのカラーまたは厚さを変更するには、 ｢オブジェ ク トのカラーと線の太さを変え

る｣を参照して ください。

• 測定ラインまたは角度のコン ト ロールポイン ト を移すには、 ク リ ッ クアン ド ド ラ ッグし

ます。

• 測定を削除するには、 ｢描画オブジェク ト を削除する｣を参照して ください。

画像表示ワークスペースまたは暗室モードで測定リス ト を使用する

デフォルトで、 測定ツールをアクテ ィブにする時や、 測定値を含む画像を表示する時は、 測定リ

ス トが自動的に表示されます。 このリス ト を表示するには、 以下のいずれか 1 つを実行します ：

•  頭部計測測定

•  手動による測定

測定リス トには以下の特徴が備わっています。

A

測定リス トのツールバー

ツールバーには以下のツールが含まれます ：

: クリ ッ クすると、 頭部計測測定と設定にアクセスします。 これらの設定を行うには、 ｢頭部計
測自動ト レースを操作する｣を参照して ください。

: クリ ッ クすると、 手動測定にアクセスします。

: ク リ ックすると、 測定リスト を閉じます。

ヒント ： さ らに、 画面オプシ ョ ンメニューの測定を表示を非選択状態にしても、 リス ト を閉じる
ことができます。

B 画像取得日

C

画像の可視性について手動による測定

 手動による測定が、 画像で可視性があることを示します。

 手動による測定が、 画像で可視性がないことを示します。 テキ

ヒン ト ：  描画と注釈ツールバーの選択ツールを使用して、 測定を選択で

きます。 ｢描画と注釈ツールバーを使用する｣を参照して ください。
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ズームツールを使用する

画像表示ワークスペースまたは暗室モードで画像を拡大すると、 画像の非常な細部を見ることが

できます。 ズームツールを使用して、 画像または部分画像全体または画像の局部を拡大すること

ができます。

ズームツールを使用するには以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで表示させます。

2  画像ツールバーで  をクリ ッ クします。

マウスポインタ ― を画像の上に乗せると、 ポインターは拡大鏡として表示されます 。

3 画像の上をクリ ックすると、 円形に拡大された領域が表示されます。

4 その領域を画像の上にド ラ ッグすると、 特定のエリアが拡大されます。

5 マウスボタンを長押しして、 ポインターを画像の上にドラ ッグすると、 拡大領域が動き回り

ます。

ズームスライダーを用いて、 拡大のレベルと拡大領域のサイズを増減できます。

6 ズームスライダーにアクセスするには、 ボタンの下隅の白い三角をクリ ックします。

7 ズームツールをオフにするには、 をクリ ッ クします。

強調表示ツールを使用する

強調表示ツールを使用すると、 ピクセルコン ト ラス ト を強化することで画像のパーツに焦点をあ

てることができます。

このツールは、 隣接歯間領域の調査、 そしてカリエスおよび骨折の検出に有用です。 コン ト ラス

トの値は、 使用できるグレイスケールによって最適化されます。

D
画像のカラーについて手動による測定

列に表される測定のカラーを変えるには、 測定のカラーボックスをクリ ックします。

E 手動による測定のナガワ

F

 手動による測定の削除アイコン

手動による測定値を削除するには、  をクリ ックします。

注記 ： すべての測定値を削除する時、 またはウィンドウで最後の測定値が表示されている時、
すべての測定値を削除するかどうかの確認メ ッセージが表示されます。

A クリ ックするとズームスライダーを表示します。

B このスライダーを使用して、 ズームの円周のサイズを設定します。

C このスライダーを使用して、 ズームの円周内でズームイン / ズームアウト します。
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対象エリアをハイライ ト表示するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで選択します。

2  画像ツールバーで  をクリ ッ クします。

強調表示ウィンドウが表示されます。

3 画像ウィンドウで、 マウスポインターを画像の上に移動します。

ポインターが  に変わります。

4 強調表示したい領域を選択します。

強調表示された円領域が画像に表示されます。

5 ポインターをクリ ッ クアンド ド ラ ッグすると、 画像の別の領域を強調表示します。

強調表示領域のサイズを増減するには、 強調表示アイコンの下隅にある白い三角形をク リ ッ
クすると、 強調表示スライダーにアクセスできます。

6 強調表示ツールをオフにするには、 をクリ ックします。

カラーツールを使用する

CS Imaging は、 グレイスケールのピクセルをカ ラーピ クセルに変換する 2 つのカ ラーフ ィ ルタを提

供します。

これらのフ ィルタは  画像ツールバーから使用でき、 診断する際に画像の特定領域を見つけ

て分離することができます。

画像にカラースキームを適用するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで選択します。

2 カラーアイコングループで、 カラーアイコンをクリ ッ クします。

カラー #1 純粋な黒を青色に、純粋な白を赤色にマッピングし、その他のグレーの影は、
標準カラーホイール上の中間カラーに基づき画像でマッピングします。

カラー #2
中間グレーをオレンジにマッピングし、 純粋な黒色と純粋な白色はオリジナ
ルの状態のままにします。 その他のグレースケールは白色に向かうにつれ黄
色に、 黒色に向かうにつれ茶色にマッピングされます。 結果として、 画像は
セピア調に近いカラーで表示されます。

グレースケール  マップはグレーになります。

注記 ： 白い三角形がアイコンの下隅に現れると、 アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。 ｢アイコングループを使用する｣を参照して く だ
さい。
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選択した画像の外観は、 選択したアイコンによって変わります。

元の画像のカラーを復元するには、 カラーアイコンをも う一度クリ ックします。

画像を ト リ ミ ングする

 画像ツールバーで、密度アイコングループでは画像を ト リ ミングツールを使用して選択した

エリアの不必要なスペースを一時的に非表示にできます。

画像を ト リ ミ ングするには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで選択します。

2  画像ツールバーの密度のアイコングループで、 をクリ ッ クします。

ハンドルの付いた白い境界が画像上に表示され、 パネルのト リ ミングが表示されます。

3 選択した画像で、 1 つまたは複数のハンドルを希望の位置にクリ ックアンド ド ラ ッグします。

4 パネルのト リ ミングで、 次のうちのいずれかを行います ：

•  をクリ ックして ト リ ミ ングを受け入れ、 ツールを閉じます。

•  をクリ ックして ト リ ミ ングをキャンセルし、ツールを閉じ、画像を現在の状態のま

まにします。

• パネルのト リ ミングで、 をクリ ックして以前のすべてのト リ ミングをリセッ ト し、

画像の元の形式に戻します。

等密度ツールを使用する

等密度ツールを使用すると、 似通った密度の画像のパーツを見つけることができます。 異なる密

度を 3 つまで同時に表示できます。 等密度ツールは、 歯のエナメル、 象牙質、 歯髄の表示を強化

します。

歯に病変があると、 健全な領域との密度の違いが比較して表示されます。

さらに、 等密度ツールを使用して、 インプラン ト周囲の骨構造を分析して、 インプラン トの完全

性を検証できます。

注記 ： 
• 画像を ト リ ミングツールは画像ビューのみを変更します。実際には画像ファイル

を修正しません。

• ト リ ミングした画像は左下に 表示されています。
• 白い三角形がアイコンの下隅に現れると、アイコングループのべつのツール

にアクセスできます。 ｢アイコングループを使用する｣を参照して ください。

重要 ： X 線画像は 3 次元オブジェク トの 2 次元画像なので、 密度の推定はエ
ラーが生じることがあります。
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画像内の同じ濃度の領域を表示するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで選択します。

2  画像ツールバーの密度のアイコングループで、 をクリ ッ クします。

等密度のド ッ トウィ ンドウが表示されます。

3 マウスポインターを画像の上に移動します。

マウスポインターが  に変化します。

4 画像で、 ピクセルポイン ト をクリ ックします。

そうすると画像における類似密度のすべてのポイン トが最初のカラーで表示されます。

選択したピクセルポイン トの密度が、1 つ目のカラーピッカーボックスに沿って現れます (A)。

5 二つ目のピクセルポイン ト をクリ ックします。

そうすると画像における類似密度のすべてのポイン トが二つ目のカラーで表示されます。

6 三つ目のピクセルポイン ト をクリ ックします。

そうすると画像における類似密度のすべてのポイン トが三つ目のカラーで表示されます。

7 以下のいずれも行う ことができます ：

• ポイン トに関連するカラーを変更するには、変更したいカラーボックス (B) をクリ ックし

ます。 カラーウィンドウで新しいカラー選択し、 OK をクリ ッ クします。

• 選択したポイン トの範囲を変更するには、スライダー(C) を左に移動してポイン ト を除外、

また右に移動してポイン ト を含めます。

• 同密度の設定をリセッ トするには、 をクリ ックします。

8 同密度機能をオフにするには、 同密度のド ッ トウィ ンドウで、 OK をクリ ックします。

注記 ： 白い三角形がアイコンの下隅に現れると、 アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。 ｢アイコングループを使用する｣を参照して く だ
さい。

注記 ： 同時に 3 つまで密度を選択することができます。 それぞれの密度が異
なるカラーで表示されます。 各カラーに関連付けされている密度値は同密度
ド ッ トウィ ンドウに表示されています (A)。
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密度分析ツールを使用する

密度アイコングループの密度分析ツールで、 プロッ ト された部分に沿った組織の相対密度を分析

できます。

このグレースケールは同一画像上の 2 ポイン ト間を比較することができます。 これは特に、 イン

プラン ト をフ ィ ッ ト させた後の骨結合性に有用です。

暗色部の骨密度の違いを表示して、 暗色部が根尖部かどうかを決定することもできます。

画像密度を分析するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで選択します。

2  画像ツールバーの密度のアイコングループで、 をクリ ッ クします。

密度分析ウィンドウが表示されます。

3 画像上で、 最初のポイン ト をクリ ックおよびド ラ ッグし、 別のポイン トでリ リースすること

によりセクシ ョ ンラインを描画します。

4 ラインに沿って所定のポイン トでグレースケールの値を確立するには、 プロッ ト されたライ

ンに沿って、 必要なポイン ト上に配置されるまで、 ド ッ ト (A) をクリ ッ クアンド ド ラ ッグし

ます。

ド ッ トの位置は、密度分析ウィンドウのグラフ (B) に沿って連続的にプロッ ト されます。X お

よび Y 座標が表示されます (C)。 選択したポイン トにグレースケールの値が、 表示されます。

5 クリアしてからポイン ト値の新しい測定を開始するには、 をクリ ッ クします (D)。

6 ウィンドウを閉じるには、 OK をクリ ッ クします。

ヒン ト ： 患者の理想的な骨密度を表示するには、 象牙質とエナメル質の接合
部で分析を実行し、 患者の実際の骨レベルで分析をやり直します。

注記 ： 白い三角形がアイコンの下隅に現れると、 アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。 ｢アイコングループを使用する｣を参照して く だ
さい。

注記 ： フ ィルタまたは効果を画像に適用する場合、 ヒス トグラムは選択した
ピクセルのグレースケールで自動的に更新されます。

重要 ： 密度分析ツールを使用して得たグレイスケールの値は、 実際の骨密度
を示さず、 画像コン ト ラス トに依存します。
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疑似 3D を使用する

フ ィルタアイコングループの疑似 3D を使用して、 2D 画像の 3 次元表現を 45° の角度で、異なる

グレーの色合いで表示します。

疑似 3D は、 根分岐部病変、 根尖周囲嚢胞、 縦骨折および多様なその他の診断が難しい状態を表

示するのに役に立ちます。

疑似 3D 表示を使用するには、 以下のステップに従います ：

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで選択します。

2  画像ツールバーのフ ィルタアイコングループで、 をクリ ッ クします。

画像は疑似 3D と して表示されます。

3 をクリ ッ クして疑似 3D をオフにします。

ネガテ ィブ画像を使用する

ネガティブフォ ト と して画像を表示できます。例えば、歯内療法において、根尖の近くにあるファ

イルの終わりをハイライ ト表示したい場合などです。

ネガテ ィ ブ画像により、 フ ァイルは明確に根尖情報から識別されます。 ポジテ ィ ブ画像の場合、

グレースケールが類似しているので混乱を起こすことがあります。

画像を陰画として表示するには、 以下のステップに従います ：

オリジナル画像 疑似 3D のレンダリング

重要 ： 本ツールは、 真の 3D 再構成画像を作成しません。 一定条件の存在を
視覚化するための支援です。

注記 ： 白い三角形がアイコンの下隅に現れると、 アイコングループのべつの
ツールにアクセスできます。 ｢アイコングループを使用する｣を参照して く だ
さい。



CS Imaging ユーザーガイド (SMA23_ja) - Ed05 81

1 画像を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで選択します。

2  画像ツールバーで  をクリ ッ クします。

画像はネガティブフォ ト と して表示されます。

3 元の画像に戻すには、 をクリ ッ クします。

画像が通常のモードで復元されます。

頭部計測自動ト レースを使用する

歯の不正咬合の計算は 3 つの等級に分けられています。

• クラス I （歯の問題）

• クラス II （顎後退または過蓋咬合）

• クラス III （顎前突症または下顎前突症）

頭部計測自動トレースを作成する

頭部計測ト レースを作成するには、 以下のステップに従います ：

1 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで頭部計測画像を見ます。

2  描画と注釈ツールバーで、 をクリ ックして頭部計測トレースの計算を開始します。

ト レースが計算されている間、 ホイールが表示されます。 コンピュータプロセッサのパワー
によって、 少し時間がかかる場合があります。

計測が終了すると、 元の頭部計測画像が新しいト レースで表示され、 測定リス トの中の頭部
計測リストにアクセスできます。 ｢画像表示ワークスペースまたは暗室モードで測定リス ト を
使用する｣を参照して ください。

重要 ： 
• 頭部計測自動ト レースは、診断をサポートするためのものであり、それに取っ

て代わるものではありません。ト レースの精度は近似値で調整が必要なことが
あります。

• 頭部計測自動ト レースを使用するには、ト レースモジュールをインス トールす

る必要があります 。 アイコンが画像のツールバーにない場合は、 インス
トール用 CD を再実行してト レースを選択します。

• その領域を画像の上にドラ ッグして特定エリアを拡大します :
• TrophyPan+、 TrophypanPro、 TrophypanPro Select

• TrophypanSmart Family および Trophypan Smart 3D family

重要 ： 計算を開始する前に、 画像が頭部計測側面画像であることを確認しま
す。 そう しなければ、 計算が実行されません。

重要 ： 
• このアイコンがない場合は、インストール用 CD を再実行して ト レースを選択

する必要があります。
• はじめて計算を開始すると、自動ト レースの有効性を分析、解釈および決定す

る責任がユーザーにあることを注意メ ッセージが警告します。 同意する場合、
OK をクリ ックします。
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測定リス トで、 別のテンプレート を選択し、 ト レースの構造、 ラン ドマーク、 測定値を確認
し、 レポート を作成します。

頭部計測自動トレースを操作する

頭部計測自動トレーステンプレート を変更するには、 以下のステップに従います ：

1 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで頭部計測画像を見ます。

2 をクリ ッ クして、 次に測定の表示を選択して測定リス ト をアクテ ィブにします。

｢画像表示ワークスペースまたは暗室モードで測定リス ト を使用する｣を参照して ください。

3 測定リストで、 をクリ ックします。

4 以下のいずれかを実行します ：

ト レースを修正する

一旦頭部計測ト レースが計算され、 頭部計測画像に描画されると、 画像のト レースを手動で修正

できます。

頭部計測画像でト レースの修正を行うには、 以下のステップに従います ：

自動ト レースのためのテンプレート を変
更するには ...

ド ロ ップダウンリス トから別のテンプレー ト を選択し
ます。

レポートを生成するには ：

レポート を作成ボタンをクリ ックして、頭部計測ト レー
スのレポート を作成します。 これによりレポートがブラ
ウザから表示および印刷できる HTML フ ァ イルと して
作成されます。

その他関連するポイン ト、 ライン、 構造
をすべて自動的に再計測するには ... 同時に更新をクリ ックします。

構造のポイン ト (A) を表示するには ... 構造を表示をクリ ックすると、 ポイン ト を表示します。

ランドマークのポイン ト (B) を表示する
には ...

ランドマークを表示をクリ ックします。

頭部計測の軸と平面のラインを表示する
には (C)... 測定を表示をクリ ックします。

重要 ： 測定リストで同時に更新リス ト を選択している場合に、 頭部計測画像
で直接ト レースを修正すると、元に戻す (Ctrl + Z) ツールが使用できな く なり
ます。
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1 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで頭部計測画像を見ます。

2  描画と注釈ツールバーで、  をクリ ッ クします。

3 ト レースのエレメン ト を選択します。

描画用ハンドルが表示されます。

4 別のポイン トの描画をクリ ックアンド ド ラ ッグします。

ユーザー定義ランドマークポイン ト

ユーザー定義のランドマークポイン トは と して ト レースに表示されます。

ト レースにユーザー定義ランドマークポイン ト を参照する測定エレメン トが含まれる場合、 測定

リス トの測定値は N/A と して表示されます。

ユーザー定義ランドマークポイン ト を参照する正しい測定値を表示するには、 以下のステップに

従います ：

1  描画と注釈ツールバーで、  をクリ ッ クします。

2 頭部計測ト レース上で  をクリ ッ クします。

ランドマークポイン トが  に変わり、 測定リストが計算された値を表示します。

ト レースエディ タを使用する

トレースエディ タで、自動トレースをカスタマイズし、ユーザー独自のテンプレートを定義します。

ト レースエディ タを表示するには、 以下のステップに従います ：

1 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、 すべての頭部計測画像を閉じます。

2 CS Imaging タスクバーで、 をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

3 基本設定ウィンドウで、 をクリ ッ クします。

重要 ： 
• 他のオブジェク トへのリンクの付いたオブジェク ト を移動させると、関連する

すべてのオブジェク トが移動します。
• 測定リストで 同時に更新リス ト を選択している場合に、 頭部計測画像で直接

ト レースを修正すると、 元に戻す (Ctrl + Z) ツールが使用できな く なります。

注記 ： 測定が画像表示ワークスペースまたは 暗室モードで表示されない場合
は、 画面オプシ ョ ンメニューでそれをアクテ ィブにできます。
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4 ト レースエディ タをクリ ッ クします。

ト レースエディ タウィ ンドウが現れ、 定義済みのテンプレートのリス ト と以下のタブが表示
されます。

5 対応する自動ランドマーク、 自動構造、 および測定値を表示するには、 以下のいずれか 1 つ

を選択します ：

• デフォルト （デフォルトテンプレート）

• Delaire （すべてのバージ ョ ンで使用可能）

• McNamara （メ ソ ッ ド）

• Ricketts （メ ソ ッ ド）

• Steiner （メ ソ ッ ド）

• Tweed （メ ソ ッ ド）

テンプレートの作成

テンプレート を作成するには以下のステップに従います ：

1 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、 すべての頭部計測画像を閉じます。

2 CS Imaging タスクバーで、 をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

3 基本設定ウィンドウで、 をクリ ッ クします。

4 ト レースエディ タをクリ ッ クします。

5 ト レースエディ タウィ ンドウで、 新規テンプレート をクリ ッ クします。

6 新しい頭部計測ト レーステンプレートウィ ンドウにテンプレートの名前を入力し、 OK をク

リ ッ クします。

デフォルトでは、 パラ メータが測定値なしで表示されます。

7 ランドマーク構造タブで、 をク リ ッ クして、 新しいテンプレートのランドマーク構造をア

クテ ィブにします。

これで、 アクテ ィブなランドマーク構造を に変更します。

8 必要に応じて、 をクリ ッ クすると さらに構造ポイン ト を追加して、 サンプルの頭部計測

画像のどこでもクリ ッ クすると、 新しいランドマークポイン トの名前を入力できます。

ランドマーク構造 自動ランドマークと構造、 ユーザー定義のポイン トのエリアを含みます。

測定 パラ メータ付きの測定ラベルのエリアおよび軸と平面パラ メータのエリア
を含みます。

重要： 事前定義されたテンプレート を編集することはできませんが、 それを
コピーすることによりご自身のテンプレート を作成することができます。
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9 測定タブで、  をクリ ッ クして、 新しいテンプレートの測定をアクテ ィブにします。

これで、 アクテ ィブな測定を に変更します。

10 必要に応じて、 をクリ ッ クしてさらに測定値を追加します。

新しい測定ウィンドウで、 新しい測定の入力を定義して、 OK をクリ ッ クします。

11 テンプレートの作成が終了したら、 保存をクリ ックしてから、 閉じるをクリ ッ クします。

テンプレート をコピーする

テンプレート をコピーするには以下のステップに従います ：

1 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、 すべての頭部計測画像を閉じます。

2 CS Imaging タスクバーで、 をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

3 基本設定ウィンドウで、 をクリ ッ クします。

4 ト レースエディ タをクリ ッ クします。

5 ト レースエディ タで、コピーしたいテンプレート を選択して、テンプレート をコピーをクリ ッ

クします。

6 テンプレート名を入力してから、 OK をクリ ッ クします。

ソースメ ソ ッ ド テンプレートから既存のラン ドマーク構造と測定のディ テールが表示され
ます。

7 ランドマーク構造タブで、 アイコンをクリ ックして不要な自動ランドマークの非アクティ

ブにします。

8 測定タブで、 アイコンをクリ ッ クして不要な測定および軸と平面のディテールを非アク

テ ィブにします。

9 必要に応じて、 をクリ ッ クしてさらに測定値を追加します。

新しい測定ウィンドウで、 新しい測定の入力を定義して、 OK をクリ ッ クします。

10 テンプレー トのコピー作成が終了したら、 保存をク リ ッ ク してから、 閉じるをク リ ッ ク し

ます。

ランドマーク構造を管理する

ト レースエディ タのランドマーク構造タブで頭部計測ト レースを作成するためにト レーステンプ

レートが使用する自動およびユーザー定義構造を管理できます。

ランドマーク構造タブは折りたたむことができる 3 つの部分に分割されています。

自動ランドマーク ト レース上のすべての自動ランドマークエレメン ト を示します。

自動構造 ト レース上のすべての自動構造エレメン ト を示します。

ユーザー定義のポイン ト

ト レース上のすべてのユーザー定義のポイン トエレメン ト を示します。

注記 ： テンプレートがいずれのユーザー定義ポイン ト も含まない場合、
空になる場合があります。
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それぞれのエレメン トには割り当てられた色があります。 色を変更するには、  をクリ ッ クして

新しい色を選択します。

頭部計測測定を管理する

ト レースエディ タの測定タブでは、 頭部計測ト レースを作成するためにテンプレートが使用する

測定および軸と平面エレメン ト を管理することができます。

測定タブは折りたたむことができる 2 つの部分に分割されています。

それぞれのエレメン トには割り当てられた色があります。 色を変更するには、  をク リ ッ クして

新しい色を選択します。

画像をリセッ トする

画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、 １つまたは複数の画像上で、 画像の修正がすでに

保存されている場合でも以下の画像設定をリセッ トできます ：

• コン ト ロールパネルの明るさ、 コン ト ラス ト、 ガンマの調整

｢ 2D 画像の明るさ、 コン ト ラス ト、 ガンマを調整する｣を参照して ください。

• 以下の画像ツールバーの機能 ：

• 負

• カラー #1 

• カラー #2

1 つの画像をリセッ トするには、 画像のタイ トルバーの をクリ ックします。

2 つ以上の画像の選択をリセッ トするには、 いかのいずれかを行います ：

• をクリ ッ クすると、 コン ト ロールパネルが表示されるので、 画像処理タブで を

クリ ッ クします。

• 選択した画像を右クリ ックして、 画像をリセッ ト を選択します。

測定

ト レースについてのすべての測定エレメン ト を示します。

注記 ： テンプレートに測定エレメン トが含まれない場合、 測定部分は空白になる
場合があります。

軸と平面 軸と平面ト レースのすべての軸と平面要素を示します。

注記： 多くのエレメン ト を示す場合、下の部分が非表示になる場合があり、表
示するにはスクロールダウンする必要があります。 長い部分を折りたたむに
は、 部分名の右側にある矢印のアイコン ( ) をク リ ッ クします。 折りたたま
れた部分は、二重矢印のアイコン ( ) をクリ ックして再び展開することができ
ます。

注記 ： 測定部分に多くのエレメン トが含まれている場合、 軸と平面部分が非
表示になる場合があり、 表示するためにはスクロールダウンすることが必要
になる場合があります。
長い部分を折りたたむには、部分名の右側にある矢印のアイコン ( ) をクリ ッ
クします。 折りたたまれた部分は、 二重矢印のアイコン ( ) をクリ ックして
再び展開することができます。
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7 FMS を使用する

FMS (Full Mouth Series) は、 患者の口で撮影された口腔内放射線画像の完全セッ トです。

FMS システムは患者の口腔内画像を口の特定の領域と関連付けできるテンプレート を提供しま

す。 FMS テンプレートは口の領域に対応するフレームから構成されています。 口腔内画像は適切

なフレームに配置することにより、 患者の口の特定の領域にマッピングできます。

CS Imaging で入手可能ない く つかの定義済み FMS テンプレー  トがあります。  ｢事前定義された 

FMS テンプレー  ト  を使用する｣を参照して く ださい。

ユーザー独自の FMS テンプレート を作成することもできます。｢ FMS エディ タでテンプレート を

作成｣を参照して ください。

一度、 1 つの FMS テンプレート を使用して患者の画像をマッピングすれば、患者履歴の将来参照

するために FMS エンテ ィテ ィ と してそのマッピングを保存することができます。

FMS テンプレートは FMS エディ タで管理、 作成され、 ｢テンプレート設定｣でアクセスできます。

事前定義された FMS テンプレート を使用する

FMS テンプレートでデジタル口腔内 X 線画像を ト レースすることができます。 FMS テンプレー

トの各ボックス （またはフレーム） は、 口の領域に対応します。 画像を取得すると、 FMS を完成

するために必要なすべての画像を取得するまで特定の領域に関連付けできます。

CS Imaging には複数の事前定義された FMS テンプレー ト があり、 作業方法に適したものを選択する 

こ とができます。 必要に応じ て、 CS Imaging ではユーザーがご自身の FMS テンプレー  ト  を作成

するこ  とができます。

FMS テンプレート を使用するには、 以下のステップに従います ：

1 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、画面オプシ ョ ンアイコン ( ） をク リ ックし

て、 新規画像テンプレート を選択します。

FMS テンプレート を選択できるウィンドウが表示されます。

2 FMS テンプレート を選択する。

プレビューペインのようです。

3 先に進み、 選択したテンプレート を使用するには、 開く をクリ ッ クします。

4 画像を FMS の枠に追加します。 ｢画像を FMS に追加する｣を参照して ください。

既存の FMS 画像を開く

FMS を表示して保存するには、 患者履歴 （患者ブラウザまたはダッシュボード） または画像ギャ

ラリー （画像表示ワークスペースまたは暗室モーモード） でそのサムネールをダブルクリ ッ クし

ます。
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以下のようになります ：

• FMS を、患者履歴から、または画像表示ワークスペースの画像ギャラリーから開けている

場合は、 FMS が画像表示ワークスペースに表示されます。

• FMS を、暗室モードで画像ギャラリーから開いている場合は、FMS が暗室に表示されます。

画像を FMS に追加する

画像を FMS に追加するには、 以下のステップに従います ：

1 FMS を画像表示ワークスペースまたは暗室モードで開きます。

2 をクリ ッ クすると、 画像ギャラリーが表示されます。

3 画像ギャラリーの画像をク リ ッ クして、 マウスボタンを長押し して、 マウスポインターをド

ラ ッグして FMS セルの一つに乗せます。

マウスポインターが に変化します。

4 リ リースすると、 画像をドロップします。

画像が FMS に追加できる場合、 FMS のフレームに表示されます。

5 必要に応じてド ラ ッグアンド ドロップ動作を繰り返します。

6 FMS テンプレートで複数画像を選択するには、 FMS タイ トルバーの右側上隅の  をクリ ッ

クします。

注記 ：  さらに、 複数の画像を選択する場合、 同時に調整できます :

注記 ：  
• 画像が FMS に追加できず、それ自身のウィンドウに表示される場合、正しい画

像タイプを FMS に追加しているかチェ ックして ください。
• 画像が FMS の別のフレームに表示される場合は、それは画像がそのフレームに

関連する歯式番号に関係があるためです ；画像は自動的に、 その歯式番号に一
致する FMS のフレームに追加されます。

• 画像 （縦） を横向きフレームに追加すると、画像は FMS 内で自動的に回転
されます FMS。

• 画像を上から下または右から左に移動すると、 テンプレートにおけるメジアン
軸の配置により、 画像は自動的にフリ ップされます。
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7 やり終えたら、 画像タイ トルバーで、 （画像表示ワークスペース） または （暗室モード）

をク リ ッ クします。

保存 FMS ウィンドウが表示されます。

8 保存 FMS ウィンドウに、FMS の構成に関するディテールを入力します。｢ FM 保存ウィンドウ

の構成のディテールをする FMS ｣を参照して ください。

9 保存をクリ ックします。

FM 保存ウィンドウの構成のディテールをする FMS

FMS を保存ウィンドウの FMS 構成のディテールを設定できます。

FMS から画像を取り除く

画像を FMS から、 患者カードから画像を削除しないで取り除きます。

画像を FMS から削除するには、 以下のステップに従います ：

FMS サムネイル
このサムネイルのプレビューでは、 FMS で画像を選択できます。

画像をクリ ックすると歯のパネルで画像の歯のマッピングウィンドウ。

日付 FMS が作成された日付を表示します。

コ メン ト

このフ ィールドにコ メン ト を入力します。 （オプシ ョ ン）

注記 ： 後のステージでこれらのコ メ ン ト を編集するには、 画像タイ トルバーで

FMS を再び開き、 （画像表示ワークスペース） または （暗室モード） をク
リ ッ クして FMS 保存ウィンドウを再び表示します。

歯列弓

歯列弓パネルが患者の歯を表示します。

FMS サムネイルの画像を 1 つクリ ックすると、画像の歯式番号はこの歯槽弓で青
色の歯で示されます。

実際の歯式番号は歯槽弓の下に表示されます。

をクリ ックすると、 表示を乳歯 （子供） に変更します。

をクリ ックすると、 表示を永久歯 （大人） に変更します。

咬翼の選択

選択すると、 以下の咬翼位置のオプシ ョ ンを定義します ：

咬翼ではない場合
クリ ッ クすると、 追加された画像は咬翼でないことを指
定します。

LM 咬翼位置 ： 左側の臼歯

RM 咬翼位置 ： 右側の臼歯

RMP 咬翼位置 ： 右側の臼歯と小臼歯

LMP 咬翼位置 ： 左側の臼歯と小臼歯

LP 咬翼位置 ： 左側の小臼歯

RP 咬翼位置 ： 右側の小臼歯

注記： 縦向きの画像を横向きフレームに追加すると、画像は FMS 内で自動的
に回転されます。
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1 画像表示ワークスペースで FMS を開きます。

2 FMS から画像をクリ ックしてワークスペースへドラ ッグします。

画像がそれ自身のウィンドウに表示され、 FMS フレームから削除されます。

3 FMS 画像タイ トルバーで、  をクリ ッ クします。

保存 FMS ウィンドウが表示されます。

4 保存 FMS ウィンドウで、 FMS の構成に関するディテールを入力します。 ｢ FM 保存ウィンド

ウの構成のディテールをする FMS ｣を参照して く ださい。

5 保存をクリ ックします。

FMS エディ タを使用する

CS Imaging FMS エディ タで、 カスタマイズされた FMS テンプレー  ト  を、FMS エディ タで既存の

テンプレー ト をスク ラ ッ チまたはカス タ マイズする こ と で作成し ます。

FMS エディ タツールバーボタン

FMS エディ タは、 テンプレート設定ウィ ン ドウからアクセス可能で、 以下のアイコンを提供し

ます。

開く  

既存の FMS テンプレート を開き、 修正し
ます。

グリ ッ ドの表示 

一貫性を保つためにグリ ッ ドを表示します。

保存 

新しいテンプレート を保存します。

軸の表示 

方向アライ メン ト軸を表示または非表示に
します。

挿入 

同じサイズおよび配向を選択した最後の
ものと同じように挿入します。

マグネテ ィ ッ クグリ ッ ド  

既存または新しいフレームをグリ ッ ドにス
ナップします。

コピー 

選択したフレームをコピーします。 テンプ
レートでフレームが選択されるまで、 この
ボタンはグレー表示です。

マグネテ ィ ックフレーム

挿入されたフレームを隣接するフレームに
スナップします。

貼り付け

コピーしたフレームをテンプレー ト に貼
り付けます。 このボタ ンはフレームがコ
ピーされるまで、 グレー表示です。

画面に最適化

アライメン ト軸を左に近付けます。連続的に
クリ ックして、アライ メン ト軸を削除し、全
FMS 画像を同じ方向に向けます。

削除

選択したフレームを削除します。 テンプ
レートでフレームが選択されるまで、 この
ボタンはグレー表示です。

中止

FMS エディ タを終了します。

歯式

フレームの画像取得順番を表示または変
更します。 各フレームの番号をカスタマイ
ズできます。
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FMS ツールボックスボタン

FMS エディ タは、 テンプレート設定ウィンドウからアクセス可能で、 オブジェク ト を挿入、 整列

してフレームの特性を設定するためのツールを含むツールボックスを提供します。FMS エディ タ

ツールボックスを表示するには、 表示 > ツールボックスの順に選択します。

ツールボックスのツールタブには次のボタンがあります。

FMS エディ タでテンプレート を作成

FMS テンプレート を作成するには、 以下の FMS フレームのディテールを考慮して開始します。

• 画像サイズ

• 画像の向き （縦向きまたは横向き）

• デフォルト歯式番号

FMS テンプレート を作成するには、 以下のステップに従います ：

1 CS Imaging で、 をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリ ックします。

3 FMS エディ タをクリ ッ クします。

管理 FMS ウィンドウが表示されます。

挿入ボタン 

これらのボタンのそれぞれが FMS テンプレートにフ
レームを挿入します。

数値はフレームの相対的サイズを示します （例えば、
水平 X 線写真 3 フレームは水平 X 線写真 2 フレームよ
り大きい）。

FMS で使用したい画像タイプと一致するフレームを使
用します。

例えば、 FMS テンプレートにカメラフレームがない場
合、 FMS にカラー画像を追加することができません。

水平 X 線写真

水平 IO カム

垂直 X 線写真

垂直 IO カム

プレビューフレーム

大形フレーム IO カム

アラインボタン 

これらの各ボタンは、 FMS テンプレートにおいて選択
したフレームを合わせます。

FMS エディ タで、 Ctrl+ クリ ックを使用して、 アライ
ンボタンをクリ ックする前に、 複数のフレームを選択
します。

水平左揃え

垂直中央揃え

垂直右揃え

水平上揃え

水平中央揃え

水平下揃え
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4 作成をクリ ックします。

FMS エディ タが表示されます。

5 新しい FMS テンプレート をカスタマイズするには、 次のいずれかに従います ：

• ｢画像フレームを挿入する｣

• ｢ 1 つのプレビューフレームを挿入する｣

• ｢軸を使用して画像の方向を定める｣

• ｢ 1 つのフレームを整列する｣

• ｢デフォルトの歯式番号を割り当てる｣

• ｢ FMS で、 画像取得順序を割り当てまたは修正する｣

6 新しいテンプレートが完了したら、FMS エディ タでファイル > 名前をつけて保存またはファ

イル > 保存を選択して新しいテンプレート を保存します。

保存ウィンドウが表示されます。

7 テンプレートの名前を入力します。

8 OK をクリ ッ クします。

既存の FMS テンプレート をカスタマイズする

FMS テンプレート を、 既存の事前定義された、 またはカスタマイズされた FMS テンプレートに

基づいて , 作成するには、 以下のステップに従います ：

1 CS Imaging で、 をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリ ックします。

3 FMS エディ タをクリ ッ クします。

管理 FMS ウィンドウが表示されます。

4 修正したいテンプレート を選択し、 修正をクリ ックします。

これにより FMS エディ タで編集するために選択したテンプレートが開きます。

5 FMS エディ タで、 必要な場合 FMS テンプレート を修正します。

• ｢画像フレームを挿入する｣

• ｢ 1 つのプレビューフレームを挿入する｣

• ｢軸を使用して画像の方向を定める｣

• ｢ 1 つのフレームを整列する｣

• ｢デフォルトの歯式番号を割り当てる｣

• ｢ FMS で、 画像取得順序を割り当てまたは修正する｣



CS Imaging ユーザーガイド (SMA23_ja) - Ed05 93

6 FMS エディ タで、 ファイル > 名前を付けて保存を選択し、修正したテンプレートに新しい名

前を付けて保存します。

画像フレームを挿入する

FMS エディ タで、 縦向きと横向きのフレームをテンプレートに挿入できます。

画像フレームを FMS テンプレートに挿入するには、 以下のステップに従います ：

1 CS Imaging で、 をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリ ックします。

3 FMS エディ タをクリ ッ クします。

管理 FMS ウィンドウが表示されます。

4 作成または修正をクリ ックします。

FMS エディ タが表示されます。

5 画像フレームをテンプレートに挿入するには、 次のいずれか 1 つのステップに従います。

• FMS エディ タ メニューバーで、表示 > ツールボックスを選択します。ツールボックスウィ

ンドウで、 挿入ボタンをクリ ッ クしてフレームをテンプレートに挿入します。

• FMS エディ タ メニューバーで、 ツール > 挿入を選択します。 フレームのタイプを選択し

ます。

選択した画像フレームがテンプレートに自動的に配置されます。

6 必要に応じて、 画像フレームを移動、 サイズ変更します。

7 変更を完了したら、 ファイル > 保存と選択します。

保存ウィンドウが表示されます。

8 OK をクリ ッ クします。

1 つのプレビューフレームを挿入する

プレビューフレームを FMS テンプレートに挿入するには、 以下のステップに従います ：

1 CS Imaging で、 をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリ ックします。

注記 ： 画像フレームのサイズは不変であり、 サイズの変更はできません。
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3 FMS エディ タをクリ ッ クします。

管理 FMS ウィンドウが表示されます。

4 作成または修正をクリ ックします。

FMS エディ タが表示されます。

5 ツールボックスが見えない場合、 表示 > ツールボックスを選択します。

6 ツールタブで、  をクリ ックします。

プレビューフレームが新しい FMS の左上に置かれます。

7 フレームを必要な場所にドラ ッグしてドロップします。

8 変更を完了したら、 ファイル > 保存と選択します。

保存ウィンドウが表示されます。

9 OK をクリ ッ クします。

軸を使用して画像の方向を定める

各 FMS には対称の 2 平面 （または軸） があります。 1 つは垂直でも う 1 つは水平です。 これらの

軸の位置は、 FMS の画像フレームの動作に影響します。

FMS テンプレートの軸を移動するには、 以下のステップに従います ：

1 CS Imaging で、 をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリ ックします。

3 FMS エディ タをクリ ッ クします。

管理 FMS ウィンドウが表示されます。

4 作成または修正をクリ ックします。

FMS エディ タが表示されます。

注記 ： FMS テンプレートで 1 つのプレビュー画面のみ使用できます。
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5 FMS エディ タで、 軸スライダーをクリ ックすると、 軸を再配置します ：

• スライダー (A+B) を使用してテンプレートに対称の軸を配置します。

• その FMS で、画像を水平軸にわたって FMS の垂直フレームで移動する場合、画像は水平

軸  のそばにフリ ップされます。

• しかし画像を垂直軸にわたって移動するとフリ ップされた画像  はありません。

• 画像を垂直軸にわたって水平フレームで移動すると画像を垂直軸のそばにフリ ップしま

す 。

• しかし画像を水平軸にわたって FMSで移動するとフリ ップされた画像  はありません。

6 変更を完了すると、 をクリ ッ クしてテンプレート を保存します。

1 つのフレームを整列する

以下の方法を使用してフレームを整列することができます ：

• グリ ッ ドを表示して個別のフレームを手動整列します。

• 以下のスイッチをオンにします。

•  M マグネテ ィ ッ クグリ ッ ド機能のスイッチをオンにして個別のフレームをグ

リ ッ ド上のポイン トの位置に合わせます。

•  マグネテ ィ ッ クフレーム機能のスイッチをオンにしてフレームをお互いの位置

に合わせます。

• FMS ツールボックスアラインボタンを使用して、選択したフレームを合わせます。｢ FMS

ツールボックスボタン｣を参照して ください。
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1 つの FMS テンプレートで、 フレームをアクテ ィブにして整列するには、以下のステップに従い

ます ：

1 CS Imaging で、 をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリ ックします。

3 FMS エディ タをクリ ッ クします。

管理 FMS ウィンドウが表示されます。

4 作成または修正をクリ ックします。

FMS エディ タが表示されます。

5 変更を完了したら、 ファイル > 保存と選択します。

保存ウィンドウが表示されます。

6 OK をクリ ッ クします。

デフォルトの歯式番号を割り当てる

デフォルトの歯式番号を割り当てるには、 以下のステップに従います ：

1 CS Imaging で、 をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

クリ ックすると ... ユーザーは以下の操作を行う ことができます ...

グリ ッ ドを表示します。

マグネテ ィ ッ クグリ ッ ドをアクテ ィ ブにします。 このようにして、 フレーム
を再配置すると、 グリ ッ ドポイン トに最も近い選択フレームの隅をグリ ッ ド

の位置に合わせます。このオプシ ョ ンは、 グリ ッ ドがアクテ ィブの場合の
み作用します。

マグネテ ィ ッ クフレームをアクテ ィ ブにします。 このようにして、 既存のフ
レームに沿ってフレームをド ラ ッグすると、 選択したフレームが十分に近い
場合、 既存のフレームに自動的に整列されます。

選択したフレームの左端を合わせます。

選択したフレームの垂直方向の中央に合わせます。

選択したフレームの右端を合わせます。

選択したフレームの上端を合わせます。

選択したフレームの下端を合わせます。

選択したフレームの水平方向の中央を合わせます。
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2  をクリ ックします。

3 FMS エディ タをクリ ッ クします。

管理 FMS ウィンドウが表示されます。

4 作成または修正をクリ ックします。

FMS エディ タが表示されます。

5 View > Toolbox と選択して、 FMS Toolbox を開きます。

｢ FMS ツールボックスボタン｣を参照して ください。

6 FMS ツールボックスウィンドウで、 プロパテ ィ タブをクリ ッ クします。

7 歯式番号を割り当てたいフレームをクリ ックします。

画像を咬翼するために、 咬翼画像が口のどの領域に関連するかを指定することができます。

次のオプシ ョ ンから選択します。

8 ドロップダウンリス ト を選択し、 そのフレームに最高 6 つの歯式番号を割り当てます。

9 各フレームについてステップ 7 と  8 を繰り返します。

10 変更を完了したら、 ファイル > 保存の順位選択してテンプレート を保存します。

保存ウィンドウが表示されます。

11 OK をクリ ッ クします。

FMS で、 画像取得順序を割り当てまたは修正する

FMS テンプレートにおいて画像取得順序を割り当てるまたは修正するには、以下のステップに従

います ：

1 CS Imaging で、 をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリ ックします。

3 FMS エディ タをクリ ッ クします。

管理 FMS ウィンドウが表示されます。

RP このオプシ ョ ンを選択して、 右の小臼歯を指定します。

RM このオプシ ョ ンを選択して、 右の臼歯を指定します。

LP このオプシ ョ ンを選択して、 左の小臼歯を指定します。

LM このオプシ ョ ンを選択して、 左の臼歯を指定します。

注記： 事前定義した FMS テンプレートでは、画像取得順序を修正できません
が、 カスタマイズされた FMS テンプレート を、修正できる順序の事前定義さ
れたテンプレートのコピーに基づいて、 作成できます。 ｢ FMS エディ タでテ
ンプレート を作成｣を参照して ください。
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4 画像取得順序を修正したい FMS テンプレート を選択して、 以下のいずれか１つを行います ：

• カスタマイズしたFMSテンプレート を修正するには、修正したいカスタマイズされたテン

プレート を選択して、 修正をクリ ックします。

• 事前定義された FMS テンプレートのカスタマイズされたテンプレート を生成するには、

リス トから事前定義されたテンプレート を選択して、 コピー > OK > 修正をク リ ッ ク し

ます。

5 FMS エディ タで、 をクリ ッ クします。

FMS の現在の画像取得順序が表示されます。

6 シリーズ画像取得したい順序で各フレームをクリ ックします。

7 ファイル > 名前をつけて保存を選択します。

保存ウィンドウが表示されます。

8 テンプレー トの確認を容易にするフ ァ イル名を入力します。 フ ァ イル名の終わりに拡張子

FMT を含めます。

9 OK をクリ ッ クします。

FMS テンプレート を削除する

FMS テンプレート を削除するには、 以下のステップに従います ：

1 CS Imaging で、 をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリ ックします。

3 FMS エディ タをクリ ッ クします。

管理 FMS ウィンドウが表示されます。

4 削除したいテンプレート を選択し、 削除をクリ ックします。

5 選択したテンプレート を削除したいことを確認するには、 はいをクリ ックします。
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8 一般的なイメージング機能

本章では、 CS Imaging について、 以下の 1 つまたは複数のエ リ アに適用できる機能と概念につい

て説明します ：

• ダッシュボード

• 患者ブラウザ

• 画像表示ワークスペース

• 暗室モード

CS Imaging は、画像のキャプチャ、 レビュー、 そしえ分析を行う ためのアイ コ ン と ツールバーを提供

し、 以下の特徴があり ます。 CS Imaging はまた、 ツールヒ ン ト を使用します。 たとえば、 マウス

ポイン ターをアイ コンにかざすと小さなテキス ト ボッ クスにツールバーアイ コンの短い説明が表

示されます。

画像ファイルを検索する

｢DICOM 設定｣で許可されている場合は、 ローカライズオプシ ョ ンでどの画像がコンピュータに

保存されているかを知ることができます。

コンピュータ上で画像ファイルを検索するには、 空白スペースを右クリ ッ クし、 シ ョート カ ッ ト

メニューから画像のローカライズを選択します。

コンピュータの画像を含むフォルダが表示されます。

注記 ： さらに、 画像をローカライズオプシ ョ ンに画像情報ウィ ンドウからア
クセスできます。 ｢画像情報ウィンドウを表示します｣を参照して ください。

重要 ： このオプシ ョ ンを使用して、 手動で 1 つの位置から別の位置へ画像を
移さないで ください。 データに深刻な問題を引き起こす可能性があります。
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患者ディレク ト リを検索する

｢ DICOM 設定｣で許可されている場合は、 ローカライズオプシ ョ ンを使用して、 ディ レク ト リが

コンピュータのどこに保存されているかを知ることができます。

コンピュータ上で患者ディ レク ト リを検索するには、 画像を右ク リ ッ ク し、 シ ョー ト カ ッ ト メ

ニューから画像のローカライズを選択します。

コンピュータの画像を含むフォルダが表示されます。

画像情報ウィンドウを表示します

画像情報ウィンドウを表示するには、 次のうちのいずれかを行います ：

• 患者ブラウザまたはダッシュボードで、 画像を右クリ ックして、 情報ウィンドウの表示

を選択します。

• 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで ：

• 画像を右クリ ックして、 情報ウィンドウを表示を選択します。

• 画像のタイ トルバーで、 （画像表示ワークスペース） または （暗室モード） をク

リ ッ クします。

画像情報ウィンドウが開きます。

画像情報ウィンドウで、 以下のことができます ：

• 画像の DICOM タグを表示します。

• 選択した画像について情報を表示します。

• コ メン ト を画像に追加します。 ｢コ メン ト を画像に追加する｣を参照して ください。

注記 ： さらに、 患者ディ レク ト リのローカライズオプシ ョ ンに画像情報ウィ
ン ドウからアクセスできます。 ｢画像情報ウィ ン ドウを表示します｣を参照し
て ください。

重要 ： このオプシ ョ ンを使用して、 手動で 1 つの位置から別の位置へ画像を
移さないで ください。 データに深刻な問題を引き起こす可能性があります。
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• コンピュータ上で患者ファイルを検索します。 ｢画像ファイルを検索する｣を参照して く

ださい。

• 画像を削除します （｢ DICOM 設定｣で許可されている場合）。

画像情報ウィンドウは、 以下のタブを提供します。

画像をプリン トする

次の方法で画像を印刷することができます。

• 個々の画像または FMS ｢ 2D と  FMS 画像を印刷｣を参照して くださいを印刷する。

• 画像表示ワークスペースのスナップシ ョ ッ ト を印刷します。 ｢画像表示ワークスペースの

スナップシ ョ ッ ト を印刷する｣を参照して ください。

2D と  FMS 画像を印刷

単一画像印刷する

2D または FMS 画像を印刷するには、 以下のステップに従います ：

1 クリ ッ クして 2D 画像または FMS を選択します。

画像がその周りに青色フレームで表示されます。

2 アイテムを右クリ ックし、 印刷をクリ ックします。

Film Composer ウィンドウが表示されます。

3 Film Composer を使用して、最終的な印刷出力を設定します。｢ Film Composer を使用する｣を

参照して ください。

2D と  FMS 画像の収集を印刷する

2D の選択または FMS 画像を印刷するには、 以下のステップに従います ：

1 Ctrl を押しながらクリ ッ クして、 画像を選択します。

2 次のいずれかを実行します ：

全般
このタブは画像についての重要なデータ （該当する場合は線量計の測定値を含む）
をまとめています。

DICOM このタブは DICOM タグで並べ替えられている、 詳細な画像属性を表示します。

警告： 印刷画像サイズは選択された Film Composer テンプレートにより異な
ります。 印刷されたページから測定しないで ください。

ヒン ト ： 以下の方法で印刷することもできます ：
• 患者ブラウザまたはダッシュボードで、 エクスポート アイコングループから

を選択します。

• 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、 ツールバーから、 を
印刷アイコングループから選択します。



102

• 患者ブラウザまたはダッシュボードで、エクスポートアイコングループから を選択

します。

• 画像表示ワークスペースで、  ツールバーから、 を印刷アイコングループから選

択します。

Film Composer ウィンドウが表示されます。

3 Film Composer を使用して、最終的な印刷出力を設定します。｢ Film Composer を使用する｣を

参照して ください。

画像表示ワークスペースのスナップシ ョ ッ ト を印刷する

画像表示ワークスペースのすべての画像のスナップシ ョ ッ ト を印刷するには、 以下のステップに

従います ：

1  共有ツールバーにある、 エクスポートアイコングループで、 を選択します。

Film Composer ウィンドウが表示されます。

2 Film Composer を使用して、最終的な印刷出力を設定します。｢ Film Composer を使用する｣を

参照して ください。

Film Composer を使用する

Film Composer は、 CS Imaging とは切り離されたコンポーネン  ト  で、  印刷テンプレー  ト  にア

クセスするためにインス  ト  ールする必要があります。  Film Composer は印刷出力を構成する 

こ とができます。 1 つまたは複数の画像を印刷する時に自動的に起動し ます。

Film Composer のテンプレートは配置フレーム内に｢最良フ ィ ッ ト ｣または 1 ： 1 として画像を拘束

します。 従ってプリン ト画像の寸法は使用されるテンプレートによって変化します。

Film Composer の使用に関する詳細は、 Film Composer オンラインヘルプを参照して ください。

画像をインポー ト およびエクスポー ト する

CS Imaging は画像をインポー ト /エクスポー  ト  する方法をサポー  ト  します。  たとえば  ：

• ド ラ ッグアンド ドロップ。 個々の画像は JPEG ファイルと してエクスポート されます。

• メニューを右クリ ックするオプシ ョ ン

• ツールバーのアイコン

画像をインポート /エクスポートするアイコンを見つけることができます ：

• 患者ブラウザまたはダッシュボードで、 インポート とエクスポートアイコングループ。

ヒン ト ： 患者ブラウザまたはダッシュボードで、 選択したアイテムの １  つを右
クリ ックして、 印刷をクリ ックします。



CS Imaging ユーザーガイド (SMA23_ja) - Ed05 103

• 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、  共有ツールバーのインポート とエ

クスポートアイコングループ。

アイコンの下隅にある三角形は、それがアイコングループのメンバーであることを示しています。

｢アイコングループを使用する｣を参照して ください。

画像をインポートする

患者カードを作成した後、 画像を取得、 または患者と関連付けされている既存の画像をインポー

トする必要があります。 画像を取得するには、 画像取得ツールバーを使用します。 ｢画像取得ツー

ルバーを使用して画像を取得する｣を参照して ください。

画像をインポートするアイコンは以下で使用可能です ：

• 患者ブラウザまたはダッシュボードで、 インポートアイコングループの中。

• 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、  共有ツールバーの中。

前提条件 ：

• 患者ブラウザスタンドアロンモードで、 患者リストの患者を選択します。 選択した患者

の画像サムネイルがすべて患者履歴に表示されます。

• DPMS から、  CS Imaging を検索します。

現在の患者の名前が CS Imaging のタ イ ト ルバーに表示されます。

画像をインポートするには、 以下のステップに従います ：

1 インポートアイコングループから、 を選択します。

ファイルをインポートウィ ンドウが表示されます。

2 フォルダをインポートウインドウで、 インポート したい画像を含むフォルダを参照します。

3 インポート したい画像を選択し、 開く または OK をクリ ッ クします。

ファイルまたは選択したファイルはインポート され、 患者履歴で表示されます。

DICOM 画像をインポートする

Dicomdir ファイル構造に保管されている場合、フラ ッシュ ド ライブまたは DVD など、 リムーバブ

ルメディアから画像をインポートできます。

画像をインポートするアイコンは以下で使用可能です ：

• 患者ブラウザまたはダッシュボードで、 インポートアイコングループの中。

注記 ： 数多くの画像をインポートする場合は数分かかります。 選択した画像
がすべて患者履歴に表示されるまでお待ち ください。
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• 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、  共有ツールバーの中。

前提条件 ：

• 患者ブラウザスタンドアロンモードで、 患者リストの患者を選択します。 選択した患者

の画像サムネイルがすべて患者履歴に表示されます。

• DPMS から、  CS Imaging を起動します。

現在の患者の名前が CS Imaging のタ イ ト ルバーに表示されます。

DICOMDIR をインポートするには、 以下のステップに従います ：

1 インポートアイコングループから、 を選択します。

開くウィ ンドウが表示されます。

2 インポートダイアログボックスで、 インポートする DICOMDIR ファイルを選択し、開く をク

リ ッ クします。

DICOMDIR ファイルの内容を示す DICOMDIR 表示ウィンドウが表示されます。

3 開くウインドウで、 インポート したい画像を含むフォルダを参照します。

4 インポート したい画像を選択し、 開く または OK をクリ ッ クします。

ファイルまたは選択したファイルはインポート され、 患者履歴で表示されます。

インポートを開始すると、画像を特定の患者ファイルにインポートするか確認を求められます。

5 インポート を続行する場合は OK をクリ ッ クします。

A 画像をインポート している患
者カードの名前。

B DICOMDIR ファイル内の患
者名。

C DICOMDIR ファイル内の選
択済み患者名 (B) の画像サム
ネイル。

D インポートボタン （画像サム
ネイル (C) を選択するまで灰
色表示）。

重要 ： インポート された画像が正しい患者に関連していることを確認して く
ださい。
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画像をエクスポートする

コンピュータまたはネッ トワーク上のフォルダに画像をエクスポート したり、 E メールで他の

メールアドレス宛に画像を送信したりできます。

画像をエクスポートするアイコンは以下で使用可能です ：

• 患者ブラウザまたはダッシュボードで、 エクスポートアイコングループで。

• 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、 共有ツールバーのエクスポートアイ

コングループで。

フォルダまたは E メールへ画像をエクスポートする

前提条件 ：

• 患者ブラウザスタンドアロンモードで、 患者リストの患者を選択します。 選択した患者の

画像サムネイルがすべて患者履歴に表示されます。

• DPMS から、  CS Imaging を検索します。

現在の患者の名前が CS Imaging のタ イ ト ルバーに表示されます。

画像をエクスポートするには以下のステップに従います ：

1 Ctrl を押しながらクリ ッ クして、 エクスポート したい画像を選択します。

2 次のいずれかを実行します ：

• 患者ブラウザまたはダッシュボードで、 エクスポートアイコングループで ：

• 画像を E メール で送信するには、 を選択します。 E メールによるエクスポート

ウィ ンドウが開きます。

• 画像をフォルダに保存するには、 を選択します。 名前をつけて保存ウィ ン ドウ

の、 あて先フォルダで、 をクリ ッ クしてフォルダを参照します。

• 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、  共有ツールバーの中 ：

• 画像を E メールで送信するには、 をクリ ックします。E メールによるエクスポー

トウィ ンドウが開きます。
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• 画像をフォルダに保存するには、 を選択します。 名前をつけて保存ウィ ン ドウ

の、 あて先フォルダで、 をクリ ッ クしてフォルダを参照します。

3 下の形式タイプを元に以下のドロップダウンリストから選択します :

• 画像タイプ

• モデルタイプ

現在のフォーマッ ト を
維持

すべての処理情報を維持した CS Imaging ファイル形式。

重要： この形式で保存したフ ァ イルは、CS Imaging バージ ョ ン 8 でのみ
使用できます。CS Imaging バージ ョ ン 8 へのアクセスがない相手にエクス
ポー ト し よ う とする場合は、 別の画像タ イプを選択するこ とをお勧めしま
す。

プレゼンテーシ ョ ン用 他の DICOM 対応のアプリケーシ ョ ンで使用可能な読み取り専用形式。

BMP、 JPEG、 TIFF、
PNG

標準的なグラフ ィ ックス形式。

重要： これらの形式には、正確な測定機能がないため、診断目的に使用する
ことはできません。

現在のフォーマッ ト を
維持

すべての処理情報を維持した CS Imaging ファイル形式。

重要： この形式で保存したフ ァ イルは、CS Imaging バージ ョ ン 8 でのみ
使用できます。 CS Imaging バージ ョ ン 8 へのアクセスがない相手にエク
スポー ト し よ う とする場合は、別の画像タ イプを選択することをお勧めし
ます。

STL、 PLY 標準的な 3D 形式。
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4 名前を付けて保存または E メールで送信ウィ ンドウが開いている場合、以下のオプシ ョ ンを

1 つ以上選択することも可能です。

5 次のいずれかを実行します ：

• 画像を E メールで送信する場合は、E メールで送信をクリ ックします。新しい E メール が、

デフォルトの E メールアプリケーショ ンで作成され、エクスポート した画像がその E メー

ル に添付されます。

• フォルダに保存する場合は、 アイテムを保存をクリ ックします。

DICOMDIR にエクスポート

DICOM 形式の画像を DICOM サーバー以外のポータブルメデイア （フラ ッシュ ド ライブ、 メモ

リーカード、 DVD、 等） にエクスポートできます。

画像をエクスポートするアイコンは以下で使用可能です ：

• 患者ブラウザまたはダッシュボードで、 エクスポートアイコングループで。

• 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで、 共有ツールバーのエクスポートアイ

コングループで。

前提条件 ：

• 患者ブラウザスタンドアロンモードで、 患者リストの患者を選択します。 選択した患者

の画像サムネイルがすべて患者履歴に表示されます。

• DPMS から、  CS Imaging を検索します。

現在の患者の名前が CS Imaging のタ イ ト ルバーに表示されます。

アイテムを圧縮

選択したフォルダには、 エクスポート した画像フ ァイルを含む
zip 形式のファイルが作成されます。

その zip ファイルに名前を指定する必要があります。

図と注釈を含む

選択すると、 描画、 測定、 または他の目に見えるオーバーレイ要
素と共に画像が保存されます。

画像が DICOM と して保存されると、 注釈も保存されます。 注釈
は BMP、 JPEG、 TIFF、 または PNG 形式では保存することがで
きません。 これはモデルタイプには適用されません。

フォルダに表示
（このオプシ ョ ンは E メールで送信する場合は使用不可） 選択す
ると、 エクスポート した画像が保存されたフォルダの中身を示す
Windows Explorer ウィンドウが開きます。

注記 ： このボタンはエクスポート フォルダを指定するまで、 灰色表示になっ
ています。

注記： DICOM 形式の画像をエクスポートする先のフォルダは空にしておかな
ければなりません。
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DICOMDIR をエクスポートするには、 以下のステップに従います ：

1 Ctrl を押しながらクリ ッ クして、 エクスポート したい画像を選択します。

2 エクスポートアイコングループから、 を選択します。

DICOMDIR エクスポートウィ ンドウが開きます。

3 あて先フォルダフ ィールドで、 以下のいずれか 1 つを行います ：

• 画像をエクスポート したいフォルダのフルパス名を入力します。

• をクリ ッ クしてフォルダを参照します。

4 エクスポート したデータが保存されているフォルダの内容を表示するには、 フォルダに表示

を選択します。

5 エクスポート をクリ ッ クします。

ボリュームコンバータを使用して 3D 画像をエクスポートする

ボリュームコンバータを使用して、 別の形式で 3D ボリュームをエクスポート します。

3D ボリュームをエクスポートするには以下のステップに従います ：

1 ボリュームを選択します。

2 それを右クリ ックして、 コンバート先を選択します。

ボリュームコンバータウィンドウが表示されます。

このウ ィ ン ド ウで使用可能なオプシ ョ ンの使用に関する情報は、 CS 3D Imaging ユーザー

ガイ ド を参照して く ださい。

ド ラ ッグアンド ドロップを使用して画像をインポート /エクスポート
する

専用のインポー ト およびエクスポー ト 機能に加えて、 ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プは CS Imagingへ画像

を コ ピーしたり コ ピーを取り出す迅速な方法です。ド ラ ッグアン ド  ド ロ ップ  は、開いた 2 つのソ フ 

ト ウェ アアプ リ ケーシ ョ ンの間で項目を コ ピーする方法を説明した一般的な用語です。

ド ラ ッグアンド ドロップを使用すると以下の操作が可能です ：

注記 ： 選択したフォルダは空でなければなりません。

注記 ： このボタンはエクスポート フォルダを指定するまで、 灰色表示になっ
ています。

注記 ： ボリュームコンバータを使用して画像をエクスポートするには、 コン
ピュータに  CS 3D Imaging がインス  ト  ールされている必要があり  ます。
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• 画像のフォルダからインポート。 ｢ド ラ ッグアンド ドロップを使用して画像をインポート

する｣を参照して ください。

• 画像を JPEG ファイルと してフォルダへエクスポート。 ｢ド ラ ッグアンド ドロップを使用

して画像をエクスポートする｣を参照して ください。

• Microsoft Office ドキュ メン トへ画像を追加。

• 画像を E メールに添付。

ド ラ ッ グアン ド ド ロ ッ プを使用するには、 ソース と あて先のアプ リ ケーシ ョ ンの両方がデス ク

ト ッ プ で は っ き り と 見 え る よ う に 確 認 し 、 次 に CS Imaging の画像フ ァ イルなどのアイテ

ムをク  リ  ッ  ク  して、  あて先のアプリケーシ  ョ  ンのウ  ィ  ン  ドウにド  ラ  ッグします。

あて先のアプリケーシ ョ ンがド ラ ッグアン ド ド ロ ップをサポートする場合、 マウスボタンをリ

リースすると、 画像は JPEG 画像としてそのアプリケーシ ョ ンウィ ンドウにドロップされます。

ド ラ ッグアンド ドロップを使用して画像をインポートする

画像を ド ラ ッグアン ド ド ロ ッ プ し て、画像を以下のフ ァ イル形式の 1 つでCS Imaging にインポー 

ト できます。

• DICOM

• BMP

• JPEG

• TIFF

• PNG

• STL

• PLY

また、 Microsoft Office ドキュ メン トやテキスト ファイルなど、 他のサポート されているファイル

患者履歴にドラ ッグアンド ドロップすることもできます。 これらのドキュ メン トの 1 つを患者履

歴で開けると、 ドキュ メン トは関連するソフ トウェアアプリケーシ ョ ンで開きます。

画像を CS Imaging にド  ラ  ッグアン  ド  ド  ロ  ップするには、  以下のステップに従います  ：

1 Windows Explorer を起動してインポート したい画像が含まれるフォルダを開きます。

2 Windows Explorer と CS Imaging ウィ  ン  ドウを必要に応じてサイズ変更するこ  とによりデ

スク ト ップに表示されるようにして く ださい。

3 Windows Explorer で画像ファイルをクリ ッ クして、 マウスボタンを押し下げたままでマウス

ポイン  ターを患者履歴 （患者ブラウザおよびダッシュボード） ま た は 画像ギャ ラ リー 
（画像表示ワークスペースおよび暗室モード ） の上に CS Imaging でかざ し ます。

マウスポインターが  に変わりコピーができることを示します。

4 リ リースすると、 画像をドロップします。
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ド ラ ッグアンド ドロップを使用して画像をエクスポートする  

患者履歴 （患者ブラウザおよびダッシュボード） または画像ギャラリー （画像表示ワークスペー

スおよび暗室モード） から Word などの Microsoft アプリケーシ ョ ンに画像をド ラ ッグアンド ド

ロップします。

これ以外にエクスポートオプシ ョ ンをもっと使用して画像をエクスポートする必要がある場合、

｢画像をエクスポートする｣を参照して ください。

画像をエクスポートするには、 以下のステップに従います ：

1 患者履歴または画像表示ワークスペースで、 次のいずれかを行います ：

• MIcrosoft Office ドキュ メン トにエクスポートするにはコピーしたい画像をクリ ックして

開いている Microsoft Office アプリケーシ ョ ンにド ラッグします。

• 画像を E メールに添付するには、 E メールアプリケーシ ョ ンを開いて新しい E メールを

作成します。 患者履歴または画像表示ワークスペースで、 コピーしたい画像をクリ ック

して開いている E メールにド ラ ッグします。

• コンピュータのフォルダに画像をエクスポートするには、 Windows Explorer を開いてあ

て先フォルダを表示します。 患者履歴または画像表示ワークスペースで、 エクスポート

したい画像をクリ ックして開いている Windows Explorer ウィンドウにド ラ ッグします。

画像を文書にドロップする準備ができるまでマウスボタンから手を離さないで ください。画像

をド ラッグすると、 マウスポインターが に変わります。

2 マウスポインターをあて先ドキュ メン トの上に置いたら、 マウスボタンを離して ください。

選択された画像がフォルダに JPEG ファイルと してドロップされます。

重要 ： 画像を ド ラ ッグアン ド ド ロ ップすると、 あて先アプリケーシ ョ ンで
JPEG ファイルに変換されます。

注記 ： ド ラ ッグアンド ドロップ操作中に、 マウスポインターが  に変わる
場合、 画像をドロップしよう と しているアプリケーシ ョ ンはこの方法で画像
ファイルを処理できないことを意味します。

注記 ： 
• E メールアプリケーシ ョ ンがド ラッグアンド ドロップに対応している場合、

画像は JPEG 添付ファイルとして E メールに添付されます。
• この方法は、 ウェブベースの E メールアプリケーシ ョ ンには使用できません。

注記 ： 画像フ ァ イルのための JPEG フ ァ イル名は、 CS Imaging で使用される
内部のフ ァ イル名です。
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放射線ログを使用する

CS Imaging で取得するすべての画像に対し て患者および照射データ （放射線ログは各 X 線画像で患

者が受ける計算線量を含む） を記録し ます。 放射線ログは使用前に基本設定ウィ  ン  ドウでアクテ 

ィ ブにする必要があり ます。 ｢ CS Imaging の基本設定を設定する｣を参照して く ださい。

以下で放射線ログに保存された情報を検索できます。 47 ページ の｢画像表示ワークスペースまた

は暗室モードで画像を保存する｣を参照して ください。

放射線ログに記録される情報

• 画像取得日

• 患者名

• 生年月日

• 患者の妊娠

• 画像タイプ （口腔内、 パノ ラマ、 頭部計測）

• 最終 X 線撮影画像の日付

• 画像取得システム名

• 治療情報

• 取得画像の KV 設定

• 取得画像の mA 設定

• 取得画像の照射時間 （ミ リ秒）

• 取得画像の計算線量

2 つのケースがあります :

線量情報 （画像に存在する）

以下の画像タイプの Carestream Dental の X 線システムを使用する場合、 線量が自動的に計算さ

れます ：

• セファロ

• パノ ラマ

• 3D （線量は読み取りのみ可能）

画像取得データ （画像には線量がありません）

口腔内画像の場合、放射線ログに追加するために画像取得データを入力する必要があります。 ソフ

トウェアはログのための追加情報を要求します。このデータが提供されない場合、リマインダウィ

ンドウが表示されて、 このデータの提供をプロンプ ト表示します。 必要な情報が入力されるまで

このウィンドウを終了できません。
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DICOM を使用する

DICOM の相互運用性は画像だけでな く  DICOM および PACS からの開業医のワークと分析を保

存および検索する能力を提供します。

検索オプシ ョ ン

画像は患者名および患者 ID によって検索でき、また詳細オプシ ョ ンによって特定の日付検索が可

能です。

詳細検索オプシ ョ ンを開くには、 画像の下の赤いハイライ ト表示された矢印をクリ ックします。

注記： 口腔内 X 線システムの場合は、手動で線量を計算する必要があります。

注記： 画像取得中に画像が拒否される場合は、放射線ログが更新されません。

画像がある患者から別の患者に割り当てられる場合、 放射線ログは更新され

ません。

注記 ： これらにイベン トは手動で追跡します。



CS Imaging ユーザーガイド (SMA23_ja) - Ed05 113

必要とする画像が見つかったら、 ダウンロードを開始するためにそれをダブルクリ ッ ク します。

ダウンロードの状態は青色の進捗バーで表示されます。2D 画像では、ローカルおよびリモート画

像を表示できます。
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9 CS DICOM を使用する

DICOM を使用する

本章では、DICOM の相互運用性を学びます ：獲得した画像を CS 画像取得から  DICOM 経由で受け

取り、 DICOM サーバー (PACS) から画像をクエリおよび検索し、  DICOM サーバーへ画像を転送

する能力を提供し ます。

DICOM サーバーおよびク ライアン ト構成

DICOM モジュールの構成方法の詳細は CS Imaging 8 インス  トールガイ  ド  をご覧  く  ださい。

DICOM での画像を作業する

画像を受け取る

CS DICOM サーバーおよび CS 画像取得を正し く 構成する と、 取得した画像と臨床作業をCS 画像取

得から  DICOM 経由で受け取る こ とができます。 受け取った画像はローカルリポジト リ に 保 存 さ

れ ま す 。  CS Imaging 8 は画像を SOP クラスで制限した  Store SCU から受け取るこ  とがで

きます。サポー  ト  される  SOP ク ラスの詳細は CS Imaging DICOM コンフ  ォーマンスステー  ト  メ 

ン  ト  を参照して  く  ださい。

クエリ

クエリするには、 以下のステップに従います。 グローバル検索は患者名で行う こ とができます。
非 DICOM バージ ョ ンと比較して、 ユーザーは Enter を押すか、 または拡大鏡ボタンを使用して

クエリを ト リガーします。PACS オブジェク トのサムネイルのリフレッシュは次の場合のみです：
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1. 患者名をクリ ックします。

2. リフレッシュボタンをクリ ックします。

詳細オプシ ョ ンによって特定の検査日付およびモダリテ ィ、 アクセス # （番号） および患者 ID が

可能です。 詳細検索オプシ ョ ンを開くには、 画像の下の検索バーの右側のイラス ト レート された
矢印をクリ ックします。 必要な基準を入力するかまたはクリ ックして検索を押します。

検査日付エリアで、｢本日｣を選択すると、グレイアウト した｢ From ｣および｢ to ｣検索フ ィールドに

上で示した現在の日付の間の現在の患者に適用される患者画像のみが返えされます。 ドロップダ
ウン検査日付リス トに含まれる他の検索オプシ ョ ンには、 昨日、 最新の７日間、 およびカスタム
があります。

患者リスト

検索結果が表示されると、 非 DICOM バージ ョ ンと比較して、 2 つのソースからの結合した結果

で表示される患者リス トが最初に表示されます ： ローカルリポジ ト リおよび PACS。 組み合わせ

は患者 ID に基づきます。

本日の患者

プ リ フ ァ レンスで有効にされた｢ス ター ト ア ッ プ時の患者リ ス ト の表示｣によ って、
CS Imaging が起動するたびに、 本日検査された患者リ ス トが表示されます。 この機能を無効にす

るには、 プ リ フ ァ レンスの｢サービス｣タ ブで｢ス ター ト ア ッ プ時の患者リ ス トの表示｣を非選択にし 

ます。

注記 ： 詳細検索では、 患者名には検索バーのみが使用されます。 詳細
検索では、 非 DICOM バージ ョ ンと比較して、 検査日付でソートでき
ます。

重要 ： 最初の 200 患者のみが表示されます。
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ギャラリ

検索結果が表示されると、 非 DICOM バージ ョ ンと比較して、 2 つのソースからの結合した結果

で表示される画像リストが表示されます ： ローカルリポジト リおよび PACS。

表 1： 
画像 説明

検査日付

ダウンロードアイコンはこの画像が 

PACS から検索できることを示します

検査日付時刻

モダリテ ィ

ボリュームまたは断面を示す画像の 

同じシリーズ

PACS からの更新を獲得するリフレッ

シュボタン

画像がローカル画像リポジ ト リおよび
検索している PACS で利用可能であ

ることを示します。
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画像を取得する

ダウンロードサムネイルをダブルクリ ッ クまたは右クリ ッ クして画像を検索します。 画像はロー
カルリポジ ト リに検索されます。進捗バーが検索ステータスを表示します。（画像の検索は使用す
る PACS および画像サイズまたはボリュームに直接基づかない場合があります。）検索がダブルク

リ ックによって ト リガーされた場合は、 画像がイメージビューアに自動的に表示されます。

DICOM で画像を転送する 

CS Imaging 8 は画像を DICOM サーバーへ転送できます。 さ まざまな画像の手動転送を実行する

ための  CS Imaging 8 の構成の詳細は CS Imaging 8 インス  トールマニュアルをご覧くだ さ

い 。

重要 ： ｢PACS 専用｣と して表示された画像は検索できません。
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DICOM を使用して画像を転送するには、 以下のステップに従います ：

1. 画像またはサムネイルを右クリ ックして、 DICOM 転送を選択します。

2. オプシ ョ ンを選択して、 転送開始を押します。

注記： DICOM 転送は以下の画像タイプには使用できません：FMS、Model
(STL/PLY)、 CAD、 スク リーンシ ョ ッ ト、 テクニカルフ ァイル、 非分類。
画像タイプの詳細は｢歯列弓フ ィルタを使用する｣を参照して ください。

注記 ： ｢プレゼンテーシ ョ ン用｣または｢両方｣を選択すると、 新しい画像
が適用された処理とともに転送されます。
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進捗バーが転送ステータスを表示します。

保存と  DICOM 転送

DICOM は 2D 画像の保存時にも使用できます。 保存と  DICOM と転送をクリ ックすると、 画像が

保存され、 DICOM サーバーに転送されます。

重要 ： ある種の PACS に歯像を転送中、 画質は減少する可能性があり
ます。
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DICOM ト ランザクシ ョ ンログを管理する

DICOM ト ランザクシ ョ ンログには検索や保存などのト ランザクシ ョ ンのステータスが表示され

ます。 これによって、 失敗したト ランザクシ ョ ンのリ ト ライや日付によるステータスのチェ ッ ク
が可能です。 DICOM ト ランザクシ ョ ンオグを管理するには、 以下のステップに従います ：

1. ダッシュボード画面のログモニターアイコンの右上隅をクリ ックして DICOM ト ランザクシ ョ

ンログにアクセスします。 これは下の赤色で表示されています。

2. フ ィルタはステータスおよび日付で並べ替えでき、 失敗したト ランザクシ ョ ンを選択およびリ

ト ライできます。
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例えば、 すべての失敗してト ランザクシ ョ ンを表示するには、 失敗をステータスドロップダウン
リス トで選択します。

3. 失敗したト ランザクシ ョ ンを選択してリ ト ライを押します。

4. すべてのアクシ ョ ンが完了したら、 右上隅お X をク リ ッ ク して ト ランザクシ ョ ンログを終了

ます。
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10 CS Imaging の基本設定を設

定する

基本設定ウィンドウは  アイコンをクリ ッ クするとアクセスでき、 以下の一連の 

CS Imaging の設定を構成する こ とができます。

｢全般設定｣

｢イ メージングの設定｣

｢ 3D ビュー設定｣

｢基本設定の保存｣

｢画像処理の設定｣ :

• ｢ RVG 処理の設定｣
• ｢パノ ラマ画像処理の設定｣
• ｢頭部計測画像処理の設定｣
• ｢ CR 口腔内画像処理の設定｣
• ｢ CR パノラマ画像処理の設定｣
• ｢ CR 頭部計測画像処理の設定｣

｢印刷設定｣

｢テンプレート設定｣

｢放射線ログ設定｣

｢ DICOM 設定｣

｢サービス設定｣

重要 ： 基本設定ウィ ンドウが開いている場合、 ソフ トウェア内のその他のタ
スクを実行することはできません。 最初にキャンセルまたは OK をクリ ッ ク
して終了する必要があります。
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一連の基本設定を終了した場合、 以下のオプシ ョ ンがあります ：

• 別の基本設定アイコンをク リ ッ ク して変更を継続します。 変更は保持されていますが、

まだ保存されていません。

• OK をクリ ッ クすることにより、 変更を保存して基本設定ウィンドウを閉じます。

• キャンセルをクリ ックすることにより、未保存の変更をキャンセルして基本設定ウィンド

ウを閉じます。

全般設定

CS Imaging の全般設定を行う には、 以下のステ ッ プに従います ：

1 システムアイコンで  をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリ ックします。

3 以下の設定を構成します。

4 OK をクリ ッ クしてウィ ンドウを閉じ、 変更を保存します。

言語 ドロップダウンリス トから、ソフ トウェアで使用する言語を選択します：

ヘルプに使用する言語 ドロップダウンリス トから、  を CS Imaging でク  リ  ッ  クすると表
示される情報の中から、 言語を選択します。

担当歯科医の名前 テキスト フ ィールドの横の をクリ ックし、 担当歯科医の名前の詳細
を入力します。

ステーシ ョ ン名 ワークステーシ ョ ン名を入力します。

部門名 部門名を入力します。

機関名 をクリ ックして機関名を選択します。

プラクテ ィスロゴ
画像枠をクリ ッ クして、 プラクテ ィスロゴの画像ファイルについてコン
ピュータで参照します。 このロゴは印刷された画像上に表示されます。
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イメージングの設定

これらの基本設定により、 画面で画像が表示される方法およびソフ トウェアが起動したときに表

示される内容をコン ト ロールするパラメータを設定することができます。

イ メージング設定を構成するには以下のステップに従います ：

1 システムアイコンで  をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリ ックします。

3 以下の設定を構成します。

4 OK をクリ ッ クしてウィ ンドウを閉じ、 変更を保存します。

画像オーバーレイカラー 画像のためにテキスト情報オーバレイのカラーを選択します。

歯式方式 ADA （米国） または FDI （欧州） のいずれかを選択します。

内側から外側を見る ：

選択して、 患者の口の内側から見る X 線画像をすべて見ます。

画面の画像の左側が患者の左側に対応します。

このオプシ ョ ンが選択されないと、 画面の画像の左側が患者の右側に
対応します。 患者の頭の右側の臼歯が画面の左側に表示されます。

青色フ ィルタ ：
すべての画像に青色の色合を適用し、 画像が従来の X 線画像の外観に
なります。

テストパターンの
モニター

選択し て、 ある特定の日に、 CS Imaging を初めて起動したテス トパ
ターンを見ます。

テストパターンを使用して、 放射線画像を正し く レンダリングするよ
うに、 コンピュータのモニターのキャリブレーシ ョ ンを行います。

画像にブランドロゴの
表示

選択すると、 画像表示ワークスペースまたは暗室モードで画像を表示
した時の、 装置のブランドのロゴを表示します。

線量計を新し く取得され
た画像に表示

使用可能な場合は、 選択して新たに取得した画像の線量値を見ます。

注記 ： 新しい画像が保存されると、 線量インジケータは画像オーバレ
イに表示されな く なります。 ｢画像情報ウィ ンドウを表示します｣を参
照して ください。

画像にキャリブレーシ ョ
ンインジケータを表示

選択して画像のキャリブレーシ ョ ン画像を見ます。｢システムが作り出
す画像のオーバーレイ｣を参照して ください。

すべての警告メ ッセージ
をリセッ ト

このボタンを選択して、 すべての警告メ ッセージの設定をリセッ ト し
ます。

デフォルトプログラムの
選択

CS モデルで、 CS Restore、 CAD および  3D ファイルについては、 
デフ  ォルトのプログラムを選択して、  ド  ロ  ップダウンリス  トか
らこれらのフ  ァ  イルを開きます。
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3D ビュー設定

3D ビュー設定で、 以下の設定を構成して性能を最適化できます :

• 3D レンダリング優先度を設定します。

• シェーディングを可能にします。

• レンダリング技術を選択します。

3D 基本設定を設定するには、 以下のステップに従います ：

1 システムアイコンで  をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリ ックします。

3 以下の設定を構成します。

4 適用、 次に OK をクリ ックして、 ウィ ンドウを閉じ、 変更を保存します。

注記 ：  アプリケーシ ョ ンを再起動すると、 変更が適用されています。

ソフ トウェア性能の優先度を
設定するには

レンダリング優先度を選択します ：

• 高速度用のレンダリング速度。

• 中間速度用の速度/品質バランス。

• 低速度だが良品質画像用のレンダリング品質。

3D ビュー画面でシェーディ
ングをアクテ ィブまたは非ア
クテ ィブにするには

シェーディングをクリ ックします。
注記 ：最良の画像結果を得るためには、 必ずシェーディングを
選択して ください。
スクリーンシ ョ ッ ト を撮影するには。

コンピュータ性能にマッチ

する 3D レンダリングオプ

シ ョ ンを選択するには

所望するレンダリング技術から以下の内の 1 つを選択しますド

ロップダウンリスト :

強化ハードウェアにより加速するレンダリング
ソフ トウェアレンダリング
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基本設定の保存

保存基本設定を設定するには、 以下のステップに従います ：

1 システムアイコンで  をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリ ックします。

3 以下の設定を構成します。

OK をクリ ッ クしてウィ ンドウを閉じ、 変更を保存します。

画像処理の設定

画像処理の設定はこれらの別のタブで表示されます ：

• ｢ RVG 処理の設定｣

• ｢パノ ラマ画像処理の設定｣

• ｢頭部計測画像処理の設定｣

• ｢ CR 口腔内画像処理の設定｣

• ｢ CR パノラマ画像処理の設定｣

• ｢ CR 頭部計測画像処理の設定｣

画像の修正を自動的に
保存

画像に変更や修正を行う ことを選択すると、 画像は、 その作業中に自動
的に保存されます。

新しい画像を自動的に
保存

新しい画像を手動による許可なしで保存されるように選択します。

このオプシ ョ ンは新規に取得された画像のみに適用され、 インポート さ
れた画像には適用しません。

デフォルト分析を自動
的に開く

患者記録を最後に閉じた時の表示が、 画像表示ワークスペース同じ患者
記録に自動的に現れなければならないように選択します。

このオプシ ョ ンが選択されていないと、 画像表示ワークスペースを開い
たときにどの患者の画像も表示されません。

自動的に画像のコピー
の保存

患者の画像を作成、 修正、 インポートするために、 患者の画像ディ レク
ト リ内のサブフォルダーとしてコピーが作成されるように選択します。

また、 画像のコピーのためのファイル形式を選択できます。
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RVG 処理の設定 

 処理の設定で、 RVG 処理の設定を設定できます。

画像取得基本設定

画像取得の設定

シンクロリンクがインス
トール済み

CCX シンクロ・リンクと タイマーをインストールするように選択します。
シンクロタイマがオンとなり照射がいつでも可能な場合、 画像取得アイ
コンは永久的に緑色に表示されます。

同期化リンクを使用する場合、 特定のハードウェアに適切なステップに
従います ：

• RVG5 センサーをご使用の場合、 CCX リンクはコンピュータの RVG
USB ボックスまたは RVG PCI カードに直接プラグインします。

• RVG 5x00 または RVG 6x00 センサーをご使用の場合、 CCX リンクは
コンピュータの USB ポートのうちの 1 つに接続します。 X 線ジェネ
レーターとコンピュータの間に特定の CCX デバイスをインストール
し、 USB へのリンク  形式を変換する必要があります。

いったんCCX ハー ド ウェ アがインス ト ールされてオプシ ョ ンが選択される
と、CS Imaging に以下の変更が施されます。

• RVG X 線アイコンが緑色に設定されます。
• RVG 画像取得は Ｘ  線により起動されます。 コンピュータの画像ウィ

ンドウ。
• RVG5x00/6x00 センサーをクリ ックすると、FMS を使用していない限

り、キャプチャされた画像の方向を変更できます。このボタンをクリ ッ
クすると、 アクテ ィブセンサーも変わります。

RVG Ultimate+ センサーを
手動接続するボタンを表示

このオプシ ョ ンを選択すると、追加ボタンを使用できるようになり、RVG
Ultimate+ センサーをコンピュータに接続できます。

RVG5

ドロップダウンリストから、以下のオプショ ンの内の 1 つを選択します ：

高解像度 (HR): これは RVG5 センサーのデフォルトのモードです。 最大
限のディテールで画像を取得するのに使用されます。

高感度 (HS): この設定は画像をより少ないディ テールで取得しますが、
必要 Ｘ 線量もより少ないので、 妊婦や小さな子供に推奨されます。

RVG シンクロファイルの
ためのネッ トワーク共有
フォルダパス ：

RVG シンクロファイルを保存するために使用される場所を設定します。

 をクリ ックして、 異なる場所を参照し選択します。

シャープネスフ ィルタ

画像のディテールで、 コン ト ラス トが向上するように選択します。

注記 ： シャープネスフ ィルタのオプシ ョ ンは、 フ ィルタの組み合わせを
適用する場合は、 画像上で無効になります。 ｢ヒス トグラムを使用する｣
を参照して ください。

解剖学的モード

ドロップダウンリストから、以下のオプシ ョ ンの内の 1 つを選択します：

ペリオ : 歯周組織表示を最適化します。

エンド ゥ : 管および歯根を表示するためのコント ラスト値を最適化します。

象牙質エナメル質堺 ： 更に高い放射線不透過性組織 （歯冠、 エナメル象
牙質接合部および歯根） のコン ト ラス ト値を強く強調します。 このモー
ドはカリエスまたは患部を明瞭に表示します。
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画像処理設定

こ こで使用可能なオプシ ョ ンは、システムに接続されている RVG 画像取得ハー ド ウェ アに従い変化

します。  これまでに  CS Imaging ソフ  ト  ウェアを画像分析ツールと  して使用していた場

合、 これらの設定は自動的に CS Imaging に保管されます。

コン ト ロールパネル｢画像処理ツールを使用する｣を参照して く ださいの画像処理ツールを使用し

て、 RVG 画像の画像取得後のコン ト ラス ト設定を調整することもできます。

パノ ラマ画像処理の設定

 この処理タブを使用して （個々の画像にフ ィルタを適用する代わりに） パノ ラマ画像取得

のためのデフォルト設定を構成します。

RVG Access II /RVG Ultimate II

ドロップダウンリストから、以下のオプシ ョ ンの内の 1 つを選択し
ます ：

• 6500 コン ト ラス ト

• 最適化コン ト ラス ト とシャープネス
• より高いシャープネス
これらのオプシ ョ ンは、RVG センサーの処理構成と同様でなければ
なりません。

RVG Element/RVG Ultimate+ ドロップダウンリストから、適切なシャープネスフ ィルタの強度を
選択します。

RVG Exclusive のお気に入りの
選択およびカスタマイズ  をク  リ  ッ  ク  してCS Adapt Library から、  お気に入りの

フ ィ ル タ を 構 成 、  選 択 し ま す 。

シャープネスフ ィルタ

画像のディテールで、 コン ト ラス トが向上するように選択します。

注記： シャープネスフ ィルタのオプシ ョ ンは、 フ ィルタの組み合わせを適
用する場合は、 画像上で無効になります。 ｢ヒス トグラムを使用する｣を参
照して ください。

シャープネスフ ィルタの
強度

ドロップダウンリストから、適切なシャープネスフ ィルタの強度を選択し
ます。

イーサネッ ト ・パノ ラマ画像を扱う場合は、このオプシ ョ ンを使用します。

コン ト ラス トモード

ドロップダウンリストから、 以下のオプシ ョ ンの内の 1 つを選択します ：

• リニア : より柔らかいトーンで画像を表示します （鋭いコン ト ラス ト
なし）。

• 最適化されたコン ト ラス ト ： コン ト ラス ト を最適化し、画像のディテー
ルをシャープにします。

• 強力なコン ト ラス ト ： 強力な最適化されたコン ト ラス ト を適用します。

お気に入りの選択および
カスタマイズ  をク  リ  ッ  ク  して  CS Adapt Library から、  お気に入りのフ  ィルタ 

を構成、 選択し ます。
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頭部計測画像処理の設定

 この処理タブを使用して （個々の画像にフ ィルタを適用する代わりに） 頭部計測画像取得

のためのデフォルト設定を構成します。

画像取得の設定

頭部計測画像 True Size キャリブレーシ ョ ン

CR 口腔内画像処理の設定 

 処理の設定で、 CR 口腔内の画像取得デフォルト を設定できます。

コン ト ラス トモード

ドロップダウンリストから、以下のオプシ ョ ンの内の 1 つを選択します：

• リニア : 画像強化フ ィルタなしで画像を表示します。
• 最適化されたコン ト ラス ト ：コン ト ラス ト を最適化し、画像のディテー

ルをシャープにします。
• 骨密度 ：骨密度の分析のためにコン ト ラス ト を最適化します。
• エッジ ： エッジを識別するためにコン ト ラス ト を最適化します。

骨密度フ ィルタの強度
パノラマ画像取得装置の中には、骨密度フ ィルタの強度を選択する必要が
あるものもあります。

エッジフ ィルタの強度
パノラマ画像取得装置の中には、エッジフ ィルタの強度を選択する必要が
あるものもあります。

お気に入りの選択およびカ
スタマイズ  をク  リ  ッ  ク  して  CS Adapt Library から、  お気に入りのフ  ィルタ

を構成、  選択します。

拡大係数
デフォルトのズーム係数を指定して、頭部計測画像を印刷します。原寸大
サイズには 1 を入力します。

シャープネスフ ィルタ

画像のディテールで、 コン ト ラス トが向上するように選択します。

注記： シャープネスフ ィルタのオプシ ョ ンは、フ ィルタの組み合わせを適
用する場合は、画像上で無効になります。 ｢ヒス トグラムを使用する｣を参
照して ください。

解剖学的モード

ドロップダウンリストから、以下のオプシ ョ ンの内の 1 つを選択します：

• ペリオ : 歯周組織の表示を最適化し、 放射線透過性の組織に含まれる
情報を検索します。 歯周領域のみが効果的に表示されると、 デジタル
画像は一般により白く なります。

• エンド ゥ : グレースケール全域のコン ト ラス ト値を最適化して根管お
よび歯根部のコン ト ラス ト を増強します。 同時に画像全体のコン ト ラ
ス トが良く なります。

• 象牙質エナメル質堺 ：高い放射線不透過性組織 （歯冠、 エナメル象牙
質接合部および歯根） のコン ト ラス ト値を強く強調します。 このモー
ドはカリエスまたは患部を明瞭に表示します。

注記 ： 頭部計測ト レースエディ タを起動するには、 テンプレートの設定タブ
にアクセスします。 ｢テンプレート設定｣を参照して ください。
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CR パノラマ画像処理の設定

 処理の設定で、 CR パノラマの画像取得デフォルト を設定できます。

CR 頭部計測画像処理の設定

 処理の設定で、 CR 頭部計測の画像取得デフォルト を設定できます。

シャープネスフ ィルタ

画像のディテールで、 コン ト ラス トが向上するように選択します。

注記 ： シャープネスフ ィルタのオプシ ョ ンは、 フ ィルタの組み合わせを適
用する場合は、 画像上で無効になります。 ｢ヒス トグラムを使用する｣を参
照して ください。

コン ト ラス トモード

ドロップダウンリストから、 以下のオプシ ョ ンの内の 1 つを選択します ：

• リニア : 画像強化フ ィルタなしで画像を表示します。
• 最適化されたコン ト ラス ト ： コン ト ラス ト を最適化し、 画像のディテー

ルをシャープにします。
• 強力なコン ト ラス ト ： フ ィルタのエッジのシャープネスを増加します。

コン ト ラス トモード

ドロップダウンリストから、 以下のオプシ ョ ンの内の 1 つを選択します ：

• リニア : 画像強化フ ィルタなしで画像を表示します。
• 最適化されたコン ト ラス ト ： コン ト ラス ト を最適化し、 画像のディテー

ルをシャープにします。
• 骨密度 ： 骨密度の分析のためにコン ト ラス ト を最適化します。
• エッジ ： エッジを識別するためにコン ト ラス ト を最適化します。

骨密度フ ィルタの強度
ドロップダウンリス トから、 骨密度を分析するためにデフォルトのコン ト
ラス ト を選択します。

エッジフ ィルタの強度 ドロップダウンリストから、 頭部計測画像のエッジ強調度を指定します。
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印刷設定

CS Imaging 印刷設定を設定するには、 以下のステ ッ プに従います ：

1 システムアイコンで  をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリ ックします。

3 以下の設定を構成します。

4 OK をクリ ッ クしてウィ ンドウを閉じ、 変更を保存します。

印刷テンプレート を選択

画像を印刷する場合、 ドロップダウンリス トから、Film Composer に
適用されるテンプレート を選択します。

注記 ： をクリ ックして、 デフォルトのテンプレート を非選択状態
にする際の、 テンプレートに関する重要な警告を読みます。

印刷ページレイアウト

最適化された印刷レイアウト CS Imaging で、 印刷が自動的に最適化されるよ う に選択し ます。

1 ページあたり  1 画像 ： 別々のページにそれぞれの画像を印刷するように選択します。

印刷 FMS

FMS および各口腔内画像の
印刷 （複数ページ）

各 FMS とそのコンポーネン トの画像を別々のページに印刷します。

FMS を 1 ページに印刷 １ページに FMS を印刷するように選択します。

背景カラーの印刷
ドロップダウンリス トから、印刷されたページの背景カラーを選択し
ます （黒、 白またはグレー）。 デフォルトのカラーは白です。
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テンプレート設定

CS Imaging テンプレート設定を設定するには、 以下のステ ッ プに従います ：

1 システムアイコンで  をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリ ックします。

3 以下の設定を構成します。

4 OK をクリ ッ クしてウィ ンドウを閉じ、 変更を保存します。

FMS テンプレートのパス  をクリ ックして、 FMS テンプレート ファイルの保管場所を変
更します。

FMS 画像の比率

FMS テンプレート内での画像の表示方法についてのデフォルト設
定を構成するように、 以下のオプシ ョ ンのうち 1 つを選択します。

• フレームの画像を広げる
画像を広げてフレームに合わせます。 より大きなセンサー /CR 
プレート用のフレームに画像を取得するためにより小さなセン
サー /CR プレート を使用する場合、 歪んだ解剖外観になる場合
があります。

• 相対サイズ比例
ウィンドウサイズに合わせて画像を拡大 ・ 縮小します。 本オプ
シ ョ ンはセンサ /CR プレートの相対サイズで取得された画像を
表示します。 フレームに画像を伸縮オプシ ョ ンが選択されてい
る場合、 FMS が実際より小さ く表示される場合があります。

FMS エディ タ
ク リ ッ クすると、 FMS エディ タが開いて、 既存のテンプレートの
管理、 テンプレートの作成が可能になります。 ｢ FMS を使用する｣
を参照して ください。

CEPH ト レーステンプレート
のパス

をク リ ッ クして、 頭部計測ト レースのテンプレート フ ァイル
の保管場所を変更します。

ト レースエディ タ

ク リ ッ クすると、頭部計測ト レースエディ タが開いて、自動ト レー
スのカスタマイズとご自身の頭部計測ト レースのテンプレート を
定義できます。 ｢ ト レースエディ タを使用する｣を参照して く だ
さい。

カスタムプリセッ トパス をク リ ッ クして、 カスタマイズされたプリセッ ト フ ァイルの
保管場所を変更します。

お気に入りプリセッ トパス をク リ ッ クして、 お気に入りプリセッ ト フ ァイルの保管場所
を変更します。
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放射線ログ設定

CS Imaging 放射線ログ設定を設定するには、 以下のステ ッ プに従います ：

1 システムアイコンで  をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリ ックします。

3 以下の設定を構成します。

4 OK をクリ ッ クしてウィ ンドウを閉じ、 変更を保存します。

放射線ログをアクテ ィ
ベート します ：

放射線データのログ記録を開始するためのチェ ッ クボッ クスを選択し
ます。

口腔内ジェネレータ
口腔内ジェネレータをドロップダウン ・ リス トから選択するか、ご自身の
ジェネレータを作成します。隣のフ ィールドで、キロボルトおよびミ リア
ンペアでジェネレータタイプと画像取得線量計の値を指定します。

パノ ラマジェネレータ
パノラマジェネレータをドロップダウン ・ リストから選択するか、 ご自身
のジェネレータを作成します。 隣のフ ィールドで、 キロボルトおよびミ リ
アンペアでジェネレータタイプと画像取得線量計の値を指定します。

頭部計測ジェネレータ
頭部計測ジェネレータをドロップダウン・ リス トから選択するか、ご自身
のジェネレータを作成します。隣のフ ィールドで、キロボルトおよびミ リ
アンペアでジェネレータタイプと画像取得線量計の値を指定します。

パス
放射線ファイルの場所を指定します。 これはローカルフォルダまたは
共有フォルダであり得ます。

放射線ログをすべてエ
クスポート します

クリ ッ クすると、 放射線ログ全体を指定された .csv ファイルにエクス
ポート します。 .csv ファイルを開けると、 Microsoft Excel のようなスプ
レッ ドシートで見ることができます。
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DICOM 設定

CS Imaging DICOM 設定を設定するには、 以下のステ ッ プに従います ：

1 システムアイコンで  をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリ ックします。

3 以下の設定を構成します。

4 なんらかの変更が行われた場合、 適用をクリ ックして、 OK をクリ ッ クし、 ウィ ンドウを閉

じて変更を保存します。

CS DICOM サーバーの接
続に失敗

DICOM サーバーの IP アドレスおよび Web サーバーポート接続パラ
メータを構成し、 確認をクリ ックして接続を確定します。

クエリ /検索元
クエリ/検索ドロップダウンリス トからソースを選択します。 （PACS
からのローカル画像およびクエリ /検索画像でな く、 ローカル画像の
みで作業したい場合は、 ｢ローカルリポジト リ｣を選択します。）

画像処理
リモート  DICOM サーバーが X 線 3D Craniofacial SOP クラス、クロス
セクシ ョ ンなどをサポート しない場合、 X 線 3D を SC 画像に変換を
チェ ックします。
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サービス設定

CS Imaging のサービス設定を行う には、 以下のステ ッ プに従います ：

1 システムアイコンで  をクリ ッ クします。

基本設定ウインドウが表示されます。

2  をクリ ックします。

3 インプッ トサービスのパスワードを入力します。

サービスは歯科医専用で、 以下の患者と共有してはならないパスワードによって保護されて
います ： 2748。

全般設定が表示されます。

4 以下の設定を構成します。

5 OK をクリ ッ クしてウィ ンドウを閉じ、 変更を保存します。

画像のローカライズ
選択すると、コンピュータの画像の位置を知ることができます。｢画像ファ
イルを検索する｣を参照して ください。

起動時に患者リスト を
表示

スタンドアロンモードでソフ トウェアを開けると、患者リスト を患者ブラ
ウザで見ることができるように選択します。

このオプシ ョ ンが選択されていないと、 患者リストは空のままです。

患者カードおよび画像
を削除可能

患者カードおよび画像を削除できるように選択します。 ｢患者カードを削
除する｣を参照して ください。

重要 ：患者カードおよび画像は永久に削除され、データの回復を行わない
と、 取り戻すことはできません。 ｢データ リカバリ｣を参照して ください。

画像を他の患者に指定
可能にする

ユーザーが画像を別の患者に割り当てることを許可する場合に選択しま
す。｢画像や他のオブジェク ト を別の患者に再び割り当てる｣を参照して く
ださい。
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11 データのバックアップ

データをバックアップするという用語は、 予期しないコンピュータの故障に対する予防措置とし

て安全な場所に重要なデータをコピーすることを意味します。

通常のサービスをできるだけ早く リス トアさせるために、 リカバリプロセス中にバックアップさ

れたデータは修理されたコンピュータの特定の場所にリス トアされます。

データをバッ クアップする

CS Imaging の画像およびデータベースをバッ クア ッ プするには、以下のステ ッ プに従います ：

1 CS Imaging コ ミ ュ ニ テ ィ 内 の コ ン ピ ュ ー タ に 入 り ま す 。

2 Windows システムト レイで  をクリ ッ クします。

モニターパネルが表示されます。

3 CSDM Lite を、 次に構成を取得を選択します。

4 モニターパネルに用意された CSDM Lite アーカイブルートパスをコピーします。

5 アーカイブルートパスを Internet Explorer に貼り付け、 バックアップメディアにアクセスする

ために Enter を押します。

データ リカバリ

予期しないコンピュータの故障や機能不良の場合、 データ リ カバリはバッ クアップされている

データを修復されたコンピュータの特定の場所にリス トアするプロセスで、 通常のサービスをリ

ス トアします。

このような状況に直面した場合、 お近くのサポート代理店に連絡してデータ リカバリで技術的な

支援を受けて ください。

重要： CS Imaging データのすべてを定期的にバッ クア ッ プする必要があります。 
これについて技術的な支援を必要とする場合、 最寄りのサポー ト代理店に連絡し
て く ださい。

注記 ： すべてのフォルダおよびサブフォルダはバックアップ装置または場所に
バックアップする必要があります。

注記 ： 技術的な問題の後に患者履歴で取得画像を検索できない場合、 コン
ピュータのハードディスクでこれらのフォルダの 1 つで元の画像のリカバリを
行う ことができます。
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CSDM Lite を構成する

概要

CS Imaging は CSDM Lite を通じて画像データベースと患者リ ス ト を管理します。モニターと呼

ばれるアプ リ ケーシ ョ ンで、 CSDM Lite のステータスをチェ ッ クできます。 モニターを使って次の

こ とができます ：

• 再起動 CSDM Lite。

• データベースフォルダーの位置を決定する。

• 別のデータベースフォルダーを選択する。

モニターを開いて CSDM Lite をチェ ックする

コンピュータデスク ト ップのシステムト レイでモニターを開くには、 をクリ ッ クします。

アイコンが表示されない場合は 、 をク リ ックすると非表示のアイコンが現れます。

モニターパネルが表示されます （他のアプリケーシ ョ ンウィ ンドウの後ろに隠れている場合があ

ります）。

CSDM Lite が正し く実行され、 機能していると、 モニターのステータスカラムが緑色に表示され

ます。

CSDM Lite を再開する

CSDM Lite を再起動するには、 以下のステップに従います ：

1 システムト レイの  をクリ ッ クすると、 モニターパネルが表示されます。

2 モニターパネルで、 CSDM Lite をクリ ッ クします。

ボタンのパネルが表示されます。

重要 ： この項は上級レベルのユーザー用です。 詳細は技術担当者にご連絡くだ
さい。
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3 ボタンのパネルで、 再開をクリ ックします。

CSDM Lite は停止して再起動されます。

再開できると、 モニターパネルにメ ッセージが表示されます。

データベース フォルダーの位置を決定する

データベースフォルダーの現在位置を決定するには、 以下のステップに従います ：

1 システムト レイの  をクリ ッ クすると、 モニターパネルが表示されます。

2 モニターパネルで、 CSDM Lite をクリ ッ クします。

ボタンのパネルが表示されます。

3 ボタンのパネルで、 構成を取得をクリ ックします。

モニターパネルにメ ッセージが表示され、 データベース フォルダーの現在位置を知らせます。

別のデータベース フォルダを選択する

別のデータベース フォルダを選択するには、 以下のステップに従います ：

1 システムト レイの  をクリ ッ クすると、 モニターパネルが表示されます。

2 モニターパネルで、 CSDM Lite をクリ ッ クします。

ボタンのパネルが表示されます。

3 ボタンのパネルで、 構成設定をクリ ックします。

フォルダを選択ダイアログボックスが表示されます。

4 フォルダを選択ダイアログボッ クスで、 画像データベースを配置するのに使用したいコン

ピューターのフォルダを探し、 フォルダを選択ボタンをクリ ックします。

システムは再構成され、 モニターパネルにメ ッセージが表示されて、 フォルダの選択を確認
します。
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12 お問い合わせ先

製造元の住所

工場
CS

4, Rue F. Pelloutier, Croissy-Beaubourg

 77435 Marne la Vallée Cedex 2, France

認定代理店

欧州共同体認定代理店

TROPHY
4, Rue F. Pelloutier, Croissy-Beaubourg

77435 Marne la Vallée Cedex 2, France

ブラジルの認定代理店

CARESTREAM DENTAL BRASIL EIRELI 
Rua Romualdo Davoli, 65 

1º Andar, Sala 01 - São José dos Campos

São Paulo - Brazil

CEP （郵便番号） ： 12238-577

EC REP



JAPANESE BACK

SMA23          Ed05           2019-06

C
S 

Im
ag

in
g


	Trophy Imaging v8 取扱説明書
	通知
	目次
	1 このガイドで使用する表記規則
	このガイドで使用する表記規則
	重要なユーザー情報

	2 概要
	Trophy Imaging をお使いになる前に
	3D ボリュームを表示する
	3Dメッシュ・オブジェクトを表示する
	患者ブラウザとダッシュボードの概要
	画像表示ワークスペースの概要
	暗室モードの概要
	画像取得ツールバーを使用して画像を取得する
	アイコングループを使用する
	アイコングループのキーボードショートカット


	3 患者ブラウザとダッシュボードを使用 する
	患者ブラウザとダッシュボードのワークフロー
	アイコンは、患者ブラウザとダッシュボードにあります
	患者ブラウザとダッシュボードでオーバレイが使用できます
	DPMS を使用できない場合に Trophy Imaging を使用する
	スタンドアロンモードで患者データを操作する
	患者カードを作成する
	ピクチャを患者カードに追加する
	患者リストを並べ替える
	患者リストで患者を選択します
	患者カードを削除する
	患者カードを表示する
	患者カードを修正する

	歯列弓フィルタを使用する
	画像を選択する
	画像表示ワークスペースで画像を表示する
	患者履歴の画像や他のオブジェクトを表示する
	コメントを画像に追加する
	画像や他のオブジェクトを別の患者に再び割り当てる
	画像を削除する

	4 画像表示ワークスペースを使用する
	画像のタイトルバーの概要
	画面のオプションを使用する
	画像を整列する
	自動整列を使用する
	手動で画像を整列する

	分析を使用する
	分析を作成する
	分析を編集する
	分析を開く
	分析を削除する


	5 暗室モードを使用する
	暗室モードで使用するツール
	画像のタイトルバーの概要
	ローカライゼーションツールを使ってズームイン/アウトする
	画面のオプションを使用する
	暗室モードを終了する

	6 画像で作業する
	画像表示ワークスペースまたは暗室モードでツールバーを使用する
	描画と注釈ツールバーを使用する
	画像ツールバーを使用する
	共有ツールバーを使用する

	スライドショーでモード画像を表示する
	画像ギャラリーを使用する
	3D インプラントビュー
	画像表示ワークスペースまたは暗室モードで画像を保存する
	画像を削除する
	システムが作り出す画像のオーバーレイ
	線量インジケータについて理解する

	オーバーレイに画像情報を表示する
	画像を強調して診断を補助する
	Alt キーを用いて画像の特性を調整する
	コントロールパネルを使用する
	画像処理ツールを使用する

	カラー画像を調整する
	ヒストグラムを使用する

	描画、測定および注釈
	直線を描く
	マルチポイントライン（ポリライン）を描きます
	フリーハンドで描く
	スプラインカーブを描く
	円を描く
	楕円を描く
	矩形を描く
	ランドマークポイントを追加する
	矢印を描画する
	テキストの注釈を画像に追加する
	下顎管を描画する
	インプラントを追加する
	元に戻す/やり直し機能を使用する
	描画オブジェクトを削除する
	オブジェクトのカラーと線の太さを変える
	オブジェクトの移動とサイズ変更
	オブジェクトを回転する
	スタックオーダーを変える
	測定を使用して、距離と角度を計算する
	ズームツールを使用する
	強調表示ツールを使用する
	カラーツールを使用する
	画像をトリミングする
	等密度ツールを使用する
	密度分析ツールを使用する
	疑似 3D を使用する
	ネガティブ画像を使用する
	頭部計測自動トレースを使用する

	画像をリセットする

	7 FMS を使用する
	事前定義された FMS テンプレートを使用する
	既存の FMS 画像を開く
	画像を FMS に追加する
	FM 保存ウィンドウの構成のディテールをする FMS

	FMS から画像を取り除く
	FMS エディタを使用する
	FMS エディタツールバーボタン
	FMS ツールボックスボタン
	FMS エディタでテンプレートを作成
	既存の FMS テンプレートをカスタマイズする
	画像フレームを挿入する
	1 つのプレビューフレームを挿入する


	8 一般的なイメージング機能
	画像ファイルを検索する
	患者ディレクトリを検索する
	画像情報ウィンドウを表示します
	画像をプリントする
	2D と FMS 画像を印刷
	画像表示ワークスペースのスナップショットを印刷する
	Film Composer を使用する

	画像をインポートおよびエクスポートする
	画像をインポートする
	画像をエクスポートする

	ドラッグアンドドロップを使用して画像をインポート/エクスポート する
	ドラッグアンドドロップを使用して画像をインポートする
	ドラッグアンドドロップを使用して画像をエクスポートする

	放射線ログを使用する
	放射線ログに記録される情報
	線量情報（画像に存在する）
	画像取得データ（画像には線量がありません）

	DICOM を使用する
	検索オプション


	9 Trophy DICOM を使用する
	DICOM を使用する
	DICOM サーバーおよびクライアント構成

	DICOM での画像を作業する
	画像を受け取る
	クエリ
	患者リスト
	本日の患者
	ギャラリ

	画像を取得する
	DICOM で画像を転送する
	保存と DICOM 転送
	DICOM トランザクションログを管理する

	10 Trophy Imaging の基本設定を設 定する
	全般設定
	イメージングの設定
	3D ビュー設定
	基本設定の保存
	画像処理の設定
	RVG 処理の設定
	画像処理設定
	パノラマ画像処理の設定
	頭部計測画像処理の設定
	CR 口腔内画像処理の設定
	CR パノラマ画像処理の設定
	CR 頭部計測画像処理の設定

	印刷設定
	テンプレート設定
	放射線ログ設定
	DICOM 設定
	サービス設定

	11 データのバックアップ
	データをバックアップする
	データリカバリ
	CSDM Lite を構成する
	概要
	モニターを開いて CSDM Lite をチェックする
	CSDM Lite を再開する
	データベース フォルダーの位置を決定する
	別のデータベース フォルダを選択する


	12 お問い合わせ先
	製造元の住所
	工場
	認定代理店



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /AATechfont
    /ABTec2font
    /ACaslonPro-Bold
    /ACaslonPro-BoldItalic
    /ACaslonPro-Italic
    /ACaslonPro-Regular
    /ACaslonPro-Semibold
    /ACaslonPro-SemiboldItalic
    /AdobeArabic-Bold
    /AdobeArabic-BoldItalic
    /AdobeArabic-Italic
    /AdobeArabic-Regular
    /AdobeFangsongStd-Regular
    /AdobeFanHeitiStd-Bold
    /AdobeGothicStd-Bold
    /AdobeHebrew-Bold
    /AdobeHebrew-BoldItalic
    /AdobeHebrew-Italic
    /AdobeHebrew-Regular
    /AdobeHeitiStd-Regular
    /AdobeInvisFont
    /AdobeKaitiStd-Regular
    /AdobeMingStd-Light
    /AdobeMyungjoStd-Medium
    /AdobePiStd
    /AdobeSansMM
    /AdobeSerifMM
    /AdobeSongStd-Light
    /AdobeThai-Bold
    /AdobeThai-BoldItalic
    /AdobeThai-Italic
    /AdobeThai-Regular
    /AGaramond-Bold
    /AGaramond-BoldItalic
    /AGaramond-Italic
    /AGaramondPro-Bold
    /AGaramondPro-BoldItalic
    /AGaramondPro-Italic
    /AGaramondPro-Regular
    /AGaramondPro-Semibold
    /AGaramondPro-SemiboldItalic
    /AGaramond-Regular
    /AGaramond-Semibold
    /AGaramond-SemiboldItalic
    /AgencyFB-Bold
    /AgencyFB-Reg
    /Agenda-Bold
    /Agenda-Light
    /Agenda-Medium
    /Agenda-MediumItalic
    /AharoniBold
    /AkzidenzGroteskBE-Bold
    /AkzidenzGroteskBE-BoldCn
    /AkzidenzGroteskBE-BoldEx
    /AkzidenzGroteskBE-BoldExIt
    /AkzidenzGroteskBE-BoldIt
    /AkzidenzGroteskBE-Cn
    /AkzidenzGroteskBE-Ex
    /AkzidenzGroteskBE-It
    /AkzidenzGroteskBE-Light
    /AkzidenzGroteskBE-LightCn
    /AkzidenzGroteskBE-LightEx
    /AkzidenzGroteskBE-LightIt
    /AkzidenzGroteskBE-LightOsF
    /AkzidenzGroteskBE-Md
    /AkzidenzGroteskBE-MdCn
    /AkzidenzGroteskBE-MdCnIt
    /AkzidenzGroteskBE-MdEx
    /AkzidenzGroteskBE-MdIt
    /AkzidenzGroteskBE-Regular
    /AkzidenzGroteskBE-Super
    /AkzidenzGroteskBE-SuperItalic
    /AkzidenzGroteskBE-XBd
    /AkzidenzGroteskBE-XBdCn
    /AkzidenzGroteskBE-XBdCnIt
    /AkzidenzGroteskBQ-Bold
    /AkzidenzGroteskBQ-BoldItalic
    /AkzidenzGroteskBQ-Italic
    /AkzidenzGroteskBQ-Light
    /AkzidenzGroteskBQ-LightIt
    /AkzidenzGroteskBQ-LightOsF
    /AkzidenzGroteskBQ-LightSC
    /AkzidenzGroteskBQ-LigItOsF
    /AkzidenzGroteskBQ-MedItalic
    /AkzidenzGroteskBQ-Medium
    /AkzidenzGroteskBQ-Reg
    /AkzidenzGroteskBQ-Super
    /AkzidenzGroteskBQ-SuperItalic
    /AlbertusExtraBold-Regular
    /Algerian
    /AllegroBT-Regular
    /Americana
    /Americana-ExtraBold
    /AmericanaStd
    /AmericanaStd-Bold
    /AmericanaStd-ExtraBold
    /AmericanaStd-Italic
    /AmericanTypewriter-Bold
    /AmericanTypewriter-BoldA
    /AmericanTypewriter-BoldCond
    /AmericanTypewriter-BoldCondA
    /AmericanTypewriter-Cond
    /AmericanTypewriter-CondA
    /AmericanTypewriter-Light
    /AmericanTypewriter-LightA
    /AmericanTypewriter-LightCond
    /AmericanTypewriter-LightCondA
    /AmericanTypewriter-Medium
    /AmericanTypewriter-MediumA
    /AmericanTypewriterStd-BdCnd
    /AmericanTypewriterStd-Bold
    /AmericanTypewriterStd-Cond
    /AmericanTypewriterStd-Light
    /AmericanTypewriterStd-LtCnd
    /AmericanTypewriterStd-Med
    /AndaleMonoIPA
    /AngsanaNew
    /AngsanaNew-Bold
    /AngsanaNew-BoldItalic
    /AngsanaNew-Italic
    /AngsanaUPC
    /AngsanaUPC-Bold
    /AngsanaUPC-BoldItalic
    /AngsanaUPC-Italic
    /AntiqueOlive
    /AntiqueOlive-Black
    /AntiqueOlive-Bold
    /AntiqueOlive-BoldCond
    /AntiqueOlive-Compact
    /AntiqueOlive-Italic
    /AntiqueOlive-Light
    /AntiqueOlive-Nord
    /AntiqueOlive-NordItalic
    /AntiqueOlive-Roman
    /ArabicWeb
    /ARAGATZ
    /ArborText
    /Arial
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrowCE
    /ArialNarrowCE-Bold
    /ArialNarrowCE-BoldItalic
    /ArialNarrowCE-Italic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialRoundedMTBold
    /ArialUnicodeMS
    /ArnoPro-Bold
    /ArnoPro-BoldCaption
    /ArnoPro-BoldDisplay
    /ArnoPro-BoldItalic
    /ArnoPro-BoldItalicCaption
    /ArnoPro-BoldItalicDisplay
    /ArnoPro-BoldItalicSmText
    /ArnoPro-BoldItalicSubhead
    /ArnoPro-BoldSmText
    /ArnoPro-BoldSubhead
    /ArnoPro-Caption
    /ArnoPro-Display
    /ArnoPro-Italic
    /ArnoPro-ItalicCaption
    /ArnoPro-ItalicDisplay
    /ArnoPro-ItalicSmText
    /ArnoPro-ItalicSubhead
    /ArnoPro-LightDisplay
    /ArnoPro-LightItalicDisplay
    /ArnoPro-Regular
    /ArnoPro-Smbd
    /ArnoPro-SmbdCaption
    /ArnoPro-SmbdDisplay
    /ArnoPro-SmbdItalic
    /ArnoPro-SmbdItalicCaption
    /ArnoPro-SmbdItalicDisplay
    /ArnoPro-SmbdItalicSmText
    /ArnoPro-SmbdItalicSubhead
    /ArnoPro-SmbdSmText
    /ArnoPro-SmbdSubhead
    /ArnoPro-SmText
    /ArnoPro-Subhead
    /Articulate
    /Articulate-Bold
    /Articulate-BoldItalic
    /ArticulateExtrabold
    /ArticulateExtrabold-Italic
    /Articulate-Italic
    /ArticulateLight
    /ArticulateLight-Italic
    /ArticulateNarrow
    /ArticulateNarrow-Bold
    /ArticulateNarrow-BoldItalic
    /ArticulateNarrow-Italic
    /ArtsyPartsDingbatsJL
    /ASFullLifeSans
    /ASFullLifeSansBold
    /AtlanticInline-Normal
    /AvantGarde-Book
    /AvantGarde-BookOblique
    /AvantGarde-Demi
    /AvantGarde-DemiOblique
    /AvantGardeITCbyBT-Book
    /AvantGardeITCbyBT-BookOblique
    /AvantGardeITCbyBT-Demi
    /AvantGardeITCbyBT-DemiOblique
    /AvenirLTStd-Black
    /AvenirLTStd-Book
    /AvenirLTStd-Medium
    /BahamasBold
    /BahamasHeavyPlain
    /BahamasPlain
    /BankGothicBT-Light
    /BankGothicBT-Medium
    /Basemic
    /BaseNine
    /BaseNineB
    /BaseNineBI
    /BaseNineI
    /BaseNineSCB
    /BaseNineSCBI
    /BaseNineSCI
    /BaseNineSmallCaps
    /BaskOldFace
    /Batang
    /BatangChe
    /Bauhaus93
    /BellGothicBT-Black
    /BellGothicBT-Bold
    /BellGothicBT-Roman
    /BellGothicStd-Black
    /BellGothicStd-Bold
    /BellMT
    /BellMTBold
    /BellMTItalic
    /BenguiatITCbyBT-Bold
    /BerlinSansFB-Bold
    /BerlinSansFBDemi-Bold
    /BerlinSansFB-Reg
    /BernardMT-Condensed
    /BernhardFashionBT-Regular
    /BernhardModernBT-Bold
    /BernhardModernBT-BoldItalic
    /BickhamScriptPro-Bold
    /BickhamScriptPro-Regular
    /BickhamScriptPro-Semibold
    /BirchStd
    /BlackadderITC-Regular
    /BlackoakStd
    /BodoniMT
    /BodoniMTBlack
    /BodoniMTBlack-Italic
    /BodoniMT-Bold
    /BodoniMT-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed
    /BodoniMTCondensed-Bold
    /BodoniMTCondensed-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed-Italic
    /BodoniMT-Italic
    /BodoniMTPosterCompressed
    /BodoniStd
    /BodoniStd-Bold
    /BodoniStd-BoldCondensed
    /BodoniStd-BoldItalic
    /BodoniStd-Book
    /BodoniStd-BookItalic
    /BodoniStd-Italic
    /BodoniStd-Poster
    /BodoniStd-PosterCompressed
    /BodoniStd-PosterItalic
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /BRADDON
    /BRADDONBold
    /BradleyHandITC
    /BremenBT-Bold
    /BritannicBold
    /Broadway
    /BrowalliaNew
    /BrowalliaNew-Bold
    /BrowalliaNew-BoldItalic
    /BrowalliaNew-Italic
    /BrowalliaUPC
    /BrowalliaUPC-Bold
    /BrowalliaUPC-BoldItalic
    /BrowalliaUPC-Italic
    /BrushScriptMT
    /BrushScriptStd
    /BruskovayaC
    /BruskovayaCNarrow
    /BruskovayaCond-Plain
    /ByJOSSQ-DMFinBeiJing
    /CaflischScriptPro-Bold
    /CaflischScriptPro-Light
    /CaflischScriptPro-Regular
    /CaflischScriptPro-Semibold
    /Calibri
    /Calibri-Bold
    /Calibri-BoldItalic
    /Calibri-Italic
    /CalifornianFB-Bold
    /CalifornianFB-Italic
    /CalifornianFB-Reg
    /CalisMTBol
    /CalistoMT
    /CalistoMT-BoldItalic
    /CalistoMT-Italic
    /Cambria
    /Cambria-Bold
    /Cambria-BoldItalic
    /Cambria-Italic
    /CambriaMath
    /Candara
    /Candara-Bold
    /Candara-BoldItalic
    /Candara-Italic
    /Carta-Normal
    /Castellar
    /Centaur
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldstyleBT-Roman
    /CenturySchoolbook
    /CenturySchoolbook-Bold
    /CenturySchoolbook-BoldItalic
    /CenturySchoolbook-Italic
    /ChaparralPro-Bold
    /ChaparralPro-BoldCapt
    /ChaparralPro-BoldIt
    /ChaparralPro-BoldItCapt
    /ChaparralPro-Capt
    /ChaparralPro-Italic
    /ChaparralPro-ItCapt
    /ChaparralPro-LightCapt
    /ChaparralPro-LightItCapt
    /ChaparralPro-Regular
    /ChaparralPro-SemiboldCapt
    /ChaparralPro-SemiboldItCapt
    /CharlemagneStd-Bold
    /CharlesworthBold
    /Charting
    /Chiller-Regular
    /Clocks
    /ColonnaMT
    /CombiNumerals-Open
    /CombiNumerals-Solid
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CommercialPiBT-Regular
    /CommercialScriptBT-Regular
    /Consolas
    /Consolas-Bold
    /Consolas-BoldItalic
    /Consolas-Italic
    /Constantia
    /Constantia-Bold
    /Constantia-BoldItalic
    /Constantia-Italic
    /CoolBooPhoneticPlain
    /CooperBlack
    /CooperBlackStd
    /CooperBlackStd-Italic
    /CopperplateGothic-Bold
    /CopperplateGothicBT-Bold
    /CopperplateGothic-Light
    /CopperplateGothicStd-29AB
    /CopperplateGothicStd-29BC
    /CopperplateGothicStd-30AB
    /CopperplateGothicStd-30BC
    /CopperplateGothicStd-31AB
    /CopperplateGothicStd-31BC
    /CopperplateGothicStd-32AB
    /CopperplateGothicStd-32BC
    /CopperplateGothicStd-33BC
    /Corbel
    /Corbel-Bold
    /Corbel-BoldItalic
    /Corbel-Italic
    /CordiaNew
    /CordiaNew-Bold
    /CordiaNew-BoldItalic
    /CordiaNew-Italic
    /CordiaUPC
    /CordiaUPC-Bold
    /CordiaUPC-BoldItalic
    /CordiaUPC-Italic
    /Courier
    /Courier-Bold
    /Courier-BoldOblique
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Courier-Oblique
    /CourierStd
    /CourierStd-Bold
    /CourierStd-BoldOblique
    /CourierStd-Oblique
    /CronosPro-Bold
    /CronosPro-BoldCapt
    /CronosPro-BoldCaptIt
    /CronosPro-BoldDisp
    /CronosPro-BoldDispIt
    /CronosPro-BoldIt
    /CronosPro-BoldSubh
    /CronosPro-BoldSubhIt
    /CronosPro-Capt
    /CronosPro-CaptIt
    /CronosPro-Disp
    /CronosPro-DispIt
    /CronosPro-Italic
    /CronosPro-Lt
    /CronosPro-LtCapt
    /CronosPro-LtCaptIt
    /CronosPro-LtDisp
    /CronosPro-LtDispIt
    /CronosPro-LtIt
    /CronosPro-LtSubh
    /CronosPro-LtSubhIt
    /CronosPro-Regular
    /CronosPro-Semibold
    /CronosPro-SemiboldCapt
    /CronosPro-SemiboldCaptIt
    /CronosPro-SemiboldDisp
    /CronosPro-SemiboldDispIt
    /CronosPro-SemiboldIt
    /CronosPro-SemiboldSubh
    /CronosPro-SemiboldSubhIt
    /CronosPro-Subh
    /CronosPro-SubhIt
    /CurlzMT
    /DauphinPlain
    /David-Bold
    /David-Reg
    /DavidTransparent
    /DBThaiText
    /DBThaiTextBold
    /DBThaiTextFixed
    /DBThaiTextFixedBold
    /DFDiversionsLET
    /DFDiversitiesLET
    /DFFangSong-Md-HK-BF
    /DFFangSong-W2-HK-BF
    /DFFangSong-W2-HKP-BF
    /DFFangSong-W4-HKP-BF
    /DFFangSong-W6-HK-BF
    /DFFangSong-W6-HKP-BF
    /DFHeiHK-W3
    /DFHeiHK-W7
    /DFHei-UB-HK-BF
    /DFHei-UB-HKP-BF
    /DFHei-W12-WINP-BF
    /DFHei-W3-WINP-BF
    /DFHeiW5-GB5
    /DFHei-W5-WIN-BF
    /DFHei-W5-WINP-BF
    /DFHei-W7-WINP-BF
    /DFHSGothic-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiShu-SB-Estd-BF
    /DFKaiShu-W3-HK-BF
    /DFKaiShu-W3-HKP-BF
    /DFKaiShu-W3-WIN-Estd-BF
    /DFKaiShu-W3-WINP-Estd-BF
    /DFKaiShu-W4-WIN-Estd-BF
    /DFKaiShu-W4-WINP-Estd-BF
    /DFKaiShu-W5-WIN-Estd-BF
    /DFKaiShu-W5-WINP-Estd-BF
    /DFKaiShu-W6-WIN-Estd-BF
    /DFKaiShu-W6-WINP-Estd-BF
    /DFKaiShu-W7-HK-BF
    /DFKaiShu-W7-HKP-BF
    /DFKaiShu-W7-WIN-Estd-BF
    /DFKaiShu-W7-WINP-Estd-BF
    /DFKai-XB-HK-BF
    /DFKai-XB-HKP-BF
    /DFLiHei-Bd-HK-BF
    /DFLiHei-Bd-WIN-BF
    /DFLiHei-Lt-HK-BF
    /DFLiHei-Lt-WIN-BF
    /DFLiHei-Md-HK-BF
    /DFLiHei-Md-WIN-BF
    /DFLiKaiShu-Md-HK-BF
    /DFLiKaiShu-Md-WIN-BF
    /DFLiKingHei-XB-HK-BF
    /DFLiKingHei-XB-WIN-BF
    /DFLiShu-W3-HK-BF
    /DFLiShu-W3-HKP-BF
    /DFLiShu-W7-HK-BF
    /DFLiShu-W7-HKP-BF
    /DFLiSong-Bd-HK-BF
    /DFLiSong-Bd-WIN-BF
    /DFLiSong-Lt-HK-BF
    /DFLiSong-Lt-SC-BF
    /DFLiSong-Lt-WIN-BF
    /DFLiSong-Lt-WSC-BF
    /DFLiSong-Md-HK-BF
    /DFLiSong-Md-WIN-BF
    /DFLiYeaSong-Bd-HK-BF
    /DFLiYeaSong-Bd-WIN-BF
    /DFLiYuan-Bd-HK-BF
    /DFLiYuan-Bd-WIN-BF
    /DFLiYuan-XB-HK-BF
    /DFLiYuan-XB-WIN-BF
    /DFMaruGothic-Bd-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Bd-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Bd-WIN-RKSJ-H
    /DFMing-Bd-WIN-HK-BF
    /DFMing-Bd-WINP-HK-BF
    /DFMing-Lt-HK-BF
    /DFMing-Lt-HKP-BF
    /DFMing-UB-HK-BF
    /DFMing-UB-HKP-BF
    /DFMing-W12-WINP-BF
    /DFMing-W3-WINP-BF
    /DFMing-W7-WINP-BF
    /DFNHei-W9-WINP-BF
    /DFNMing-W9-WINP-BF
    /DFPHeiW5-GB5
    /DFPhoneticPlain
    /DFPOP1-W5-HK-BF
    /DFPOP1-W5-HKP-BF
    /DFPOP1-W9-HK-BF
    /DFPOP1-W9-HKP-BF
    /DFSMGothic-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFSong-W2-WIN-B5
    /DFSong-W2-WINP-Estd-BF
    /DFSong-W3-WIN-B5
    /DFSong-W3-WINP-Estd-BF
    /DFSong-W4-WIN-B5
    /DFSong-W4-WINP-Estd-BF
    /DFSong-W5-WIN-B5
    /DFSong-W5-WINP-Estd-BF
    /DFSong-W6-WIN-B5
    /DFSong-W6-WINP-Estd-BF
    /DFXingShu-Md-WIN-HK-BF
    /DFXingShu-Md-WINP-HK-BF
    /DFYuan-Lt-WIN-HK-BF
    /DFYuan-Lt-WINP-HK-BF
    /DFYuanStd-W3
    /DFYuanStd-W5
    /DFYuanStd-W7
    /DilleniaUPC
    /DilleniaUPCBold
    /DilleniaUPCBoldItalic
    /DilleniaUPCItalic
    /DIN-Black
    /DIN-BlackAlternate
    /DIN-BlackExpert
    /DIN-Bold
    /DIN-BoldAlternate
    /DIN-BoldExpert
    /DIN-Light
    /DIN-LightAlternate
    /DIN-LightExpert
    /DIN-Medium
    /DIN-MediumAlternate
    /DIN-MediumExpert
    /DIN-Regular
    /DIN-RegularAlternate
    /DIN-RegularExpert
    /DixielandNormal
    /DLCFongSung
    /DLCHayBold
    /DLCHayMedium
    /DLCKaiMedium
    /DLCLiShu
    /DLCMingBold
    /DLCMingMedium
    /DLCRoundBold
    /DLCRoundLight
    /DLJGyShoMedium
    /Dotum
    /DotumChe
    /EccentricStd
    /EdwardianScriptITC
    /Elephant-Italic
    /Elephant-Regular
    /English111VivaceBT-Regular
    /EngraversMT
    /ErasITC-Bold
    /ErasITC-Demi
    /ErasITC-Light
    /ErasITC-Medium
    /ER-UniversKOI-8
    /ER-UniversKOI-8Bold
    /ER-UniversKOI-8BoldItalic
    /ER-UniversKOI-8Italic
    /ER-UniversMac
    /ER-UniversMacBold
    /ER-UniversMacBoldItalic
    /ER-UniversMacItalic
    /EstrangeloEdessa
    /Euclid
    /Euclid-Bold
    /Euclid-BoldItalic
    /EuclidExtra
    /EuclidExtra-Bold
    /EuclidFraktur
    /EuclidFraktur-Bold
    /Euclid-Italic
    /EuclidMathOne
    /EuclidMathOne-Bold
    /EuclidMathTwo
    /EuclidMathTwo-Bold
    /EuclidSymbol
    /EuclidSymbol-Bold
    /EuclidSymbol-BoldItalic
    /EuclidSymbol-Italic
    /EucrosiaUPC
    /EucrosiaUPCBold
    /EucrosiaUPCBoldItalic
    /EucrosiaUPCItalic
    /EuropeanPi-Four
    /EuropeanPi-One
    /EuropeanPi-Three
    /EuropeanPi-Two
    /FangSong_GB2312
    /FelixTitlingMT
    /FencesPlain
    /FFDingbests
    /FixedDBThaiText
    /FixedMiriamTransparent
    /FolioBT-ExtraBold
    /FootlightMTLight
    /ForteMT
    /Frame5Font
    /FranklinGothic-Book
    /FranklinGothic-BookItalic
    /FranklinGothic-Demi
    /FranklinGothic-DemiCond
    /FranklinGothic-DemiItalic
    /FranklinGothic-Heavy
    /FranklinGothicHeavyC
    /FranklinGothicHeavyC-Italic
    /FranklinGothic-HeavyItalic
    /FranklinGothicITCbyBT-Book
    /FranklinGothicITCbyBT-Demi
    /FranklinGothicITCbyBT-Heavy
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothicMediumC
    /FranklinGothicMediumC-Italic
    /FranklinGothic-MediumCond
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FranklinGotTGR-Book
    /FranklinGotTGR-BookItal
    /FranklinGotTGR-Demi
    /FranklinGotTGR-DemiCond
    /FranklinGotTGR-DemiItal
    /FranklinGotTGR-Medi
    /FranklinGotTGR-MediCond
    /FranklinGotTGR-MediItal
    /FranklinGotTTU-Book
    /FranklinGotTTU-BookItal
    /FranklinGotTTU-Demi
    /FranklinGotTTU-DemiCond
    /FranklinGotTTU-DemiItal
    /FranklinGotTTU-Heav
    /FranklinGotTTU-HeavItal
    /FranklinGotTTU-Medi
    /FranklinGotTTU-MediCond
    /FranklinGotTTU-MediItal
    /FrankRuehl
    /FreesiaUPC
    /FreesiaUPCBold
    /FreesiaUPCBoldItalic
    /FreesiaUPCItalic
    /FreestyleScript-Regular
    /FrenchScriptMT
    /Frutiger45Light
    /Frutiger45LightBold
    /Frutiger45LightExpert
    /Frutiger45LightExpertBold
    /Frutiger45LightExpertItalic
    /Frutiger45LightItalic
    /Frutiger47LightCN
    /Frutiger47LightCNExpert
    /Frutiger55Roman
    /Frutiger55RomanBold
    /Frutiger55RomanExpert
    /Frutiger55RomanExpertBold
    /Frutiger55RomanExpertItalic
    /Frutiger55RomanItalic
    /Frutiger-Black
    /Frutiger-BlackCn
    /Frutiger-BlackItalic
    /Frutiger-Bold
    /Frutiger-BoldCn
    /Frutiger-BoldItalic
    /Frutiger-Cn
    /Frutiger-Italic
    /Frutiger-LightCn
    /Frutiger-LightItalic
    /FrutigerLinotype-Bold
    /FrutigerLinotype-BoldItalic
    /FrutigerLinotype-Italic
    /FrutigerLinotype-Roman
    /FrutigerLTStd-Black
    /FrutigerLTStd-BlackCn
    /FrutigerLTStd-BlackItalic
    /FrutigerLTStd-Bold
    /FrutigerLTStd-BoldCn
    /FrutigerLTStd-BoldItalic
    /FrutigerLTStd-Cn
    /FrutigerLTStd-ExtraBlackCn
    /FrutigerLTStd-Italic
    /FrutigerLTStd-Light
    /FrutigerLTStd-LightCn
    /FrutigerLTStd-LightItalic
    /FrutigerLTStd-Roman
    /FrutigerLTStd-UltraBlack
    /Frutiger-Roman
    /Frutiger-UltraBlack
    /FullLifeSans
    /FullLifeSansBold
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /FuturaBlackBT-Regular
    /FuturaBT-Bold
    /FuturaBT-BoldItalic
    /FuturaBT-ExtraBlack
    /FuturaBT-Light
    /FuturaBT-LightItalic
    /FuturaBT-Medium
    /FuturaBT-MediumItalic
    /FuturaStd-Bold
    /FuturaStd-BoldOblique
    /FuturaStd-Book
    /FuturaStd-BookOblique
    /FuturaStd-Condensed
    /FuturaStd-CondensedBold
    /FuturaStd-CondensedBoldObl
    /FuturaStd-CondensedExtraBd
    /FuturaStd-CondensedLight
    /FuturaStd-CondensedLightObl
    /FuturaStd-CondensedOblique
    /FuturaStd-CondExtraBoldObl
    /FuturaStd-ExtraBold
    /FuturaStd-ExtraBoldOblique
    /FuturaStd-Heavy
    /FuturaStd-HeavyOblique
    /FuturaStd-Light
    /FuturaStd-LightOblique
    /FuturaStd-Medium
    /FuturaStd-MediumOblique
    /FuturaT-Bold
    /FuturaT-BoldOblique
    /FuturaT-Book
    /FuturaT-BookOblique
    /FuturaT-Demi
    /FuturaT-DemiOblique
    /FuturaT-ExtraBold
    /FuturaT-ExtraBoldOblique
    /FuturaT-Medium
    /FuturaT-MediumOblique
    /FZCSJW--GB1-0
    /FZDHTJW--GB1-0
    /FZHTJW--GB1-0
    /FZMHJW--GB1-0
    /FZSTK--GBK1-0
    /FZSY--SURROGATE-0
    /FZXH1JW--GB1-0
    /FZYTK--GBK1-0
    /Garamond
    /Garamond3LTStd
    /Garamond3LTStd-Bold
    /Garamond3LTStd-BoldItalic
    /Garamond3LTStd-Italic
    /Garamond-Bold
    /Garamond-BoldCondensed
    /Garamond-BoldCondensedItalic
    /Garamond-BoldItalic
    /Garamond-Book
    /Garamond-BookCondensed
    /Garamond-BookCondensedItalic
    /Garamond-BookItalic
    /GaramondCdITCTTBook
    /GaramondCdITCTTBookItalic
    /GaramondCdITCTTUltra
    /GaramondCdITCTTUltraItalic
    /Garamond-Halbfett
    /Garamond-Italic
    /GaramondITCbyBT-Bold
    /GaramondITCbyBT-BoldCondensed
    /GaramondITCbyBT-BoldCondItalic
    /GaramondITCbyBT-BoldItalic
    /GaramondITCbyBT-Book
    /GaramondITCbyBT-BookCondensed
    /GaramondITCbyBT-BookCondItalic
    /GaramondITCbyBT-BookItalic
    /GaramondITCbyBT-LightCondensed
    /GaramondITCbyBT-LightCondItalic
    /Garamond-Kursiv
    /Garamond-KursivHalbfett
    /Garamond-Light
    /Garamond-LightCondensed
    /Garamond-LightCondensedItalic
    /Garamond-LightItalic
    /GaramondLitCdITCTT
    /GaramondLitCdITCTTBold
    /GaramondLitCdITCTTBoldItalic
    /GaramondLitCdITCTTItalic
    /GaramondNo4CyrTCY-Ligh
    /GaramondNo4CyrTCY-LighItal
    /GaramondNo4CyrTCY-Medi
    /GaramondPremrPro
    /GaramondPremrPro-It
    /GaramondPremrPro-Smbd
    /GaramondPremrPro-SmbdIt
    /GaramondStd-HandtooledBdIt
    /GaramondStd-HandtooledBold
    /GaramondThree
    /GaramondThree-Bold
    /GaramondThree-BoldItalic
    /GaramondThree-Italic
    /GaramondThree-SC
    /Gautami
    /Generic
    /GeographicSymbolsNormal
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GiddyupStd
    /Gigi-Regular
    /GillSans-BoldCondensed
    /GillSans-Condensed
    /GillSansMT
    /GillSansMT-Bold
    /GillSansMT-BoldCondensed
    /GillSansMT-BoldItalic
    /GillSansMT-Condensed
    /GillSansMT-ExtraCondensedBold
    /GillSansMT-Italic
    /GillSans-UltraBold
    /GillSans-UltraBoldCondensed
    /GloucesterMT-ExtraCondensed
    /GothicBBBPro-Medium
    /GoudyHandtooledBT-Regular
    /GoudyOldStyleBT-Bold
    /GoudyOldStyleBT-BoldItalic
    /GoudyOldStyleBT-Italic
    /GoudyOldStyleBT-Roman
    /GoudyOldStyleT-Bold
    /GoudyOldStyleT-Italic
    /GoudyOldStyleT-Regular
    /GoudyStout
    /GranjonLTStd
    /GranjonLTStd-Bold
    /GranjonLTStd-Italic
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /GWASENAEN
    /H2gtrE
    /H2gtrM
    /H2mjrE
    /H2mjsM
    /Haettenschweiler
    /HarlowSolid
    /Harrington
    /HeitiEG-Ultra-GB
    /Helios
    /HeliosBlack
    /HeliosBlack-Italic
    /Helios-Bold
    /Helios-Bold-Italic
    /HeliosCompressed
    /HeliosCond
    /HeliosCondBlack
    /HeliosCondBlack-Italic
    /HeliosCond-Bold
    /HeliosCond-Bold-Italic
    /HeliosCond-Italic
    /HeliosCondLight
    /HeliosCondLight-Italic
    /HeliosCondThin
    /HeliosCondThin-Italic
    /HeliosExt
    /HeliosExtBlack
    /HeliosExtBlack-Italic
    /HeliosExt-Bold
    /HeliosExt-Bold-Italic
    /HeliosExt-Italic
    /HeliosExtLight
    /HeliosExtLight-Italic
    /HeliosExtraCompressed
    /HeliosExtThin
    /HeliosExtThin-Italic
    /Helios-Italic
    /HeliosLight
    /HeliosLight-Italic
    /HeliosThin
    /HeliosThin-Italic
    /HeliosUltraCompressed
    /Helvetica
    /Helvetica-Black
    /Helvetica-BlackOblique
    /Helvetica-Bold
    /HelveticaBoldCondensedPlain
    /Helvetica-BoldOblique
    /HelveticaCE
    /HelveticaCE-Bold
    /HelveticaCE-BoldOblique
    /HelveticaCE-Oblique
    /Helvetica-Condensed
    /Helvetica-Condensed-Black
    /Helvetica-Condensed-BlackObl
    /Helvetica-Condensed-Bold
    /Helvetica-Condensed-BoldObl
    /Helvetica-Condensed-Light
    /Helvetica-Condensed-LightObl
    /Helvetica-Condensed-Oblique
    /Helvetica-Cyryl
    /HeLvetica-CyrylBold
    /Helvetica-CyrylBoldOblique
    /Helvetica-CyrylOblique
    /HelveticaGreek-BdInclined
    /HelveticaGreek-Bold
    /HelveticaGreek-Inclined
    /HelveticaGreek-Upright
    /Helvetica-Light
    /Helvetica-LightOblique
    /HelveticaLT
    /HelveticaLT-Bold
    /HelveticaLT-BoldOblique
    /HelveticaLT-Condensed
    /HelveticaLT-Condensed-Bold
    /HelveticaLT-Condensed-BoldObl
    /HelveticaLT-Condensed-Oblique
    /HelveticaLTCYR-Bold
    /HelveticaLTCYR-BoldItalic
    /HelveticaLTCYR-Italic
    /HelveticaLTCYR-Roman
    /HelveticaLT-Oblique
    /Helvetica-Narrow
    /Helvetica-Narrow-Bold
    /Helvetica-Narrow-BoldOblique
    /Helvetica-Narrow-Oblique
    /HelveticaNeue-Black
    /HelveticaNeue-BlackCond
    /HelveticaNeue-BlackCondObl
    /HelveticaNeue-BlackExt
    /HelveticaNeue-BlackExtObl
    /HelveticaNeue-Bold
    /HelveticaNeue-BoldCond
    /HelveticaNeue-BoldCondObl
    /HelveticaNeue-BoldExt
    /HelveticaNeue-BoldExtObl
    /HelveticaNeue-BoldItalic
    /HelveticaNeue-BoldOutline
    /HelveticaNeueCE-Bold
    /HelveticaNeueCE-BoldItalic
    /HelveticaNeueCE-Italic
    /HelveticaNeueCE-Roman
    /HelveticaNeue-Condensed
    /HelveticaNeue-CondensedObl
    /HelveticaNeue-ExtBlackCond
    /HelveticaNeue-ExtBlackCondObl
    /HelveticaNeue-Extended
    /HelveticaNeue-ExtendedObl
    /HelveticaNeue-Heavy
    /HelveticaNeue-HeavyCond
    /HelveticaNeue-HeavyCondObl
    /HelveticaNeue-HeavyExt
    /HelveticaNeue-HeavyExtObl
    /HelveticaNeue-Italic
    /HelveticaNeue-Light
    /HelveticaNeue-LightCond
    /HelveticaNeue-LightCondObl
    /HelveticaNeue-LightExt
    /HelveticaNeue-LightExtObl
    /HelveticaNeue-LightItalic
    /HelveticaNeueLTCE-BdCn
    /HelveticaNeueLTCE-BdCnO
    /HelveticaNeueLTCE-Cn
    /HelveticaNeueLTCE-CnO
    /HelveticaNeueLTStd-Hv
    /HelveticaNeueLTStd-Lt
    /HelveticaNeueLTStd-LtIt
    /HelveticaNeue-Medium
    /HelveticaNeue-MediumCond
    /HelveticaNeue-MediumCondObl
    /HelveticaNeue-MediumExt
    /HelveticaNeue-MediumExtObl
    /HelveticaNeue-MediumItalic
    /HelveticaNeue-Roman
    /HelveticaNeue-Thin
    /HelveticaNeue-ThinCond
    /HelveticaNeue-ThinCondObl
    /HelveticaNeue-ThinExt
    /HelveticaNeue-ThinExtObl
    /HelveticaNeue-ThinItalic
    /HelveticaNeue-UltraLigCond
    /HelveticaNeue-UltraLigCondObl
    /HelveticaNeue-UltraLigExt
    /HelveticaNeue-UltraLigExtObl
    /HelveticaNeue-UltraLight
    /Helvetica-Oblique
    /HelveticaRoundedLTStd-Bd
    /HelveticaRoundedLTStd-BdCn
    /HelveticaRoundedLTStd-BdCnO
    /HelveticaRoundedLTStd-BdO
    /HelveticaRoundedLTStd-Black
    /HelveticaRoundedLTStd-BlkO
    /HGGothicE
    /HGGothicM
    /HGGyoshotai
    /HGKyokashotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGMinchoB
    /HGMinchoE
    /HGPGothicE
    /HGPGothicM
    /HGPGyoshotai
    /HGPKyokashotai
    /HGPMinchoB
    /HGPMinchoE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGothicM
    /HGSGyoshotai
    /HGSKyokashotai
    /HGSMinchoB
    /HGSMinchoE
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HighTowerText-Italic
    /HighTowerText-Reg
    /HiraginoKaku-W1-90msp-RKSJ-H
    /HiraginoKaku-W1-90ms-RKSJ-H
    /HiraginoKaku-W2-90msp-RKSJ-H
    /HiraginoKaku-W2-90ms-RKSJ-H
    /HiraginoKaku-W3-90msp-RKSJ-H
    /HiraginoKaku-W3-90ms-RKSJ-H
    /HiraginoKaku-W5-90msp-RKSJ-H
    /HiraginoKaku-W5-90ms-RKSJ-H
    /HiraginoKaku-W7-90msp-RKSJ-H
    /HiraginoKaku-W7-90ms-RKSJ-H
    /HiraginoKaku-W9-90msp-RKSJ-H
    /HiraginoKaku-W9-90ms-RKSJ-H
    /HiraKakuPro-W3
    /HiraKakuPro-W6
    /HiraKakuStd-W8
    /HoboStd
    /HomePlanning
    /Humanist521BT-Bold
    /Humanist521BT-BoldItalic
    /Humanist521BT-Italic
    /Humanist521BT-Roman
    /Humanist521BT-RomanCondensed
    /HYGoThicStd-Medium
    /HYGungSoStd-Bold
    /HYKHeadLineStd-Bold
    /HYKHeadLineStd-Medium
    /HYMyeongJo-Bold
    /HYMyeongJo-Extra
    /HYMyeongJo-Medium
    /HYMyeongJo-Ultra
    /HYRGoThic-Bold
    /HYRGoThic-Medium
    /HYRGoThicStd-Medium
    /HYSinMyeongJo-Bold
    /Impact
    /ImprintMT-Shadow
    /InformalRoman-Regular
    /InnMing-Heavy
    /InnMing-Medium
    /InstronReversed-Logo
    /IrisUPC
    /IrisUPCBold
    /IrisUPCBoldItalic
    /IrisUPCItalic
    /ITCGaramondStd-Bd
    /ITCGaramondStd-BdCond
    /ITCGaramondStd-BdCondIta
    /ITCGaramondStd-BdIta
    /ITCGaramondStd-BdNarrow
    /ITCGaramondStd-BdNarrowIta
    /ITCGaramondStd-Bk
    /ITCGaramondStd-BkCond
    /ITCGaramondStd-BkCondIta
    /ITCGaramondStd-BkIta
    /ITCGaramondStd-BkNarrow
    /ITCGaramondStd-BkNarrowIta
    /ITCGaramondStd-Lt
    /ITCGaramondStd-LtCond
    /ITCGaramondStd-LtCondIta
    /ITCGaramondStd-LtIta
    /ITCGaramondStd-LtNarrow
    /ITCGaramondStd-LtNarrowIta
    /ITCGaramondStd-Ult
    /ITCGaramondStd-UltCond
    /ITCGaramondStd-UltCondIta
    /ITCGaramondStd-UltIta
    /ITCGaramondStd-UltNarrow
    /ITCGaramondStd-UltNarrowIta
    /JansonText-Bold
    /JansonText-BoldItalic
    /JansonText-Italic
    /JansonText-Roman
    /JasmineUPC
    /JasmineUPC-Bold
    /JasmineUPC-BoldItalic
    /JasmineUPC-Italic
    /Jokerman-Regular
    /JuiceITC-Regular
    /Jun101Pro-Light
    /KabelITCbyBT-Book
    /KabelITCbyBT-Ultra
    /KaiTi_GB2312
    /Kartika
    /Kingsoft-Phonetic
    /KodchiangUPC
    /KodchiangUPC-Bold
    /KodchiangUPC-BoldItalic
    /KodchiangUPC-Italic
    /KozGoPr6N-Bold
    /KozGoPr6N-ExtraLight
    /KozGoPr6N-Heavy
    /KozGoPr6N-Light
    /KozGoPr6N-Medium
    /KozGoPr6N-Regular
    /KozGoPro-Bold
    /KozGoPro-ExtraLight
    /KozGoPro-Heavy
    /KozGoPro-Light
    /KozGoPro-Medium
    /KozGoPro-Regular
    /KozGoStd-Bold
    /KozGoStd-ExtraLight
    /KozGoStd-Heavy
    /KozGoStd-Light
    /KozGoStd-Medium
    /KozGoStd-Regular
    /KozMinPr6N-Bold
    /KozMinPr6N-ExtraLight
    /KozMinPr6N-Heavy
    /KozMinPr6N-Light
    /KozMinPr6N-Medium
    /KozMinPr6N-Regular
    /KozMinPro-Bold
    /KozMinPro-ExtraLight
    /KozMinPro-Heavy
    /KozMinPro-Light
    /KozMinPro-Medium
    /KozMinPro-Regular
    /KozMinStd-Bold
    /KozMinStd-ExtraLight
    /KozMinStd-Heavy
    /KozMinStd-Light
    /KozMinStd-Medium
    /KozMinStd-Regular
    /KristenITC-Regular
    /KunstlerScript
    /Latha
    /LatinWide
    /LetterGothicStd
    /LetterGothicStd-Bold
    /LetterGothicStd-BoldSlanted
    /LetterGothicStd-Slanted
    /LevenimMT
    /LevenimMTBold
    /LilyUPC
    /LilyUPCBold
    /LilyUPCBoldItalic
    /LilyUPCItalic
    /LingoesUnicode
    /LinGothic-Extra
    /LiSu
    /Lithograph-Bold
    /LithographLight
    /LithosPro-Black
    /LithosPro-Regular
    /LucidaBright
    /LucidaBright-Demi
    /LucidaBright-DemiItalic
    /LucidaBright-Italic
    /LucidaCalligraphy-Italic
    /LucidaConsole
    /LucidaFax
    /LucidaFax-Demi
    /LucidaFax-DemiItalic
    /LucidaFax-Italic
    /LucidaHandwriting-Italic
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSans-Typewriter
    /LucidaSans-TypewriterBold
    /LucidaSans-TypewriterBoldOblique
    /LucidaSans-TypewriterOblique
    /LucidaSansUnicode
    /MachineStd
    /MachineStd-Bold
    /Magneto-Bold
    /MaiandraGD-Regular
    /Mangal-Regular
    /MapInfoCartographic
    /Map-Symbols
    /MatisseITC-Regular
    /MaturaMTScriptCapitals
    /MediciScriptLTStd
    /Meiryo
    /Meiryo-Bold
    /Meiryo-BoldItalic
    /Meiryo-Italic
    /MeiryoUI
    /MeiryoUI-Bold
    /MeiryoUI-BoldItalic
    /MeiryoUI-Italic
    /MerylsHand
    /MesquiteStd
    /MetaBold-Roman
    /MetaMediumLF-Roman
    /MetaNormalLF-Roman
    /MHeiStd-Medium
    /MicrosoftSansSerif
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MingLiU
    /Minion-Bold
    /Minion-BoldItalic
    /Minion-Italic
    /MinionPro-Bold
    /MinionPro-BoldCn
    /MinionPro-BoldCnIt
    /MinionPro-BoldIt
    /MinionPro-It
    /MinionPro-Medium
    /MinionPro-MediumIt
    /MinionPro-Regular
    /MinionPro-Semibold
    /MinionPro-SemiboldIt
    /Minion-Regular
    /Minion-Semibold
    /Minion-SemiboldItalic
    /Miriam
    /MiriamFixed
    /MiriamTransparent
    /Mistral
    /Modern-Regular
    /MonaLisaStd-Recut
    /MonaLisaStd-Solid
    /Monotypecom
    /MonotypeCorsiva
    /MonotypeSorts
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MT-Extra
    /MVBoli
    /Myriad-BdWeb
    /Myriad-Bold
    /Myriad-CnItWeb
    /Myriad-CnWeb
    /Myriad-ItWeb
    /MyriadPro-Black
    /MyriadPro-BlackCond
    /MyriadPro-BlackIt
    /MyriadPro-Bold
    /MyriadPro-BoldCond
    /MyriadPro-BoldCondIt
    /MyriadPro-BoldIt
    /MyriadPro-BoldSemiCn
    /MyriadPro-Cond
    /MyriadPro-CondIt
    /MyriadPro-It
    /MyriadPro-Light
    /MyriadPro-LightIt
    /MyriadPro-Regular
    /MyriadPro-Semibold
    /MyriadPro-SemiboldCond
    /MyriadPro-SemiboldCondIt
    /MyriadPro-SemiboldIt
    /MyriadPro-SemiboldSemiCn
    /MyriadPro-SemiCn
    /MyriadStd-Sketch
    /MyriadStd-Tilt
    /Myriad-Web
    /Narkisim
    /Neutura
    /Neutura-Bold
    /NewBaskervilleStd-Bold
    /NewBaskervilleStd-BoldIt
    /NewBaskervilleStd-Italic
    /NewBaskervilleStd-Roman
    /NewCenturySchlbkLTStd-Bd
    /NewCenturySchlbkLTStd-BdIt
    /NewCenturySchlbkLTStd-Fra
    /NewCenturySchlbkLTStd-FraBd
    /NewCenturySchlbkLTStd-It
    /NewCenturySchlbkLTStd-Roman
    /NewGothic-Medium
    /NewGulim
    /NewsGothic
    /NewsGothic-Bold
    /NewsGothic-BoldOblique
    /NewsGothic-Oblique
    /NewsGothicStd
    /NewsGothicStd-Bold
    /NewsGothicStd-BoldOblique
    /NewsGothicStd-Oblique
    /NewSymbolFont
    /NiagaraEngraved-Reg
    /NiagaraSolid-Reg
    /NSimSun
    /NuevaStd-BoldCond
    /NuevaStd-BoldCondItalic
    /NuevaStd-Cond
    /NuevaStd-CondItalic
    /NumbersStyleTwo-CirclePositive
    /OCRABarCodePro
    /OCRAbyBT-Regular
    /OCRAExtended
    /OCRAStd
    /OCRB
    /OCRB10PitchBT-Regular
    /OCRBBarCodePro
    /OfficinaSans-Bold
    /OfficinaSans-BoldItalic
    /OfficinaSans-Book
    /OfficinaSans-BookItalic
    /OfficinaSansStd-Bold
    /OldEnglishTextMT
    /Olympus
    /OneFaceBatang
    /OneFaceBatang-Bold
    /OneFaceDotum
    /OneFaceDotum-Bold
    /OneFaceGothic
    /OneFaceHei
    /OneFaceMincho
    /OneFaceMono
    /OneFaceMonoBaltic
    /OneFaceMonoBaltic-Bold
    /OneFaceMonoBaltic-BoldItalic
    /OneFaceMonoBaltic-Italic
    /OneFaceMono-Bold
    /OneFaceMono-BoldItalic
    /OneFaceMonoCE
    /OneFaceMonoCE-Bold
    /OneFaceMonoCE-BoldItalic
    /OneFaceMonoCE-Italic
    /OneFaceMonoCYR
    /OneFaceMonoCYR-Bold
    /OneFaceMonoCYR-BoldItalic
    /OneFaceMonoCYR-Italic
    /OneFaceMonoGreek
    /OneFaceMonoGreek-Bold
    /OneFaceMonoGreek-BoldItalic
    /OneFaceMonoGreek-Italic
    /OneFaceMono-Italic
    /OneFaceMonoTUR
    /OneFaceMonoTUR-Bold
    /OneFaceMonoTUR-BoldItalic
    /OneFaceMonoTUR-Italic
    /OneFaceSans
    /OneFaceSansBaltic
    /OneFaceSansBaltic-Bold
    /OneFaceSansBaltic-BoldItalic
    /OneFaceSansBaltic-Italic
    /OneFaceSans-Bold
    /OneFaceSans-BoldItalic
    /OneFaceSansCE
    /OneFaceSansCE-Bold
    /OneFaceSansCE-BoldItalic
    /OneFaceSansCE-Italic
    /OneFaceSansCYR
    /OneFaceSansCYR-Bold
    /OneFaceSansCYR-BoldItalic
    /OneFaceSansCYR-Italic
    /OneFaceSansGreek
    /OneFaceSansGreek-Bold
    /OneFaceSansGreek-BoldItalic
    /OneFaceSansGreek-Italic
    /OneFaceSans-Italic
    /OneFaceSansTUR
    /OneFaceSansTUR-Bold
    /OneFaceSansTUR-BoldItalic
    /OneFaceSansTUR-Italic
    /OneFaceSerif
    /OneFaceSerifBaltic
    /OneFaceSerifBaltic-Bold
    /OneFaceSerifBaltic-BoldItalic
    /OneFaceSerifBaltic-Italic
    /OneFaceSerif-Bold
    /OneFaceSerif-BoldItalic
    /OneFaceSerifCE
    /OneFaceSerifCE-Bold
    /OneFaceSerifCE-BoldItalic
    /OneFaceSerifCE-Italic
    /OneFaceSerifCYR
    /OneFaceSerifCYR-Bold
    /OneFaceSerifCYR-BoldItalic
    /OneFaceSerifCYR-Italic
    /OneFaceSerifGreek
    /OneFaceSerifGreek-Bold
    /OneFaceSerifGreek-BoldItalic
    /OneFaceSerifGreek-Italic
    /OneFaceSerif-Italic
    /OneFaceSerifTUR
    /OneFaceSerifTUR-Bold
    /OneFaceSerifTUR-BoldItalic
    /OneFaceSerifTUR-Italic
    /OneFaceSung
    /Onyx
    /Optima
    /Optima-Bold
    /Optima-BoldOblique
    /Optima-Oblique
    /OratorStd
    /OratorStd-Slanted
    /OzHandicraftBT-Roman
    /PalaceScriptMT
    /Palatino-Bold
    /Palatino-BoldItalic
    /PalatinoCE-Bold
    /PalatinoCE-BoldItalic
    /PalatinoCE-Italic
    /PalatinoCE-Regular
    /Palatino-Italic
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /Palatino-Roman
    /Papyrus-Regular
    /Parchment-Regular
    /Perpetua
    /Perpetua-Bold
    /Perpetua-BoldItalic
    /Perpetua-Italic
    /PerpetuaTitlingMT-Bold
    /PerpetuaTitlingMT-Light
    /PetersburgC
    /PetersburgC-Bold
    /PetersburgC-BoldItalic
    /PetersburgC-Italic
    /Playbill
    /PMingLiU
    /PoorRichard-Regular
    /PoplarStd
    /PosterBodoniBT-Roman
    /PrestigeEliteStd-Bd
    /Pristina-Regular
    /Raavi
    /RageItalic
    /Ravie
    /Rockwell
    /Rockwell-Bold
    /Rockwell-BoldItalic
    /Rockwell-Condensed
    /Rockwell-CondensedBold
    /Rockwell-ExtraBold
    /Rockwell-Italic
    /Rod
    /RodTransparent
    /RosewoodStd-Regular
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /SaenaegiXB-HM
    /ScriptMTBold
    /Segoe
    /Segoe-Bold
    /Segoe-BoldItalic
    /Segoe-Italic
    /Segoe-Light
    /SegoeUI
    /SegoeUI-Bold
    /SegoeUI-BoldItalic
    /SegoeUI-Italic
    /SerifaBT-Bold
    /SerifaBT-Italic
    /SerifaBT-Roman
    /SerifaBT-Thin
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-Heavy
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /Shivaji01
    /Shivaji02
    /Shivaji05
    /ShowcardGothic-Reg
    /SHREE850
    /Shruti
    /Shusha
    /Shusha02
    /Shusha05
    /SignLanguage
    /SimHei
    /SimonciniGaramondStd
    /SimonciniGaramondStd-Bold
    /SimonciniGaramondStd-Italic
    /SimSun
    /SimSun-PUA
    /SketchRockwell
    /SnapITC-Regular
    /SnellRoundhandLTStd-BdScr
    /SnellRoundhandLTStd-BlkScr
    /SnellRoundhandLTStd-Scr
    /SonyphoneticPlain
    /SouvenirITCbyBT-DemiItalic
    /SouvenirITCbyBT-Light
    /SouvenirITCbyBT-LightItalic
    /SPASENA
    /Staccato222BT-Regular
    /STCaiyun
    /StempelGaramondLTStd-Bold
    /StempelGaramondLTStd-BoldIt
    /StempelGaramondLTStd-Italic
    /StempelGaramondLTStd-Roman
    /Stencil
    /StencilStd
    /STFangsong
    /STHeitiStd-Regular
    /STHupo
    /STKaiti
    /STLiti
    /StoneSans
    /StoneSans-Bold
    /StoneSans-BoldItalic
    /StoneSans-Italic
    /StoneSans-Semibold
    /StoneSans-SemiboldItalic
    /StoneSerif
    /StoneSerif-Bold
    /StoneSerif-BoldItalic
    /StoneSerif-Italic
    /StoneSerif-Semibold
    /StoneSerif-SemiboldItalic
    /STSong
    /STXihei
    /STXingkai
    /STXinwei
    /STZhongsong
    /Swiss721BT-Light
    /Swiss911BT-ExtraCompressed
    /Sylfaen
    /SymantecSans
    /SymantecSans-Bold
    /SymantecSans-BoldItalic
    /SymantecSans-Bold-Italic
    /SymantecSans-Italic
    /SymantecSans-Light
    /SymantecSans-LightItalic
    /SymantecSans-Light-Italic
    /SymantecSans-Medium
    /SymantecSans-MediumItalic
    /SymantecSans-Medium-Italic
    /SymantecSerif
    /SymantecSerif-Bold
    /SymantecSerif-BoldItalic
    /SymantecSerif-Bold-Italic
    /SymantecSerif-Italic
    /Symbol
    /SymbolStd
    /SyntaxLTStd-Black
    /SyntaxLTStd-Bold
    /SyntaxLTStd-Italic
    /SyntaxLTStd-Roman
    /SyntaxLTStd-UltraBlack
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TechBoldItalic
    /Techfont
    /TechItalic
    /Tekton
    /Tekton-Bold
    /Tekton-BoldOblique
    /Tekton-Oblique
    /TektonPro-Bold
    /TektonPro-BoldCond
    /TektonPro-BoldExt
    /TektonPro-BoldObl
    /TempusSansITC
    /Times-Bold
    /Times-BoldItalic
    /TimesCE-Bold
    /TimesCE-BoldItalic
    /TimesCE-Italic
    /TimesCE-Roman
    /Times-Cyryl
    /Times-CyrylBold
    /TiMes-CyrylBoldItalic
    /Times-CyrylItalic
    /Times-Italic
    /TimesNewRoman
    /TimesNewRoman-Bold
    /TimesNewRomanCE
    /TimesNewRomanCE-Bold
    /TimesNewRomanCE-BoldItalic
    /TimesNewRomanCE-Italic
    /TimesNewRomanGre
    /TimesNewRomanGre-Bold
    /TimesNewRomanGre-BoldIncl
    /TimesNewRomanGre-Inclined
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /TimesNewRomanSpecialG1
    /TimesNewRomanSpecialG1-Bold
    /TimesNewRomanSpecialG1-BoldItalic
    /TimesNewRomanSpecialG1-Italic
    /TimesNewRomanSpecialG2
    /TimesNewRomanSpecialG2-Bold
    /TimesNewRomanSpecialG2-BoldItalic
    /TimesNewRomanSpecialG2-Italic
    /TimesNRCyrMT
    /TimesNRCyrMT-Bold
    /TimesNRCyrMT-BoldInclined
    /TimesNRCyrMT-Inclined
    /Times-Roman
    /TLinGothic-Bold
    /TradeGothic
    /TradeGothic-BoldCondTwenty
    /TrajanPro-Bold
    /TrajanPro-Regular
    /Transitional511BT-Bold
    /Transitional511BT-BoldItalic
    /Transitional511BT-Italic
    /Transitional511BT-Roman
    /Transitional521BT-BoldA
    /Transitional521BT-CursiveA
    /Transitional521BT-RomanA
    /Transitional551BT-MediumB
    /Transitional551BT-MediumItalicB
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /TurkishTimesNewRoman
    /TwCenMT-Bold
    /TwCenMT-BoldItalic
    /TwCenMT-Condensed
    /TwCenMT-CondensedBold
    /TwCenMT-CondensedExtraBold
    /TwCenMT-Italic
    /TwCenMT-Regular
    /TypoUprightBT-Regular
    /Univers
    /Univers-Black
    /Univers-BlackOblique
    /Univers-Bold
    /Univers-BoldItalic
    /UniversCE-Black
    /UniversCE-Medium
    /Univers-Condensed
    /Univers-CondensedBold
    /Univers-CondensedBoldOblique
    /Univers-CondensedLight
    /Univers-CondensedLightOblique
    /Univers-CondensedOblique
    /Univers-Light
    /Univers-LightOblique
    /UniversLT-Condensed
    /UniversLT-CondensedBold
    /UniversLT-CondensedBoldOblique
    /UniversLT-CondensedOblique
    /UniversLTStd
    /UniversLTStd-Black
    /UniversLTStd-BlackEx
    /UniversLTStd-BlackExObl
    /UniversLTStd-BlackObl
    /UniversLTStd-Bold
    /UniversLTStd-BoldCn
    /UniversLTStd-BoldCnObl
    /UniversLTStd-BoldEx
    /UniversLTStd-BoldExObl
    /UniversLTStd-BoldObl
    /UniversLTStd-Cn
    /UniversLTStd-CnObl
    /UniversLTStd-Ex
    /UniversLTStd-ExObl
    /UniversLTStd-Light
    /UniversLTStd-LightCn
    /UniversLTStd-LightCnObl
    /UniversLTStd-LightObl
    /UniversLTStd-LightUltraCn
    /UniversLTStd-Obl
    /UniversLTStd-ThinUltraCn
    /UniversLTStd-UltraCn
    /UniversLTStd-XBlack
    /UniversLTStd-XBlackEx
    /UniversLTStd-XBlackExObl
    /UniversLTStd-XBlackObl
    /Univers-Medium
    /Univers-MediumItalic
    /Univers-Oblique
    /Utopia-Italic
    /Utopia-Regular
    /Utopia-Semibold
    /Utopia-SemiboldItalic
    /VAGRoundedStd-Black
    /VAGRoundedStd-Bold
    /VAGRoundedStd-Light
    /VAGRoundedStd-Thin
    /Vakil_01
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /VinerHandITC
    /Vivaldii
    /VladimirScript
    /VonnesTTBlack
    /VonnesTTBlackComp
    /VonnesTTBlackComp-Italic
    /VonnesTTBlackCond
    /VonnesTTBlackCond-Italic
    /VonnesTTBlackExt
    /VonnesTTBlackExt-Italic
    /VonnesTTBlack-Italic
    /VonnesTTBold
    /VonnesTTBoldComp
    /VonnesTTBoldComp-Italic
    /VonnesTTBoldCond
    /VonnesTTBoldCond-Italic
    /VonnesTTBoldExt
    /VonnesTTBoldExt-Italic
    /VonnesTTBold-Italic
    /VonnesTTBook
    /VonnesTTBookComp
    /VonnesTTBookComp-Italic
    /VonnesTTBookCond
    /VonnesTTBookCond-Italic
    /VonnesTTBookExt
    /VonnesTTBookExt-Italic
    /VonnesTTBook-Italic
    /VonnesTTExbold
    /VonnesTTExboldComp
    /VonnesTTExboldComp-Italic
    /VonnesTTExboldCond
    /VonnesTTExboldCond-Italic
    /VonnesTTExboldExt
    /VonnesTTExboldExt-Italic
    /VonnesTTExbold-Italic
    /VonnesTTLight
    /VonnesTTLightComp
    /VonnesTTLightComp-Italic
    /VonnesTTLightCond
    /VonnesTTLightCond-Italic
    /VonnesTTLightExt
    /VonnesTTLightExt-Italic
    /VonnesTTLight-Italic
    /VonnesTTMedium
    /VonnesTTMediumComp
    /VonnesTTMediumComp-Italic
    /VonnesTTMediumCond
    /VonnesTTMediumCond-Italic
    /VonnesTTMediumExt
    /VonnesTTMediumExt-Italic
    /VonnesTTMedium-Italic
    /VonnesTTThin
    /VonnesTTThinComp
    /VonnesTTThinComp-Italic
    /VonnesTTThinCond
    /VonnesTTThinCond-Italic
    /VonnesTTThinExt
    /VonnesTTThinExt-Italic
    /VonnesTTThin-Italic
    /Vrinda
    /WarnockPro-Bold
    /WarnockPro-BoldIt
    /WarnockPro-It
    /WarnockPro-Light
    /WarnockPro-LightIt
    /WarnockPro-Regular
    /WarnockPro-Semibold
    /WarnockPro-SemiboldIt
    /Webdings
    /WendyLPStd-Bold
    /WendyLPStd-Light
    /WendyLPStd-Medium
    /Whitney-Black
    /Whitney-BlackItalic
    /Whitney-Bold
    /Whitney-BoldItalic
    /Whitney-Book
    /Whitney-BookItalic
    /WhitneyK-Bold
    /WhitneyK-BoldItalic
    /WhitneyK-Book
    /WhitneyK-BookItalic
    /WhitneyK-Light
    /WhitneyK-Medium
    /WhitneyK-Semibold
    /Whitney-Light
    /Whitney-LightItalic
    /Whitney-Medium
    /Whitney-MediumItalic
    /Whitney-Semibold
    /Whitney-SemiboldItalic
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /WinSoftPro-Medium
    /WP-ArabicScriptSihafa
    /WP-ArabicSihafa
    /WP-BoxDrawing
    /WP-CyrillicA
    /WP-CyrillicB
    /WP-GreekCentury
    /WP-GreekCourier
    /WP-GreekHelve
    /WP-HebrewDavid
    /WP-IconicSymbolsA
    /WP-IconicSymbolsB
    /WP-Japanese
    /WP-MathA
    /WP-MathB
    /WP-MathExtendedA
    /WP-MathExtendedB
    /WP-MultinationalAHelve
    /WP-MultinationalARoman
    /WP-MultinationalBCourier
    /WP-MultinationalBHelve
    /WP-MultinationalBRoman
    /WP-MultinationalCourier
    /WP-Phonetic
    /WPTypographicSymbols
    /YouYuan
    /ZapfChanceryStd-Bold
    /ZapfChanceryStd-Demi
    /ZapfChanceryStd-Italic
    /ZapfChanceryStd-Light
    /ZapfChanceryStd-LightItalic
    /ZapfChanceryStd-Roman
    /ZapfDingbats-Regular
    /ZiptyDoStd
    /ZurichBT-Black
    /ZurichBT-BlackExtended
    /ZurichBT-BlackItalic
    /ZurichBT-Bold
    /ZurichBT-BoldCondensed
    /ZurichBT-BoldCondensedItalic
    /ZurichBT-BoldExtended
    /ZurichBT-BoldExtraCondensed
    /ZurichBT-BoldItalic
    /ZurichBT-ExtraBlack
    /ZurichBT-ExtraCondensed
    /ZurichBT-Italic
    /ZurichBT-ItalicCondensed
    /ZurichBT-Light
    /ZurichBT-LightCondensed
    /ZurichBT-LightCondensedItalic
    /ZurichBT-LightExtraCondensed
    /ZurichBT-LightItalic
    /ZurichBT-Roman
    /ZurichBT-RomanCondensed
    /ZurichBT-RomanExtended
    /ZurichBT-UltraBlackExtended
    /ZurichWin95BT-Black
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




